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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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《 － interlude － A ： " at night " 》




　押さえつけている黒くろ絵えの微笑を見つめて──見つめて──

　そしてペンドラゴンは、はっと気付いた。

「……っ！」

　指を。黒絵の口の中に捻ねじ込む。無む理り矢や理り開かせると──その唇の端に。

　涎よだれに混じって、赤い色が、零こぼれてきた。

「おい……舌を、嚙もうとしていたのか？」

　本気で。こうして止めなければ、確かく実じつに、やっていた。

　それを理解したペンドラゴンの胸中に、衝しよう撃げきが走る。理解できない。

「──なぜだ？　なぜ、ここまでする……？」

「なぜって？」

　黒絵は今も達たつ観かんした表情で微笑ほほえんでいた。それにもまた、困惑。

「俺おれはお前を殺す気はない。このリコやグランオーリと同じように、俺のものになってほしいだけだ。ひどいことをするつもりはないぜ。なんにしても、死を選ぶよりはいいだろう」

「そうかなー？　うちには同じことに思えるけど」

「なに？」

　眉まゆを寄せる。黒絵は依然、余裕を崩さず、

「うちは──自由でありたいんよ。呪のろわれて、いろんな人に迷惑をかけて。ハルの家に来て、呪いが解とけた。そんなうちの人生の中で、うち自身が決めたこと」

　一息ついて、また、笑う。

「うちはね、うちの人生を楽しみたい。自由に、何にも縛しばられることなく、楽しみたい。その、うちの《自由》が奪われるのは……うちにとっては、死ぬのと同じよ」

　だから、舌を嚙かむというのか。やはり理解できない。

　それでも、黒絵が心からそれを言っているというのだけはわかった。

　本気で死を選ぶ、覚悟。

　心の奥に痛みを持って蟠わだかまるものがある。最強の自分を揺るがす、痛み。

　自分らしくない。どうしてこんなにも動揺しているのか。落ち着け。

「あ、もう逃げたり舌嚙んだりせんから起きてええかな……よいしょ、と」

　彼女がそう言って初めて、ペンドラゴンは自分の手が黒絵から離はなれていることに気付いた。立ち上がって尻しりをはたいている黒絵。ペンドラゴンは、リコの装甲に覆おおわれた自分の指を──彼女の唾だ液えきと、傷ついた舌からの血で濡ぬれた指を──見つめながら、

「……実際に死ねば、同じだろう」

「まあ、やるだけやってそうなったんなら仕方がない、って感じでね。うちもやりたくはなかったけど、力ずくでモノにされて自由を奪われるなら、同じことよ……少なくともうちがおらんくなったら、ハルやふぃっちー達はもうそっちに襲おそわれたりはせんじゃろうし」

　それはそうだが。自分が死ねば意味はないはずだ。わからない。

「そもそも……お前はどうして、この店にいた。俺おれを散髪してどうする気だった？　まさかそんなことで俺が心変わりするとでも」

「んー、それはね、伝わらんかったかー、と思うだけで、ちょっと別の話じゃね」

　黒くろ絵えは意味深なことを言い、軽くこちらに向き直ってくる。

「伝わる……？」

「ういうい。しかしここまで話したんじゃから、ヒントくらいはあげてもええじゃろう。不ふ思し議ぎなことを言うかもしらんけれど──うちは別に、あなたのことは嫌いじゃない。今まであなたがやってきたアレコレより先に、もっとやることがあると思うんじゃけどねー」

「……!?」

　黒絵の発した、やはり意味のわからない言葉に困惑していたその一いつ瞬しゆんに。

「そしてついでにもう一言」

　彼女は、さっきまでの殉じゆん教きよう者しやのような超然とした微笑ではなく──

　いつもの飄ひよう々ひようとした気配けはいで、悪戯いたずら小こ僧ぞうのように笑いながら、

「逃げないと約束したね。あれは噓じゃ」

　黒絵の髪が何条か、素早すばやく伸びた。ペンドラゴンに向けてではない。それは彼女の背後の棚や、近くの散髪椅い子すの下部や、観かん葉よう植物の鉢植えに向けてのものだった。そしてそれらの髪がそれぞれの目的地に到達し、何かを押すような動きを見せた瞬間──

　店内に白煙が満ちた。一瞬で視界が奪われる。

「マクシミリアン！」

　リコの声と同時、今まで首の後ろにあった余剰装甲部分が組み合わさって兜かぶとのように頭を覆おおう。視野は狭くなるが頭部も密閉できる、完全防ぼう護ごモードだ。ガス攻こう撃げきを警けい戒かいしたのだろう。

　だが──

　害はない、とペンドラゴンは悟っていた。これはただの煙幕、目くらましだ。店とはいえここは彼女の城、こんなときのために仕込まれていたとしても不思議はないが、さすがに毒ガスのようなものを備えておくのは危険すぎるだろう。

　それは瞬時に判断できた。けれど足は動かなかった。動かせなかった。

　煙幕の向こう、小さな足音が店の外に逃げていっても。

「おい、どした？」

「追わないのですか、マスター」

　そんな二人ふたりの声が聞こえてきても。

　ペンドラゴンは動かない。

　白く閉ざされた視界の中、今もなお見えているのは──

　本気で舌を嚙かもうとしていた、彼女の瞳ひとみ。

　自らの生き方に殉じゆんじようという、覚悟の微笑。




　──紛れもない、彼女の《強さ》であろうものが、網もう膜まくに焼きついていた。







《 － interlude － B ： " at midnight " 》




「聞くまでもなかったな──狙ねらいはそれか。返してもらおう」

「い、たっ……」

「白しら穂ほ！」

　肩に置かれていた手にさらなる力が籠こもり、もう片方の手がこちらの腕をがっしりと摑つかむ。万力のような力。骨が砕けてしまいそうだ。せっかく手に入れた携帯を取り落とす。

　──駄だ目めだ。無理だった。まがりなりにも騎き士し団だん長ちよう。甘く見ていた。

（でも）

　サヴェレンティだけは。正直、他ほかの生徒達がどうなろうと知ったことではない。それでも、サヴェレンティだけは。

　自分がやるしかない。褐かつ色しよく女おんなは少し離はなれた階段裏で待たい機きしている。大声を出せば聞こえるかもしれないが、間に合わないだろう。別の敵を呼び寄せることになる可能性も高い。

　肩と腕を摑まれたまま、白穂は強引に身を捻ひねった。渾こん身しんの力で平手打ちをしようとする。その隙すきにサヴェレンティを逃がして──などという考えが通じるほど、甘くない。

「無む駄だだ」

　ぱしんと軽々しい音を立てて、手首が摑まれる。真正面に巨漢の顔。怪物じみた圧迫感が、胸中に絶望感を呼び起こす──が、そのとき。

　白穂は彼の顔の後ろに見る。

　勢いよく振り下ろされる、硬質な鋼色の何か。

　それは鈍にぶい音を立てて騎士団長の後頭部を直ちよく撃げき。ぐらりと彼の頭が揺れ、白穂を拘こう束そくしていた手も離れる。しかし、

「ぐ、ぬぅ……な、何者……」

「む」

　大きく身体からだをよろめかせながらも、彼はなんとか倒れるのだけは堪こらえた。ぐっと踏ふみ止とどまり、のっそりと背後を振り返って──

「い、今だー！　ザ・デンジャラス特攻！」

　その瞬しゆん間かん、サヴェレンティが地面に落ちていたさっきの人形を操そう作さし、垂直に大ジャンプさせる。金属製の、それなりの重さと硬さを持った人形が、かなりの勢いで。

　ふらついていた男の股こ間かんに着弾した。

「……」

　通常時ならば耐えられたりガードされたりしていたのかもしれなかったが、今は後頭部の衝しよう撃げきとの合わせ技だった。モロに喰くらった男はその場に膝ひざ立だちで崩れ落ちる。

「う……お……」

「さすがに鍛きたえ方かたが違う。今ので気絶していてもおかしくはなさそうなものだが」

　言いながら、彼女はもう一度、手中のスコップを振りかぶって──後頭部に追加の一いち撃げき。

　それでさすがに相手もダウンした。呻うめき声ごえはまだ漏れているので、完全に意い識しきを失ったわけではないようだったが。

「丈夫すぎる。何らかの力が働いているのか……あまりこいつに時間をかけるわけにもいくまい。逃げるぞ」

「貴女あなたは……」

「せ、せんせー！　無事だったんですか？」

　サヴェレンティが目を丸くして呟つぶやく。

　赤いジャージで、頰ほおに傷を持ち、スコップをいつも手て放ばなさない、白しら穂ほ達の担任教師──潰かい道どう忌いみは、こちらの驚おどろきとは対照的な平静さで頷うなずいた。

「ああ。今まで暗示にかけられたふりをしていた。下へ手たに動けば危険だと思った故」

「どうやって暗示を逃のがれたの？」

　白穂が騎き士しの携帯を拾い上げながら聞くと、潰道は怪け訝げんそうな顔で軽く首を傾かしげた。そしてあっさりと、

「ん？　あのような言葉ごときで自分がどうにかなるものか。放送部でも教員でもない人間が勝手に校内放送を使っていた時点で、聞くに値しない話であると心構えもできていたしな」

　白穂はサヴェレンティと顔を見合わせる。冗じよう談だんかとも思ったが、どうやらそうではないらしい。

　潰道はスコップを肩に担ぎながら、真ま面じ目めな表情で言った。

「自分はただの弱い人間だ。だが、だからこそ──意志の強さだけは負けぬ。そう在ろうとしてきた。少なくとも、敵のたわけた戯ざれ言ごとに惑わされぬ程度にはその効果があったらしい。うむ、これからも精しよう進じんせねば」

　サヴェレンティが手を口に当て、こっそりと囁ささやいてくる。

「……気合いでなんとかしたってことかな？」

　さあ、単純馬ば鹿かだったってだけじゃないの、と白穂は思ったが、無言で肩を竦すくめるだけに留とどめておいた。

　余計なことを言って、スコップで折せつ檻かんを受けるのはごめんだったので。







《 － interlude － D ： " at predawn " 》




　渦か奈なは泰たい造ぞうと共に、ぼんやりと隠し部べ屋やの天てん井じようを見上げている。携帯で確かく認にんする限り今は明け方のはずだが、眠くはなかった。今まで何度も仮眠を取っていたので。

　そんなとき、

「ああもう！」

　自分達と同じように、この隠れ場所で別動隊（？）の帰りを待っていた後こう輩はい──千ち早はやが苛いら立だたしそうな声を出しながら立ち上がった。待っているしかないこの状況についに業を煮やしたのかと思いきや、

「……そこのあんた達。気にしないでいいから。何も。質問とかもしないでほしいわ。全然なんでもないから」

「へ？」

　キッとこちらを睨にらんで、ハスキーボイスでそんなことを言って。

　それから彼女は、体育の体たい操そう服ふく姿のまま──踊り始めた、のだった。

　ゆっくりと、ゆったりと。腕を動かし、足を滑らせ、身を回す。

　その緩かん慢まんな優ゆう雅がさからすれば、それを踊りと呼ぶのは間違っているかもしれない。

　そう──正しくは、舞まい、だ。

「おお」

「へー。なんだなんだ、健康体操？　確たしかにずっとこんなとこで身体からだ動かしてないと固まっちゃうもんなー」

　ぽけー、と二人ふたりでそれを眺めていると、

「恐かしこみ恐かしこみも白まをしますが、本当にお気になさらず～。これは神楽かぐら鈴すずである伍い鈴すず達の《呪のろい》ですので～」

「結局あんたが説明すんのね……まあいいわ。とにかくそういうことだから気にしないで」

　そんなふうに舞まいながら、気にしないで、と言われても。

　渦奈は泰造と顔を見合わせる。

「呪い、だってさ」

「おお。やっぱ……あるんだな……」

　クラスメイトであるン・イゾイーから聞いたことを、もう一度、思い出した。

　今までずっと、心の中で咀そ嚼しやくしていたもの。嚙かみ砕いていたもの。

　呪い。呪われた道具。呪われすぎて人になる、呪われた道具。呪いを解とく方法。呪われた道具を壊こわそうとする組そ織しき、いろんなことを知ろうとする組織……

　けれど、自分達にとって大事なことは、それほど多くはなかった。

「フィアちゃんも……その、ホントは人間じゃなくて、呪われた道具、なんだってねぇ」

　あるとき突然やってきた、外国からの転校生。可愛かわいい銀髪の子。一目で好きになった。世間知らずなのも可愛かった。外国育ちだからだと思っていたけれど、そうではなかった。春はる亮あきの父親が連れてきた子という話。しかし呪のろいを解とくために春亮の家にいるだけだった。

「おう。このはさんも、そうだってな」

　泰たい造ぞうが、どこか遠い目をしながら言った。親友である彼の気持ちは、当然渦か奈なも知っている。

　彼にとっての彼女。自分にとってのフィア。

　それだけではなく、自分達にとっての春亮、理事長、錐きり霞かのことも聞いた──

　結局のところ。

　噓うそをつかれていた、ということにはなるのだと思う。

　人によっては、怒るのかもしれない。気持ち悪がったりするのかもしれない。

　でも、なんというか──そう。

　自分達は、けっして、頭がよくないから。

　フィアや春亮達と馬ば鹿かなことばかりしていた、その通りの馬鹿な人間でしかないから。

「実は人間ではなかったのですー、とか言われてもさ。結局、フィアちゃんはフィアちゃんだし、このはちゃんはこのはちゃんなんだとしか思えないんだよねー」

「その通り。むしろミステリアスな秘密が増えて逆に魅み力りよくが増したって感じだ」

　千ち早はやはまだ、むっつりとした顔で舞まいを続けている。それを伍い鈴すずは、目を細め、様々な感情の籠こもった視し線せんで見つめている。

　呪い。大変なのだろう。自分達には想像もできないほど、理解もできないほど──そして簡かん単たんに理解してはいけないほど、恐ろしいものなのだろう。

　それに塗まみれた、塗れすぎたものが、人の姿を取れるようになった彼女達。

　けれども、実感は湧わかない。やっぱり、馬鹿だから。

　彼女達が持っていた、そんな恐ろしい呪いなんかには気付かなかった。

　思い出すのは、それとは別のことばかりだ。

　体育祭。ダンスができなくて涙目で、けれど必死に頑張っていたフィアの姿。

　文化祭。可愛らしいナースの恰かつ好こうで接客していた彼女。水泳部の屋台もスク水で手伝てつだってくれた。いろんな意味で犯罪的だった。

　何の変哲もない日。教室に蜘く蛛もが出たことがあった。涙目で抱きついてきて興こう奮ふんした。

　勿もち論ろん、他ほかにもいろいろある。笑いあったこと。楽しかったこと。おかしかったこと。不ふ思し議ぎだったこと。些さ細さいで、なんでもない、しかしとても素敵すてきな出来事の数々。

　でも、今は、彼女の涙を思い出すのだった。

　それこそが、きっと──ここにいる自分達が、考えなくてはならないことだから。

「今……大変なことに、なってるんだよね」

「みたいだな。つーか俺おれ達もこんなんなってるし」

「あたし達はこうしてダベってるだけだけどさ……なんていうか、フィアちゃん達はもっと大変なんだろうなって」

「ん。話を聞く限りだと……そうだな」

「どんな感じだと思う？」

「去年、クッキーの調ちよう理り実習でお前らの班が失敗したときの感じ。フィアちゃんがな、私が分量間違えたせいだー、とかって涙目でずーんとしてんの。アレ」

　そんなこともあったっけ、と渦か奈なは苦笑する。確たしかあのときは、余った材料で急いで作り直したのだ。みんなで協力して、でも手を出しすぎないようにフィアの頑張りを見守って、アドバイスして。そうしたら、数は少なかったけど、ちゃんと美お味いしいのができた。あの後のフィアの笑顔えがおは素敵すてきなものだった。

　責任感があって。優やさしくて。可愛かわいい彼女。

　呪のろわれている？　そんなの知らない。

　人間じゃない？　そんなの知らない。

　結局、自分達がすべきことは変わらないような気がした。

　あのときと同じだ。

「大変なことになってて、多た分ぶんフィアちゃんは涙目になってる……じゃあ、やりますか。泰たい造ぞうさん」

「ですな。やりますか、渦奈さん」

　二人ふたり、笑い合う。

　何ができるかはわからないけれど、やろうと決めた。それは前進だ。

「だって、フィアちゃんだもの。泣いてたら……助けてあげないとね」

「おうともよ。このはさんに俺おれの男らしいとこも見せないといけないしな」

　特に何の意味もないが、儀ぎ式しきとして、拳こぶしを打ち合わせる。

　舞まいを終えた千ち早はやが、首を傾かしげながらこちらを見ていた。その額ひたいの汗を手ぬぐいのようなもので甲か斐い甲が斐いしく拭ふいていた伍い鈴すずが、ふと頭を動かす──隠し部べ屋やの壁かべが、かちりと音を立てて動き始めていた。

　緊きん張ちようしたのは一いつ瞬しゆん。出入り口に姿を現した一団を見て、ほっと息を吐く。

　そこにいたのは──クラスメイトが三人、そしてなぜかメンバーの中に増えている担任教師が一人ひとり。どうしてそうなっているのか聞きたいところではあったが、今はそれよりも大事なことがあった。

　褐かつ色しよく肌はだのクラスメイトがその手に持っている、携帯電話。

　彼女は珍しく、満足げな笑えみを見せて言った。

「反はん撃げき開始です」

　待ってました、と渦奈も笑って答えた。







　第四章　「フィア・キューブリック」/"Call×Compel×Conterminous"







　　　　[image: くぎりもじ]

　時刻は、日が昇ったばかりの午前六時。眠りすぎてしまったと言わざるをえないが、そのおかげで体力は回復している。勿もち論ろん、気力も。

「ああ。それで、白しら穂ほとサヴェレンティがそいつの携帯を奪って、か……」

　春はる亮あきは携帯電話でン・イゾイーの話を聞いていた。これまでの事情。こうして連絡が取れるようになった過程。

　それは重要な通話だったが、さりとて眼がん前ぜんのものが気にならないわけでもなかった。居間に入ろうとしている自分のすぐ前、銀ぎん色いろが揺れている。ほぼ密着距きよ離り、彼女の髪の匂におい。

　その自分達の、さらに前。

　これから入ろうとしていた居間の中には、崩ほ夏なつと、仮眠から起きた錐きり霞かと、外の見張りから帰ってきたばかりの虎こ徹てつとこのはがいて──そしてそのこのはが、仁に王おう立だちでフィアをじろりと睨にらんでいるのだった。

「なんですか、そのビーナス的な恰かつ好こうは……」

「これしかない状況だった。落ち着いたらすぐ服を着るわい」

　さっき部へ屋やにいたときと同じ、布団のシーツをぐるぐると身体からだに巻いただけのフィアが言う。

「ど、どんな状況だったっていうんでしょうかッ……いえ。それよりも、結局その姿に戻ることにしたわけですか」

　フィアはふいと視し線せんを逸そらし、

「……うむ。春亮がこの姿の私を見たくて、触りたくて、我慢できないと。そういうことを言ったので、仕方なく、だ」

　それからこちらに背中をぴっとりとくっつけてきた。なぜかそのままスリスリと上下に動いて背中を擦こすりつけてくる。電話を持っていないほうの腕を摑つかんで自分のお腹なかあたりに誘う。

「この子は、開き直ったみたいにっ……！」

「く……状況的には、よくなったのかもしれないが……心情的には、馬ば鹿かげていると、言わざるを、えない、ような……！」

　何やら殺気じみたものがムワリと居間に満ちたような気がしたので、春亮は通話口を手で押さえ、

「ま、まあまあ落ち着け。とりあえず今は向こうとの連絡に集中しようぜ。さあ座ろう仲良く座ろう」

　いつも通りとはとても言えないが、少なくとも座れるスペースだけは確かく保ほされているテーブルの周囲に腰を下ろす。破れた座布団にも文句は言えない。

『我が疑問……そちらで何かありましたか、という推測』

「いや、なんでもない。とりあえずスピーカーモードにするから、今わかってる情報を伝えてくれ。俺おれ達にできること、やってほしいこと。そういうのも合わせて。なんでもする。俺達の知ってる情報も伝えるよ」

　敵の通信機き器きを奪っているのだから、以前のように突然通話が切れるという可能性は低いはずだ。けれどゼロではない。奪われた敵が何か対策をするかもしれないし。無む駄だな時間を使っている場合ではなかった。

　そうでなくとも──

《騎き士し領りよう化か》が完了するまでのタイムリミットは、刻一刻と、近付いてきているのだ。

　猶ゆう予よはない。

　では、とン・イゾイーは話し始める。彼女の得た既知を。

　学校の状況。繰くり返される授業の暗示。リセットされる生徒達の記き憶おく。その暗示をかけた人間は、学校の中にはいないらしいということ。

　こちらから伝えたこと。呪のろわれた有ゆう刺し鉄てつ線せん、《アウシュビッツ＝ビルケナウ》──その強固さ。奴やつらは「絶対に出入りできない」と言っていたこと……

　崩ほ夏なつが居間の天てん井じようを見上げながら、

「ふーむ。暗示をかけたタシターンって人間は学校の外にいる、ね……それをこっちがどうにかできればいいんだけど。そしたら人ひと質じちになった生徒達のことに関しては一歩前進するわ」

『我が反応・その通りですという同意。ですが居場所は未知です』

「大きな問題はもう一つある。やはりあの、学校への出入りを阻はばんでいる《アウシュビッツ＝ビルケナウ》……あれをどうにかせねばならないだろう。完全に出入りを封じる忌き能のうなど馬ば鹿かげている。何か方法があるはずだ」

　得られた情報を、真剣な顔で吟ぎん味みする一同。

　話をしただけで、全すべてが上う手まくいくような解決策は浮かばなかった。だったら、そこからさらに頭を働かせるしかない。自分達にできることを考えるしかない。

　改めて、自分達の状況を整せい理りしてみる。

　最終的な目標は、学校の校庭に刺さっているという《十字軍のデイユ・建国旗槍ル・ヴ》を引き抜き、あるいは破は壊かいし、騎士領が求めるこの街の《騎士領化》を阻止すること。

　そのためにしなければならないことが、絶対に突破せねばならない壁かべが、大きく分けて二つある。

　一つは学校内にいる人質、生徒達の問題。彼らの洗脳を解とき、たとえ自分達が学校内に突入しても彼らに危害が加えられないようにしなければならない。逆に言えば、もしもそれをしないで自分達が学校に突入したなら──騎き士し領りようは迷わず彼らの命を使うだろう。それは絶対に看過できない。対処法としては学校の外にいるというタシターンなる女を見つけ、排除すること。

　二つ目は、そもそも学校の中に入る方法だ。学校という空間を堅固に守っている、あの呪のろわれた鉄てつ条じよう網もうの攻略方法。あれに関しては純粋に情報が足りない。どうすればあの鉄条網の防ぼう護ごを突破して学校の中に入ることができるのか。何か能力の穴をついて潜もぐり込む手段があるにしろ、破は壊かいして無力化するにしろ、具体的には一体何をすれば──

　そんなとき、ン・イゾイーがぽつりと、

『ところで。まだ、でしょうか？』

「え、何が？」

『いえ。この電話より前に、やはり優ゆう先せん順位的に連絡せざるをえなかったのですが。そのとき、そちらに行くというような話をしていた気が』

　よくわからない。春はる亮あきが首を傾かしげた、丁ちよう度どそのとき──

　ばたばたと足音が聞こえてきた。

　原形をあまり留とどめていない縁えん側がわ、つまりは外の庭のほうから。このはと虎こ徹てつが一いつ瞬しゆんだけ腰を浮かせたが、すぐに目配せして落ち着く。

　春亮にも、その足音が荒事に長たけた人間のものではないことはなんとなくわかった。慌てて走ってくる子供の姿が思い浮かぶような、不規則で、どちらかと言えば不ぶ恰かつ好こうなリズム。

　そして実際、現れたのは慌てて走ってきた子供だった。

「はっ……はっ……」

「あ、アマンダ？」

　肩で息をする、包帯を巻いた白髪の少女。アマンダ・カーロットだ。かつて騎士領の一員であり、その後紆う余よ曲きよく折せつを経て研けん究きゆう室しつ長ちよう国こくに所属することになった──この家でしばらく暮らしていたこともある、複雑な関係性の人間。

　額ひたいに汗を浮かせた彼女は、しばらく息を整ととのえながら、じっとこちらを見つめていた。

　そして、自分の華きや奢しやな胸に手を乗せて──つまりは、何かに誓うような仕し草ぐさで──

「……借りを。返す。あなた達に」

「え？」

　春亮が見つめ返すと、内気な彼女は急に恥ずかしくなったかのように視し線せんを落とし、

「その……それと。先せん輩ぱいのような。人を。助ける。必要もある、から」

「僕としてはそれを一番目の理由に持ってきてほしいところだけどねえ。いやまあ、組そ織しきのリーダーとしてのアレでね？　建前というのもそれはそれで大事なものなのさ、この国では」

「っ……！」

　彼女の後ろからゆっくりと現れたのは──いつもの黒の白衣を翻ひるがえす、闇やみ曲まがり拍ぱく明あき。このは達が警けい戒かいの視線を向け、錐きり霞かが顔を顰しかめ、なぜかフィアはじっと彼の顔を見つめる。それら全すべてを気にすることなく、彼は軽く肩を竦すくめながら言った。

「前に結んだ協力関係の続きだと思ってくれればいいよ。僕達だってン・イゾイーは失えない……なんとか救出する必要がある。一いつ緒しよに解決策を考えさせてはもらえないかな。ここにいる元騎き士し領りようのアマンダが、色々な未知を既知にしてくれるはずだよ」

「そう。いくつか。知っている。ことがある。全すべて。話す」

　春はる亮あきは一度、全員の顔を見回した。みんな、いろいろ言いたいことはあるだろうが──わかっているはずだ。時間がないことは。つまり、選択肢がないということは。

「……わかった。頼む」

「そうこなくっちゃ」

　にやりと拍ぱく明あきは笑って、アマンダの背中を押すようにして居間に上がってきた。畳なんて久しぶりだなあなどと言いつつ腰を下ろし、手にしていたものをテーブルの上に置く。

「それは？」

「ただのノートパソコンだよ。作戦会かい議ぎするなら、一応フルメンバーが揃そろっていたほうがいいだろう？」

　開いたそれを拍明が手早く操そう作さ──すると、画面に見覚えのある奇怪な人物の姿が映し出された。ガスマスクを被かぶった男の姿だ。

『やあやあ。内部と連絡が取れたそうだね』

　理事長の背景にあるのは、柔らかそうなシートにスモークが張られた窓。どうやら停とまっている車の中らしい。

「無事だったんですか、理事長」

『おかげさまでね。漸音ぜのんくん達も元気だよ』

　理事長が肩を揺らすと、「元気どころか。かつてないほどにダルいで～」「いつも通りなのでお気になさらず」などという声が画面外から聞こえてくる。さらには、

『なんとびっくり、うちもおるよ』

　画面の横手から、さらに見み慣なれた幼女の顔がにゅっと突き出てきた。

「おおう、黒くろ絵え。どっかで隠れてるんじゃなかったのか」

『……ま、いろいろ事情があってねー。とりあえず今は理事長達に誘拐された身。大人おとなしく言うことを聞かんといかん』

「なんだそれ」

　とにかく、拍明のノートパソコンがテレビ電話的な働きをしているらしい。確たしかにこれなら理事長達も作戦会議に参加できそうだ。

　しかしそのとき、

「フルメンバー……な。そうだ。つまりそれは、ここに全員が、揃っておるということで。だから、あいつらも……」

　微妙な顔で俯うつむいていたフィアが、ふとそんな言葉を漏らした。テーブルに置かれたままの携帯電話をちらりと見て、

「その……作戦会かい議ぎが始まる前に、確たしかめたいというか……すっきりさせておきたいというか……いや、すっきりはしないかもしれんのだが。その──」

　しどろもどろなフィアの言葉だったが、ン・イゾイーはそれだけで全すべてを察したらしく、

『代わりましょう』

「なっ？　いやちょっと待て、しかしこっちにも心の準備がだな！」

　フィアの焦りは当然のように彼女には届かなかった。しばらくごそごそという雑音があったあと、

『もっしもーし？　フィアちゃーん？　元気ー？』

『あっ、ズリーぞ渦か奈な！　俺おれもいるぜー！　って聞こえてんのかな？』

「……カナ……タイゾー……」

　フィアの顔がくしゃりと歪ゆがんだ。安あん堵どと──それ以外の何かで。フィアはぐっと唇を引き結び、自分に気合いを入れるように一つ大きく頷うなずいてから、

「カナ。タイゾー。私は──お前達に、謝あやまらなければならんことがある。実は……その。私は、人間では、なくて……」

「お、おいフィア。俺から話したほうがよくないか？　ええとだな、とにかく二人ふたりとも無事でよかった。それでいろいろ聞いたとは思うけど、一応俺がこいつの保ほ護ご者しやみたいなもんだから俺に説明させてくれ。俺に責任があることだから。ええと、何から言おうか……」

「ジャマするな春はる亮あき、これは私の口から──！」

　と、フィアと顔を突き合わせていたときだった。

　電話口から聞こえてきたのは──あっさりした。

　本当に、あっさりした、声。

『うん、ンっちゃんから聞いたよー？　フィアちゃんもこのはちゃんも人間じゃなくて、呪のろわれた道具さんだってねぇ。いやー、全然気付かなかったよ……で、呪いを解とこうって頑張ってるんでしょ？　大変だね！』

「は……？」

　携帯自体は渦奈が持っているのだろう、無む理り矢や理りに声を届かせている泰たい造ぞうの少し遠い声も聞こえてくる。

『ずるいぞ春亮、そんな裏うら稼か業ぎようの人間みたいなヤクワリ持ってたなんて！　カッコイイじゃねえか！《今日きようは裏の仕事があってな……フフ》とか言いながら早退するのは俺の夢だったのに！　今度いろいろ武勇伝聞かせろよ、これまでにもいろいろあったんだろ？　な？』

　啞あ然ぜんとする。フィアもぽかんと口を開けていた。

　二人に、事情を黙だまっていたこと。言ってしまえば──噓うそをついていたこと。

　それが、今となってはどうしようもなく、後ろめたくて。

　怒られても、罵ののしられても。

　呪のろいのことを、怖がられても。

　友達を、止やめられても──仕方がないと、思っていた。

　覚悟していた。

　なのに。

　二人ふたりは、いつもと同じように──休み時間での馬ば鹿か話ばなしと本当に変わらないようなテンションで、言うのだった。

『ハハーン。あっきー達がどんな顔してんのか見えるようですナ。まったく、甘く見んなよ、って感じですよ。フィアちゃんへの愛は全すべてに勝る。出会った瞬しゆん間かんにフルパワーでハグをかました女ですよ、あたしゃ？』

『愛……そうだ、いいこと言うなお前。オホンオホン、全然関係ないですけどこのはさん元気ですか！　ボクは元気です！　あ、今度また春はる亮あきのシークレット武勇伝聞きにその家に遊びに行きますんでよろしくぅ！』

「は、はぁ……」

　電話口に届いているのかどうかはわからなかったが、とにかくこのはも呆あきれたように口を開いて曖あい昧まいな声を発した。錐きり霞かは小さく肩を震ふるわせつつ、優やさしい微笑で、いつもの口くち癖ぐせを小さく呟つぶやいていた。

『……さて、挨あい拶さつはこのへんにして、と。あたし達は何をすればいいんだーい？』

『言ってくれたらなんでも協力するぜ。むしろ今までが退屈すぎたからな。身体からだが固まっちまって仕方ねーんだ。ヘイヘイ、バッチコーイ、って感じだよ』

　そこで、ぐっ、とフィアの肩が大きく震えたのがわかった。

「……わかった。嬉うれしい。ありがとう。その、何か頼むことがあるかどうかを、これから話し合うから……ン・イゾイーに、代わってくれるか」

『りょうかーい』

　フィアの声は、くぐもった、小さなもので。

　必要以上に、感情が排されたもので。

　しかしその理由は、全員に伝わっていたはずだった。この場にいない人間達にも。

　何かを、堪こらえるため。

　油断すれば零こぼれて止まらなくなってしまいそうな何かを、必死で我慢するため。

　携帯がン・イゾイーの手に移動しているのか、また、がさごそと雑音。

　その間に。

　押さえ込んだ蛇口から、最後に一粒、大きな水滴が落ちるように。

　聞こえるか聞こえないかの、本当に微かすかな声で──

　フィアはもう一度、同じ言葉を繰くり返していた。

　彼女の胸の中いっぱいに広がっているであろう、一番大事な、その一言を。




「……ありがとう」




　　　　[image: くぎりもじ]




　時刻は少し巻き戻り──昨夜のこと。

　文字通りペンドラゴンを煙けむに巻いて壇だんノの浦うらを脱出した後、黒くろ絵えはてくてくと街を歩いていた。

「あ。高笑い忘れた。ふはははさらばだ明あけ智ちくん、とか言っちょくべきじゃったかな……」

　冗じよう談だん半分で店に仕込んでいた、虎の子の緊きん急きゆう脱出システムを使うことが今後そうそうあるとは思えない。折せつ角かくの機き会かいだったのに勿もつ体たいないことをした。

　ぼんやりと夜空を見上げて、さあこれからどうしようか、と考えていたとき、横を走り抜けていった一台の車が急に速度を落とし、トロトロと並走を始めたのに気付く。

　次の瞬しゆん間かん、がちゃりとドアが開き、そこから手が伸びてきて──車に引ひき摺ずり込まれた。

「わー。ひとさらいー」

「はっはっは、人聞きの悪いことを言わないでほしいね」

　一瞬だけ本当にドキリとしたが、その声が聞こえてきて安あん堵どした。後部座席、自分の隣となりにいるのはガスマスク姿の理事長だ。運転席に目を向けると、漸音ぜのんが軽く会釈をしてくる。助手席では銃音がのんがぐでーっとナマケモノのように四肢を弛し緩かんさせていた。

「レンタカーで街を走るのも、状況把握にはなかなかいいかと思ってね。何か状況が変わったという連絡があればすぐ移動できるし、居場所を摑つかまれて騎き士し領りように襲しゅう撃げきされる恐れもない」

「移動式隠れ家、って感じじゃね。じゃあうちもドライブさせてもらおう……今までは何をしちょったん？」

　これまでの事情を聞く。騎士領達が来たときには間一髪のタイミングで学校の外にいたこと。崩ほ夏なつから連絡を受けて夜や知ち家けに救援に行ったこと。時間稼かせぎをしてペンドラゴンに仕切り直しをさせたこと──

「……」

　身を危険に晒さらしてまで時間稼ぎをしてくれていたのはとてもありがたく、いくら感かん謝しやしてもし足りないほどだったが、その後あえて自分が壇ノ浦で彼を待ち受けていたことを考えると──少しばかり、理事長達の努力を無む駄だにしてしまったようで申し訳ない気分になる。

「それからレンタカーを借りて街を走り始めたんだ。落ち着いてこれからのことを考えると同時に、情報収集もしなくてはならなかった。それに、何隊かの騎士達がまだ我が物顔でこの街を歩き回ってるんだ。余計な騒そう動どうを起こしてくれてはいないか、見回りのようなこともできればしておきたかったし」

「警けい察さつとかは？」

「どうも、頼りにならない。どこかからの圧力がかかっているようだ。僕が長年かけてチマチマ作っていたコネクションなどとは比較にならない、上のほうからね」

　ガスマスクの下の嘆息。

　それから彼は、声の真剣味を増して、

「今、騎き士し領りように占拠されているのは僕の学校だ。だから僕は学校と、そこにいる生徒達を守る義務がある……そしてそのためにこそ、僕はこの街自体にも影えい響きよう力りよくを持とうとしてきたんだ。それらすべてが脅かされているのなら、戦わないわけにはいかない」

「……うん」

「守ってみせるさ。学校と、生徒達と、この街……そのためならば何でもする」

　自分自身に誓うような──力強い言葉。

　しかしそこで彼は、今まで真ま面じ目めすぎたバランスを取るかのように口く調ちようを軽くして続けた。

「特に街のことに関しては、春はる亮あきくん達には難むずかしいだろうからね。心配しないようにって伝えておいてほしい」

「りょうかーい。でも、具体的には？」

「ん？　まあ、やっぱり人を使うってことになるのかな……ふふ、でも使うのは人だけじゃないな。最近は猛もう獣じゆう使いの練習もしていてね。何でもすると決めた以上、それも使うさ」

「猛獣……ドーベルマン的な？」

「はは、そうそう、そんな感じ。毒入りの餌えさと解毒剤入りの餌をうまく使って躾しつけるんだ。死にたくなければ明日あしたもこの解毒剤入りの餌を食え、とね」

　理事長は肩を揺らしながら言った。餌云うん々ぬんのくだりはよくわからなかったので、なんのこっちゃい、と黒くろ絵えは首を傾かしげるだけにしておく。

「で……その最中で、見覚えのある後ろ姿を見かけたから拉ら致ちしてみたんだけど。狙ねらわれている君が一人ひとりでフラフラしているのは感心しないな」

「あー、まー、それはね。作戦というか」

　壇だんノの浦うらでタイマンして逃げてきたところです、とはさすがに言えなかった。春亮達を巻き込まないために単独行動していた、という噓うそではないところだけを告げておく。

「ふぅん……？」

　ガスマスクの奥の瞳ひとみはよく見えない。が、彼は何かを悟ったのかもしれなかった。それでもそれ以上は追及してこなかった。

　ふ、と黒絵は息を吐く。丁ちよう度どいい機き会かいと言えば丁度いい機会ではある。

「あの人は……あれじゃね、思い込みが強いね？」

「マックスのことかい。それは……そうだな」

「単純明快で猪ちよ突とつ猛もう進しんが信条のような人間だと思います」

「ダルいので以下同文～」

　前の座席からも、そんな声。

　そう言えば彼女達もペンドラゴンとは面めん識しきがあるのだった。今の声音から感じられたのは──たとえば、親しん戚せきの悪童の所業について呆あきれた顔で語っているような、そんな気配けはい。よく知っていて、気を遣つかわないことこそが自然である、というような距きよ離り感かんだ。興きよう味みが湧わいた。

「昔話が聞きたいねえ。狙ねらわれちょる身としては、あの人のことをちょっとでも知っちょきたい気分」

「それは構わないが、君ももうだいたいのところは知っているだろう？　彼は先代が拾ってきた、根っからの竜島／竜頭師団ドラコニアンズだ。僕と不ふ思し議ぎに気が合って、まあ、ライバルのように切せつ磋さ琢たく磨ました関係だったな」

「ぜのがのさんは？」

「……私達のことでしょうか」

「ふむ、二人ふたりを同時に呼ぶときの名称やな。文字数短くなってダルくない。採用」

「《竜階ブレイズ》が上がるにつれて、なんというかまあ、弟子を取る権利みたいなのも生まれるんだ。そこから僕と一いつ緒しよに行動するようになって──だから自然に、マックスとも知り合いになったのさ」

「じゃあ向こう側にも……いや、そっか、今いるあの二人はまだおらんかったって言っちょったか」

「グランオーリはいたよ。彼のもとに、ではないけれど」

　彼はゆっくりと座席の背もたれに体重を預けた。車の天てん井じようを見上げるようにしつつ、

「そう、彼女は昔からいた。僕のパートナーである《騎士トリ道へーズの大ン・ピ逆者アサー》──リズと、どうしてか仲が良くてね。《遠くから投げれば投げるほど威力を増す槍やり》と《近くに在れば在るほど威力を増す槍》……対照的なように見えて、同じような矛む盾じゆんに満ちた槍。だから気が合ったのかな。そのおかげで、僕もマックスも、彼女とはそれなりに面識があったよ」

「ほほー。私よりもあっちの槍がいいのね！　みたいな修しゆ羅ら場ばがあったと予想するね。いよっ、この女泣かせー」

「はっはっは、リズとグランオーリが先に友達になっていたんだよ。僕はオマケさ」

「……」「……」

　その理事長の言葉を聞いた漸音ぜのんと銃音がのんが、横目で視し線せんを合わせ、同時に何やら呆れたような溜ため息いきをつくのがわかった。自分も女だからして、そんな二人の態度から感じられたものに乙女おとめ心ごころセンサーがぴくりと反応するのを感じたが──まあ、あえてつつくようなことでもあるまい。聞きたいのは、どちらかと言えばグランオーリのことよりペンドラゴンについてなのだし。

「話は戻るけど。うちのストーカーについて質問。あの人はしつこいじゃろうか」

「どうだろうね。両極端、と言ってもいいかもしれない」

「はい。熱ねつ意いがあるうちは何がなんでもと追いかけ回しますが、一度興きよう味みを失えばあっさりとそれを放り出すこともあります」

「ふむぅん……今はどっちなのかねぇ。興味を失ってくれちょったら、ええんじゃけど……」

「興味を失うようなことを、何か、やったのかい？」

　少し考えて、首を横に振った。

「いやー。微妙なところじゃね。引ひっ搔かき回まわしただけじゃったような気もする。そもそも、うちの能力が目当てなんじゃったら、そうそう興味を失うことなんてないと思うし……でも何かが変えられたかも、という気は、ギリギリなきにしもあらず……」

「はぁ……やっぱり何かやっていたんだね。一人ひとりで。なんと無茶むちやな」

「あ」

　しまった。つい。

　呆あきれたような気配けはいで、理事長は続けた。

「いいかい。いくら人が良さそうに、話しやすそうに見えたとしても──今の彼はやはり、竜島／竜頭師団ドラコニアンズの主なんだ。もっとも強く、竜に近しい男なんだ。比ひ喩ゆでなく、指先一つでバラバラにされてもおかしくはない。油断なんて、とてもできる存在じゃない……もう二度と接触しないことを勧めるね」

「うちもそうしたいところじゃけどねえ。いかんせん向こうから追いかけてくるので」

「違いない」

「というか、このドライブも絶対安全とは言い切れんじゃろ。今まさに横のレーンをジョギングフォームで走ってたりするかもしれんよ……むう、考えると怖くなってきた。やはり頃ころ合あいを見てうちは離り脱だつしたほうがええのかもしれん。理事長達は巻き込めんよ」

「いやいや、むしろ巻き込まれるために僕達はいるのさ。気にしないでいい……たとえ見つかったとしても、うちの竜殺しの剣ドラゴンスレイヤーがなんとか時間を稼かせぐ」

「なんと、そんな伝説の武器が！　何ゴールドで買えたん？」

　きょろきょろと周囲を見回すが、見えたのは助手席のシート越しにひらひらと振られている銃音がのんの掌てのひらだけだった。やはり何かのギャグか。

（それはそうと……）

　黒くろ絵えはボタンを操そう作さし、スモークガラスの窓を数センチだけ開けた。気持ち良い夜風が、もう一つの自分の肉体とも言える髪を揺らす。その涼やかさに、はう、と一息ついて。

　これからの動きをそろそろ決めねばならなかった。

　この状況下で、はたして逃げ続けるだけでいいのか。その間に夜や知ち家けが失われてしまうのは黒絵にとっても看過できないことではある。リミットは明日あしたの昼過ぎまで。それまでに、はたしてどう動くのが最も正しいのか──

　目を閉じ、ぼんやりとそんなことを考えているうちに。

　涼やかな夜風と車の振動が、いつしか黒くろ絵えを眠りに誘っていった。




　目覚めの合図は──車内に鳴なり響ひびく、携帯電話の音。

　ぱちりと黒絵が目を開くと、理事長がポケットから携帯を取り出し、首を傾かしげてから通話を繫つなぐのが見える。

　そして、数分後。運転席と助手席の間のスペースに、一台のノートパソコンがセッティングされていた。その画面に映っているのはいつもの居間。聞こえるのも、いつもの一同の声。

　フィアも──そこにいた。銀髪を輝かがやかせて。友達の優やさしい言葉に、肩を震ふるわせて。

（ふふ。何にしても、迷っちょる場合じゃないね）

　これからは、学校を解放し、《騎き士し領りよう化か》を解除するために。

　夜や知ち家けを、守るために──全力を尽くそう、と決めた。

　ペンドラゴンのことは確たしかに気にかかる。だがそのために自分一人ひとりが避ひ難なんしていられる状況ではなくなったような気がするのだった。

　残り時間は少なく。フィアは──そして誰だれもが、前を向こうとしているのだ。ついていかないわけにはいかない。これから何が起こるにしても、人手は一人でも多いほうがいいだろう。

　そのときに──もし、またあの男が現れたら？

　まあそれはそれよ、と黒絵は自分の内側から浮かんできたその懸け念ねんを簡かん単たんに打ち捨てた。

　最悪の場合は、壇だんノの浦うらでやりかけたことを、もう一度行うしかないような気はしていたが。
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　そうして作戦会かい議ぎは終わる。

　結けつ論ろんから言うならば、メドは立った。アマンダが元・騎士領で、しかも戦せん闘とう員いんではなく情報収集と援えん護ごを主体とした後方支援員オーグジラリであったことが何よりの幸運だった。そのアマンダの知ち識しきと、ン・イゾイー達による学校内部の状況報告と、自分達があの校門で得た外部の情報──それら全すべてを組み合わせることで、とりあえずの道筋は立てることができたのだ。

（とりあえずの、だ……可能性に賭かけねばならない箇所がいくつもある。こんな大事を、こんな確かく証しようのない状態で進めるのは馬ば鹿かげているが──なんにしても、時間がない……）

　家の周りを適当に歩きながら、錐きり霞かは再度、これからのことに思考を巡らせていた。いくら考えても考えすぎることはない。一同の命と、この家の未来がかかっているのだ。

　時刻は朝の七時前後。今は作戦開始までの準備時間のようなものだった。具体的には、パソコンの向こうにいる理事長達が作戦に必要な最後の情報を集めるのを待つ時間だ。

　しかしその空き時間を利用して準備するようなことも──学校の中にいる千ち早はや達とは違って──自分達にはそう多くない。出発すれば事態が解決するまで帰ってこれないはずなので、順番にシャワーを浴びたり着替えたりしてリフレッシュしておくのが最大の準備と言えば準備だった。

　錐きり霞かもさっきシャワーを借りたばかりだ。庭に下りて家の周りの散歩を始めたのは、作戦の脳内確かく認にんと、火ほ照てった身体からだを冷ますのに丁ちよう度どいいと思ったからである。

　考え漏れはないか。本当にこの作戦でうまくいくのか。一番危ういのはどの部分か。仮に綻ほころびが出た場合はどう修正するか……

　そんなことを考えながら、ときにはぶつぶつと呟つぶやきながら、ただ家に沿って足を動かしていたので。

　家の裏手に続く角を曲がったとき──そこで自分を待ち受けていた人物の存在に、声をかけられるまで気付かなかった。不覚にも。

「やあ、錐霞」

「っ……！　闇やみ曲まがり、拍ぱく明あき……！」

　さっと身を退ひいて警けい戒かい態勢を取る。何もない右腕をちらりと見て舌打ちし、素早すばやく周囲に視し線せんを走らせた。

「そんなに警戒するなよ、傷つくなあ」

「馬ば鹿かげている。お前が持ちかけたあの出鱈目でたらめな《取引》の中身、私に想像がついていないとでも思っているのか？　何がこの服を死なずに脱ぐ方法だ……あのときのフィアくん達の状況を知れば答えは歴然としている。免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクの量で押し切るなど、理り論ろん上じようはともかく、現実にはけっして使えない手だ。信用しないと誓ったその底で、私はお前をさらに信用しないと誓った……！」

「やれやれ。何も噓うそはついてないじゃないか……まぁいい、今回のは全然そんな取引とは関係ないよ。ただプレゼントがあるだけだ」

　ひょい、とポケットから取り出した何かを投げ渡してくる。

　思わずそれを受け取ってしまって──彼の意図が理解できず、錐霞は困惑に眉まゆを寄せた。

　見覚えのある物品ではある。しかしなぜ。この自分に。

「あげるよ。好きに使うといい」

「……何を企たくらんでいる？」

「いや、何も。今回ばかりは本当に、お前達に協力しようと思っているんだよ。ン・イゾイーには無事に戻ってきてもらいたいし、《騎き士し領りよう化か》は止やめてほしいし──それに。箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブには、最後の免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクを手に入れてほしい」

「な……？」

　それこそ、信じられないような言葉だった。

「だから、手伝てつだえることならなんでもするし、作戦の成功確かく率りつを上げるためなら妹にプレゼントだって渡すさ」

　愕がく然ぜんとしている錐きり霞かの隙すきをつくように、拍ぱく明あきはあっさりと踵きびすを返す。しかし最後の一いつ瞬しゆん、肩越しにこちらに笑いかけてきて──

「勿もち論ろん……それは、大事な妹が無事に帰ってくるかどうかにも、関かかわってくるしね」

　それは、どうしてか。

　邪気も何もない。何かを企たくらんでいる気配けはいなど微み塵じんもない。

　本当に──兄が妹を案じて浮かべるような微笑に、見えてしまったのだった。

　そんなはずは──そんなはずは、絶対に、ないのに。

　あるはずが、ないのに。

「ま、待て！　しかし、だからと言って、これは……」

「お前ならなんとかできるさ。どうしても質問があるなら、僕よりもふさわしい相手がいるだろう？　それじゃ」

　拍明は立ち去っていく。

　錐霞は、その背中を無言で見送るしかなく──

　そして、受け取った、受け取ってしまったそれを。

「……」

　見たくないものに蓋ふたをするかのように、乱らん暴ぼうにポケットに捻ねじ込んでおくしかなかった。




　理事長達が出発に必要な情報を集めてくるまでの、僅わずかに与えられた準備時間。

　春はる亮あきを強引に風ふ呂ろ場ばに押し込んでから、このはは最後の準備をしておくことにした。

　しておかなければならないことを、しておくことにした。

「フィアさん。部へ屋やに案内しなさい」

「……わかった」

　存外に素直に、彼女はこちらの言葉に従う。既に覚悟していたのかもしれない。

　居間を出て廊下を歩く。その間は一言も口を利かなかった。

　襖ふすまを開けさせて、中に。相変わらず散らかった部屋だった。少しは片付ければいいものを。片付けたい欲求はあるが、この小娘のために片付けるのは御免だという矛む盾じゆんした心境。

「あれか」

「あれです」

「二個とも、だな」

「当然」

　必要最小限の言葉で通じた。畳の上に脱ぎ捨てられていた服の山のあたりを、フィアがごそごそとまさぐり──ルービックキューブを、取り出した。

　左右の手に、二個。

　このはは無言で手を伸ばし、彼女の手からそれを奪い取った。

「意味がないことは知っています。別にこれでなくとも、あなたには《立方体の形をした何か》があればいいんでしょう──けれど」

「咄とつ嗟さには、使えんだろう。それが一番、手に馴な染じんでおる」

　俯うつむいたまま、ぼそぼそとフィアは呟つぶやく。

　他ほかのもので代用できるにしろ、できないにしろ。この立方玩具こそが、フィアという暴ぼう虐ぎやくの象徴であるのは確たしかだった。

　だから、現実の抑止力的には無意味であろうとも。それを、明めい確かくなこちらの意志を見せたうえで奪っておくことは、無意味ではないように思えた。

　儀ぎ式しきのような、ものだ。

　心理的な枷かせを与えて。忘れてはならないことを、絶対に忘れさせないための。

「──預かっておきますよ。全すべてが終わるまで」

「ああ」

　首しゆ肯こうを待たずして、ポケットにその二つの玩具を押し込んだ。

　これで役目は済んだ。しかし──確認は、必要なのかもしれなかった。

　それはやはり、向こうもわかっていたのだろう。フィアのほうから、口を開く。

「おいウシチチ」

「なんです」

「ピーヴィーが来たときのことを覚えておるか。離はなれに隠れて作戦を練っておった」

　忘れるはずがない。自分も、たった今、そのときのことを思い起こしていたのだから。

「当たり前でしょう。覚えていますよ」

　フィアは真剣な目でこちらを見つめつつ、

「ならば、同じ言葉を繰り返す必要はないな」

「ええ」

　即答した。

　そうだ。忘れるはずがない。結局、あのときに戻ってしまった。

　いや、違うのか。理由があるぶん、さらに後退してしまったのかもしれない。

　今の自分の答えは、あのときとは違う。彼が本当に傷ついたという、次こそ生命の保証はないという、絶対に看過できない理由があるぶん──違う。

　もし、フィアがもう一度、暗黒に飲まれたなら。

　そのときは。そのときは──

「……」

　ここでの用は済んだ。踵きびすを返す……が、最後に一言。オプションのようなものの提案だ。首を捻ひねって、肩越しに、

「──虎こ徹てつにも言っておいたほうがいいんじゃないですかね」

「ふん。その必要はないな」

　腕組みをして、尊大に言う。

　このははすっと目を細めて聞いた。

「……なぜです？」

　その問いに──

　フィアはさっぱりとした笑えみを見せて、どこか清すが々すがしく答えた。

「もう言ってあるからだ。さっき目覚めて、窓の外を見ておったときな。たまたま目の前の塀の上をあいつが歩いておったから、ついでに頼んでおいた」

　つまるところ。

　そんな、遊ぶ約束をするかのような、ピザを注文するかのような軽さで──

　フィアも、だいぶ前から、準備をしていたのだった。




　いざというときに、速やかに自分自身を終わらせるための。

　春はる亮あきには知られたくない、秘密の準備を。
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　早朝──春はる亮あき達が夜や知ち家けで最後の準備時間を過ごしていたころ。

　学校内部の彼女達にも、勿もち論ろん準備は必要だった。多少の危険を冒おかすことになるにしても。

「あのさ。先に更衣室に寄りたいんだけど。いい加減、体たい操そう服ふくから着替えたいわ」

「恐かしこみ恐かしこみも白まをしますが、そんな時間はないのでは～？　休み時間が終わってしまえば動きにくくなってしまいますよ～？」

「くっ……伍い鈴すずのくせに正せい論ろんを……」

「それに、これからのこともありますよー。体操服だからこそ自然に動けるということもあるかもしれません。場所によっては、ですけども～」

　さらに正論。千ち早はやは肩を落として嘆息するしかなかった。

「……わかったわよ」

　生徒達が校舎内を歩き始める休み時間──無論、暗示のサイクルにおける、だが──に合わせて隠し部べ屋やを出て、千早は目的地に向かって移動を始めていた。もしものときの護ご衛えい役やくは必要だが、ン・イゾイーは目立ちすぎるということで、彼女に次ぐ戦力である伍鈴も同行している。しかし巫み女こ服ふくのままではこれも人目を惹ひきすぎるため、ン・イゾイーから制服を借りて交換していた。代わりに褐かつ色しよく巫女というよくわからない属性の存在が誕たん生じようすることになったが。

　体操服姿の人間も校舎内にいないわけではない。下へ手たな動きをしなければ騎き士し達の注意は惹かないはずだった。見回りの騎士達を遠目に見ることもあったが、暗示にかかった他ほかの生徒達と同じように、そこにいないものとして扱えば問題はなかった。視し線せんを向けず、ただ無視する。

　そうして歩を進めることしばらく、千早達は無事に目的地に辿たどり着いた。

　特別教室棟の一角。化学実じつ験けん室しつの隣となり、《化学準備室》というプレートのかかった部屋だ。

　千早はさりげなく周囲を見回して、騎士達の姿がないのを確かく認にん。それからポケットの財布を取り出し、さらにその中のキーホルダーを使ってドアの鍵かぎを開けた。最初に理事長室に避ひ難なんする前に、せめて携帯と財布くらいはと更衣室に寄って手早く取ってきていたのだ──今にして思えばついでに着替えておけばよかった。

「あの～。恐こみ恐こみも白しますが、どうしてこのような場所の鍵を～？」

「ここは化学部の部室でもあるからよ」

　するりと中に侵入し、ドアを閉める。独特の臭においが漂う、普通の教室の半分くらいの広さの部屋だ。実験用の大机、鍵つきの薬品棚、分子モデルの模型や専門的な本などが突っ込まれた別の大きな棚。部屋の側面、一方の壁かべがまるごとその棚に置き換えられている感じだ。

　伍鈴が小首を傾かしげながら、

「でも千早様は、化学部ではございませんよね？」

「どんな部活にも入った覚えはないわね」

　キーホルダーを弄もてあそびつつ、千ち早はやはその大きな棚に歩み寄った。鍵かぎつきの薬品棚も、実を言えば開けようと思えば開けられる。キーホルダーにはそこの合鍵もついている──薬品棚の管理人である化学教師は勿もち論ろん知らないことだろうが。しかし今は必要なかった。

　薬品棚の中身を使うのは、この準備の準備とでも言うべき段階だからだ。それは既に済ませてある。

「化学部は気の弱い男子二人ふたりしかいないのよ」

「はあ」

「全力で脅したら言うことを聞いてくれたわ」

「……」

　伍い鈴すずがいつものほえほえ顔の微笑で表情を固めた。たらりと冷や汗を流しているような気がする。

「言いたいことがあるなら言いなさい。痛くするわよ」

「あひゃ。既に痛いれすと言いますか、えーと、なんかいろいろ納得してしまったので、ありません～」

　捻ねじ切るようにして、伍鈴のほっぺたを引っ張っていた指を離はなす。そして千早はこの部へ屋やの存在感のほとんどを占めている、大きな鉄製の棚の前にしゃがみ込んだ。最下段は戸棚になっており、ここにも鍵がかけられている。というか、かけている。

　もともと、たいしたものが入っていなかったこの場所──つまりは教師も使っていなかった空きスペースを、やはり合鍵で有効活用させてもらっているというだけだ。さりげなく新しい二個目の鍵も追加しているので、仮に教師が何かの気まぐれでここを開けようとしても問題はない。手下のようにしている化学部員にも「二個目の鍵なんて知りません前からついてました鍵なんて勿論持ってないです」と言うように命令……脅迫……調ちよう教きよう？　している。何にしても、破は壊かいしてまで教師がここを開けようとすることはないはずだった。

　二つの鍵のロックを順番に解除して、その戸棚に手をかけて。

　千早はふと伍鈴を振り返り、

「ていうか……本当に納得したの？　あれだけで？」

　はい、といつものほえほえ顔で伍鈴は頷うなずいた。

「伝説の、こんなこともあろうかと、というやつですよね～？」

　千早は顔を顰しかめた。答えが間抜けすぎたからではない──彼女の言う通りだったからだ。相変わらず、変なところで鋭するどい奴ど隷れいだと思う。見透かしたようなことを言われてむかついたので後で忘れずに痛くしてやらねばなるまい。

「……そうよ。こんなこともあろうかと、ね」

　嘆息しつつ、千早は戸棚を滑らせた。

　その中の光景は、伍い鈴すずには見み慣なれたものだったと思う。

　それはほとんど、少なくとも雰囲気的には、自分の部へ屋やと同じなのだから。

　手製の金属缶。束ねられた導どう線せん。プラスチックの塊。その他もろもろ。そして──

　こんなこともあろうかと準備しておいた、多量の作品の数々。

　かつて《呪のろい屋や》のバイトをしていたとき、千ち早はやは護ご身しんのためにアンダーグラウンドな知ち識しきを仕入れて色々な道具を作っていた。そのときの知識を再び動員し、化学部の薬品や物資を少しずつちょろまかしてここで作業を行っていたのだ。

「なるほど……そう言えば、千早様がこの部屋のあたりでサボったり放ほう課か後ごを過ごしたりしているのをよく位置的に感じておりました。納得です～」

「まあね。暇ひま潰つぶしにも丁ちよう度どよかったのよ」

　千早は目を細めて、自分が作ったそれらを見やる。

　こんなこともあろうかと。

　想定していたそれが、一体《どんなこと》なのか、ともし問われたなら。

　答えは決まっていた。

　あのときと同じようなことだ。

　脳裏には、この学校に来て初めてできた友達の顔が浮かんでいる。もういない友達の顔が浮かんでいる。背が高く。声が大きく。うるさく。目障りで。それでも。印象的な。

　突然訪れた、非日常。この学校を襲おそっていた理不尽。千早は置き去りにされていた。わけもわからないまま、気付けば全すべてが終わっていた。

　もう──あのときのような無力感を味わうのは、ごめんだ。

　千早は軽く唇を嚙かんでその思いを振り払い、

「伍鈴。そこらに鞄かばんがあるでしょう。持ってきなさい」

「はい～」

　持ってこさせた鞄に、保管していたアイテムを伍鈴と共にどんどん詰め込んでいく。何が起こってもいいように、数だけは多めに作っておいた……ぱんぱんになったので、二個目の鞄も用意する。これだけあれば足りると思いたい。

　作業を続けていたとき、伍鈴が思い出したようにくすりと喉のどを鳴らした。

「何よ」

「いえ……千早様の隠れた努力がついに実を結んだのだと思うと、こんな状況ですが、なんだか嬉うれしくなってしまいまして～。恐かしこみ恐かしこみも白まをしますが、千早様の根気と執念は、もっと褒ほめられてもよいことだと──あひゃう」

　ちょうどいい機き会かいだったので、さっきのぶんと合わせて思いきり痛くしてやった。




　　　　[image: くぎりもじ]




　そして、ついに。

　作戦決行の時間が訪れる。

　目的地に向かって移動しながら、春はる亮あきは今までの会かい議ぎで得られた情報を思い出していた。




　主リー幹後ド・方支オーグ援員ジラリ。タシターン・チャッターボックス──その人物が持つ呪のろわれた拡声器《悪魔の大口デモンスムンド》が、生徒達の暗示に使われているものだという。単純に、それを通して発された言葉を聞いたものに洗脳と暗示の効果を与える。ただし精神力によっては抵抗できる。

　その暗示の効果は徐々に薄うすれていくらしかったが、少なくとも《騎き士し領りよう化か》が完成するまでに自然に解とけるということはないはずだ。時間切れを待つなどとてもできない。学校の外にいるタシターンを見つけて《悪魔の大口デモンスムンド》を確かく保ほ、そして破は壊かいすることが、やはり生徒達を解放するもっとも確実な解決策だとアマンダは言った。破壊した瞬しゆん間かんに全すべての暗示が解ける可能性が高いため、実際にそうするタイミングは少し考えなければならないだろうが。生徒達を制御不能なパニック状態に陥おちいらせるのは避けたい。

「ていうか、何で本体は学校の外にいるんだ？」

　率直な疑問を春亮が聞いてみると、

「《悪魔の大口デモンスムンド》の呪いは。発した暗示の言葉を聞いてしまうと自分にも効果が出る。ということ。だからあの人は。拡声器の口を防音素材で塞ふさいでいる」

「へ？　それだと声が外に聞こえないんじゃ？」

「その内部にマイクのようなものが仕込んである。そこで拾った音は。彼女が別に持つ小型スピーカーから。出るようになっている。そのスピーカーを、聞かせたい人間がいる場所に置いて。本人はそれが聞こえない遠い位置から暗示の声をかけるのが。基本のやり方。だったと思う」

「呪いを回かい避ひするために、可能な限り自分の声を聞かないようにしてるってことだねぇ。そのスピーカーを放送室に置いて──まあ誰だれか部下とかに持たせていたのかもしれないけれど──本人は学校の外から、そうやって間接的に校内放送に声を乗せて命令を出した、と。ふうむ、既知が増えた」

　そんな拍ぱく明あきをちらりと見て、このは。

「……で、問題はその本人がどこにいるかということでしょう。アマンダさん、何か心当たりはあるんですか？」

「確証は。ない。でも。ヒントは。ある」

　そうしてアマンダが続けたのは、三つの重要な情報だった。

「一つは、距きよ離り的てきな問題。《悪魔の大口デモンスムンド》の遠隔スピーカーシステムも、あまりに離はなれすぎると呪のろいの効果が出ない。確たしか、五百メートルくらいが限度。だから。学校の近くには。いるはず」

「ふむ。確かに……そうでないと、仮に電話のような距離に関係ないシステムでスピーカーに声を飛ばしていた場合、たとえば地ち球きゆうの裏側からでも好きな相手を操あやつれるという馬ば鹿かげたことになってしまうからな。それぐらいの制約はあってしかるべきだろう」

　錐きり霞かの言葉に頷うなずいて、アマンダは続ける。

「そして。これは性格的なこと。タシターン・チャッターボックスは──領主の使命を果たすことにおいては。完かん璧ぺき主義者。最高の準備を行い、最高の環かん境きようを用意し、最高の結果を出して領主に応こたえようとする。合わせて、《悪魔の大口デモンスムンド》の特徴をもう一つ。あれは……持ち主が暗示の言葉を喋しやべる際、周囲に雑音が入れば入るほど効果が落ちる。抵抗されやすくなる。だから」

　春はる亮あきははっと息を吞のんだ。

「雑音が入らないような、静かな場所にいるってことか……？」

　拍ぱく明あきもにやにやと笑いながら言った。

「はは、なるほど。完璧主義者だから、失敗の可能性はできる限り下げようとするに決まっている。この騒さわがしい日に本ほんっていう国にある静かな場所は限られている。しかもそれは学校の近くに限定される──と」

「見えてきた気がするわねえ。地下室、ビルの上の階、それと──防音設備があるところ、かしら。街のことと言えばガブちゃんに聞くべきよね」

『すぐに調しらべさせましょう。漸音ぜのんくん』

『はい。しばらく時間をいただきます』

　パソコンの向こうからの声。

　アマンダのおかげで、道筋が見えてきた。

　春亮はほっと安あん堵どの息を吐いてから、アマンダに笑顔えがおを向け、

「ありがとな。お前のおかげで助かったよ……なんとかなりそうだ」

　笑顔だけでは足りなかった。ぽんぽんと頭を叩たたいてやる。

　彼女は少しばかり顔を赤らめて、

「偶然」

「……何が？」

「私が。騎き士し領りように保ほ護ごされて。後方支援員オーグジラリをやることになったとき。たまたま暇だったタシターンが。指し導どう役やくになった」

「ああ……だからいろいろ知ってたってわけか。その偶然のおかげで助かった。あ、でも──えっと。仲が良かったりした、とか……？」

　アマンダにとっては、タシターンは同僚、上司みたいなものだったのかもしれない。これからのことに心を痛めていなければいいが──と思いきや。

　アマンダは目を細め、

「逆」

「逆？」

「タシターンは。領主に関かかわること以外は。快楽主義者。だから。私は。玩具おもちやに──」

　その寂しそうな表情が見えた瞬しゆん間かん、春はる亮あきはさらに手を動かしてアマンダの白髪をぐしゃぐしゃに搔かき回した。

　ぼさぼさ頭になったアマンダが、ぽかんとした顔でこちらを見上げてくる。

　春亮は唇を曲げて、彼女に言ってやった。

「そいつをぶっ倒さなくちゃいけない理由が、一つ増えたよ」




　そんな会話があってから、およそ二時間後。

　漸音ぜのんが調しらべ上げてくれた、タシターンの居場所として最も確かく率りつが高い場所──学校近くにある一つの雑居ビルの前に、春亮達の姿はあった。

　目的の階の窓を見上げて、春亮は呟つぶやく。

「……いるかな」

「いなくては困ります」

　そうだな、と春亮はこのはに頷うなずく。何にしても、ここで立ち止まっているわけにはいかなかった。既に、すべきことはある程度明確化されている。

　最終目標は、学校の中にある《十字軍のデイユ・建国旗槍ル・ヴ》の排除。そのためには《人ひと質じちである生徒達の暗示からの解放》と《学校への侵入を防いでいる鉄てつ条じよう網もうの突破》という二点が絶対に必要だ。前者は、《悪魔の大口デモンスムンド》を持つタシターンが外にいることから春亮達がやらざるを得ない。一方、後者は呪のろわれた鉄条網である《アウシュビッツ＝ビルケナウ》の排除が内側からしか行えないことから、中に閉じ込められているン・イゾイー達に任せるしかない。そういう役割分担が自然と決まっていた。

　先に学校内に突入しても奴やつらに人質を使う理由を与えるだけなので、順番的には人質解放を先にせざるをえないが、外部との行き来が遮しや断だんされている状態で生徒達の暗示を解とくのは色々な問題がある。急に現実に戻され、さらに外に出られないと知った彼らがパニック状態になる可能性もゼロではないのだ。つまり──《悪魔の大口デモンスムンド》を破は壊かいすれば暗示は解けるにしても、現時点で春亮達が求める最高の結果は『タシターンから《悪魔の大口デモンスムンド》を奪い取って、いつでも洗脳を解ける状態にする』ということなのである。それが無理なようであれば破壊もやむなしだろうが。

　結局のところ、生徒達の安全を最さい優ゆう先せんに考えるならば。

　学校の内と外という二つの問題の決定的な解消は、できるだけタイミングを合わせて行わねばならない、という話なのだった。

　あらかじめ時刻を決めておき、自分達はその時刻までに《悪魔の大口デモンスムンド》を確かく保ほしておく。学校内部班はその決行時刻に合わせて行動を起こし、《アウシュビッツ＝ビルケナウ》を解除する。そこで自分達は即座に学校に侵入し、同時に《悪魔の大口デモンスムンド》を破は壊かいするなりなんなりして生徒達の暗示を解といて脱出させる──具体的にはそういう流れだ。

　その決行時刻は、既に学校内部班と話し合って決められている。

　内部班が《アウシュビッツ＝ビルケナウ》を無効化するための準備にかかる時間、自分達がタシターンの居場所を突き止め、そして実際に突入する時間。作戦が上う手まくいった後ですべきことも考こう慮りよに入れなければならない。学校の中に入ってから校庭にある槍やりを破壊するのに必要な時間に、タイムリミットが午後二時前後であること。それらを全すべて加味し、不測の事態にも対処できるような猶ゆう予よも考えて計画を組んだ結果──

　その決行時刻は、今日きようの正午に設定された。

　今は午前十時くらいだ。いくらこの街の内情に詳しい理事長、情報処理能力に長たけた漸音ぜのんといえども、街の全てを端から端まで知り尽くしているわけではない。タシターンが潜ひそんでいる場所の候補を絞り込むのにはそれなりに時間がかかってしまったのだ──だが、むしろ彼らだからこそ、この程度の時間で済んだとも言える。他ほかの誰だれにもこんな時間で洗い出しができたとは思えない。理事長達には文句どころか感かん謝しやしかなかった。

　彼らは今、それぞれがそれぞれにできることを行っている。ここにいるのはいつものメンバーだ。春はる亮あきに、このは、錐きり霞か、虎こ徹てつ、合流した黒くろ絵え──そしてフィア。

　ちなみに虎徹と黒絵以外は制服姿だった。のちのち決行時刻になれば学校に行かなくてはならないのだから、最初から制服を着ていたほうが時間も手間も無む駄だにしないで済む。服装を気にしている場合ではないのかもしれなかったが、学校には制服で行くものだ。それが当然だ。そのルールを守ることが、あそこがまだ自分達の場所である証明になるような気がした。

「行こう」

　フィアが前を見据えてそう言った。その手にはいつものルービックキューブはない。どうやらこのはに預かってもらっているようだ。

　代わりに、唯一の武器である拳こぶしが握にぎり締しめられていた。背筋は真まっ直すぐに伸び、瞳ひとみに揺らぎはない。安定している──そう思えた。

「私は防御に専念する。攻めはウシチチ達に任せるぞ」

「言われなくても」

　このはを先頭に、足音を殺して、階段を上っていく。目的地は、一フロアが丸ごと社交ダンス教室として使われている四階だ。防音性が高く、学校に近いという条件をもっとも満たしていると思われる場所。

　躊ちゆう躇ちよしてはいられない。学校内部班との兼ね合いがある──少なくとも、彼らが予定通りに行動を起こすであろう正午までには、自分達がタシターンを無力化しておかねばならないのだ。ここが外れならば外れで仕方がないが、すぐに第二、第三候補の場所に向かう必要があった。

　一同はそっと顔を見合わせ、頷うなずき合う。それからこのはが入り口の鍵かぎを壊こわし、静かに中に侵入。こぢんまりとしたロビーのような場所に人ひと気けはない。ひっそりとしている──そこで、大きな取っ手のついた分厚い扉を発見した。

　さらにお互いの意思を視し線せんで確かく認にんしてから、その扉を開いて中に入る。そこは皆で集まってダンスの練習をする場所なのだろう、教室ほどの広さがある開放的な空間だった。動きを確認するためか、壁かべの一面は鏡かがみ張ばりになっている。

　そして──ある意味、予想通りなことが、二つ。

「ひひひ、いらっしゃい。何もないけど、まあゆっくりしていきなヨ」

　好ましい予想通りは、そこにアマンダから聞いた通りの女がいたこと。

　好ましくない予想通りは──その女の周囲に、五、六人の騎き士し達がいたこと。

「一人ひとりでいてくれたらよかったんですけどね……さすがに、そううまくはいきませんか」

　このはが眉まゆを寄せながらそう呟つぶやき、腰を落として警けい戒かい態勢に入る。

　一方、眼がん前ぜんの派は手でな女、タシターン・チャッターボックスはにやりと唇を曲げて笑うだけ。壁に据えつけられている手すり状のポールに尻しりを乗せたまま、動こうともしていなかった。

「ダインスレイブからアホ報告があったからねぇ。クーンラートの間抜けが通信装置を奪われたって。それで連絡を取ったんなら、あたしを狙ねらうような外の動きがあると考えるのは当然よネ……だから護ご衛えいを呼び寄せといたってわけ」

「ふん……逃げてないとは吞気のんきなことです。時間が無む駄だにならなくてよかったですけどね」

「ま、ここが見つかる確証はなかったから。ここで見つかるも、別の雑音のないポイントに逃げて見つかるも可能性は同じ。あたしの役目はいつでも領主様の命令に応こたえて追加暗示をかけられるようにしておくことだし、どこでも好きに逃げられるってわけでもないのサ」

　左右で違う色のストッキング。装飾過多なジャケット。原色系の派手な服装の女だ。それが魔ま女じよのようなとんがり帽子と合わさり、どこか道化師じみた印象を与えている。

　彼女はその右手に円えん錐すい形けいの何かを握り、ぶらぶらと下向きに揺らしていた。

（あれが……！）

　呪のろわれた拡声器、《悪魔の大口デモンスムンド》なのだろう。自分達がよく見る拡声器よりも一回り二回り大きく、時代を感じさせる色で黄き色いろく古びている。もっとも特徴的なのは、円錐の底にあたる部分が蓋ふたのようなもので覆おおわれていることだった。そこから出る声を直接聞いてしまえば、本人すらその効力から逃れられない──それを防ぐための構造。あの蓋の中にある集音器の拾った言葉が、学校の放送室に置かれているであろう出力用の小型のスピーカーに飛ぶ。それが放送室の全校放送用マイクを通じて、生徒達に呪わしい暗示をかける──

　止めなくてはならない。相手の目の前に出てしまった以上、もう絶対に退ひくわけにはいかない。ここで隙すきを作れば、その間に彼女が全校生徒に向けて何かの致命的な命令を発するかもしれないのだ。

　だからこのはは迷わなかった。

　それ以上無む駄だな会話をすることなく、ただ、肉体を持つ刃やいばと化して踏み込む。虎こ徹てつも同じタイミングで飛び込んでいた。黒くろ絵えも、

「モード《キリングマシン将まさ門かど》！」

　硬化させた黒髪をタシターンの《悪魔の大口デモンスムンド》に向けて伸ばした。

「おっとっと。ちゃんと守ってよ、あんた達」

　ポールの手すりからひょいと飛び下り、タシターン。黒絵の髪はその前に進み出た騎き士しの剣で防がれていた。

「さあギシギシ頑張って！　騎士達よ、あたし達の勝利条件は単純、《悪魔の大口デモンスムンド》を守りきること──だけどピンチはチャンス、こいつらをここで《殺壊》せたら、この国での作戦はもーほとんど終わったようなもの。あたしからは満点の《優Ａ》評価をプレゼント、もちろん領主様もお喜びになるはずサ！」

　その言葉に、残りの騎士達も気合いの声と共に剣を引き抜いた。このは達を迎げい撃げきすべく足を踏み出す。

「春はる亮あき。キリカ。お前達は下がっていろ」

「あ、ああ」

「……わかった」

　春亮達を守るように、フィアは一歩進み出た。それだけだった。拳こぶしを握り、じっとこのは達の戦いを見つめる。もしそこから騎士達が飛び出してくれば、その拳で戦うつもりなのだろう。

　小さな手に螺ら旋せん槍そうを持って、騎士達に積せつ極きよく的てきに襲おそいかかることと、どちらがいいのか。正直、それは春亮にはよくわからない。けれど少なくとも、立方体の姿で、彼女らしからぬ弱々しさと不安さだけを身に纏まとって震ふるえているよりはいいはずだった。

「ていうか……うーわー、また一人ひとりやられちゃった。マジで、さっきあたしがかけた発破は何だったんだってレベル。おっかしーなー、もう《騎士領化》が完成するまで残り少しでしょ。普段ふだんより硬く強くギンギンになってるはずなんだけどなア。情けない、もっと気合い入れなヨ」

「気合いというなら──わたし達のほうも負けてはいませんので！」

「いくら力を得ようが、雑ざ魚こは雑魚よ！」

　このはと虎徹がそれぞれ、大きく敵を吹き飛ばす。気付けばタシターンの護ご衛えいとしてここにいた騎士達の数は既に激げき減げんしていた。まともに立っているのは一人だけ──残りは床に倒れて昏こん倒とうしていたり、四よつん這ばいになって呻うめいたりしている。

　黒絵はタシターンに向けて髪を伸ばし続けていた。さすがに《悪魔の大口デモンスムンド》を簡かん単たんに搦からめ捕るようなことはなかったが、牽けん制せいと足止めにはなっている。

　タシターンは《悪魔の大口デモンスムンド》を肩に乗せるようにすると、やれやれ、といった様よう子すで首を回した。

「あー。こいつはいかん。さすがは呪のろわしくて汚くてゲロゲロな禍具ワースさん達だ、強い強い。コソコソするしか取り柄のない後方支援員オーグジラリと、いくら強化されてもたった六人ばかしの騎き士しじゃ勝ち目はなさそうだー」

　このはがきゅっと眉まゆ根ねを寄せ、

「……何を企たくらんでいるんです？」

「いやいや。事実を言ってるだけですとも。あたし達では勝てない。なあ、お前達──こんなとき、どうすればいいと思う？」

　彼女のすぐ前で黒くろ絵えの髪を打ち払っていた騎士が、振り向くことなく答えた。

「騎士は騎士らしく、使命に殉じゆんずるのみ！」

　それにタシターンはにやりと笑って。

「その通り。我らは蒐しゆう集しゆう戦せん線せん騎き士し領りよう。禍具ワースを蒐集し破は壊かいするという使命のために、領主のために、我々の全すべてはある──！」

　右手の拡声器を、背後の壁に叩きつけた。

「なっ……！」

　春はる亮あきは絶句する。何をしているのか。何のためにあんなことを。降伏？　負けを悟って、自分からそれを壊こわして生徒達を解放しようというのか？

　──そんな、わけが、なかった。

　壁に叩きつけられた衝撃で、その拡声器の先端を覆っていた蓋が割れて外れ、床に転がる。

　それを見た瞬しゆん間かん、ぞっと背筋に冷たいものが走った。まさか──

「使う気ですか!?　あなただって影えい響きようを受けるんでしょう！」

「よく知ってるネー。しかも遠隔スピーカーを通さず直じかに命令すると、それはやっぱりパワーも比べ物にならないくらい強力になンのよ。気合いで抵抗できるってレベルじゃなくなるぜ？」

　壊れて転がっている蓋ふた。そこには集音器らしき小さな装置も見える。ソケットでも外れたのか、配はい線せんが飛び出ていて、おそらく集音器としての機き能のうはもう果たしていないだろう。それを通じて学校にまで声が届くことはないはずだ。

　けれど、この場における危険度はむしろ上がってしまっている。黒絵が即座に動いた。

「……《ペネトレイター良よし将まさ》！」

「させぬ！」

　騎士の最後の一人ひとりが黒絵の髪に対する盾となった。剣で弾はじくだけでは足らず、槍やりと化して伸びてきた髪を掌てのひらで受け止める。わざと貫かせて、握り込んだ。その赤あか色いろにこのはが眉を寄せる。

「ふふ……この直接命令なら、普段ふだんは難むずかしい、生命の危機に直結するような暗示だってできる。どうする？　あたし達と心中してみるかい？　ちなみにこの密閉空間だ。耳を塞ふさいだ程度で回かい避ひできるかどうかは、試してみないとわからないと思うゼ」

「くっ……」

「ついでに言えば、禍具ワースだろうが人間だろうが、意志があれば関係なく効く。『死ね』って命令すれば、たとえモノの姿に戻っててもその意い識しきが死ぬサ」

　タシターンは愉快そうに肩を震ふるわせた。

「ひひひ。気付いてなかったみたいだが……これは、自分の命さえ気にしなけりゃ、かなり高い確かく率りつでどんな相手も殺せる。つまり、ほとんど確実に心中ができる禍具なんだぜ？　残念でしたー。さあどうする？　あたしと一いつ緒しよに死ぬか？　それとも別の道を選ぶか？」

　全すべての動きが止まる。睨にらみ合う。タシターンは本気だ。騎き士し領りようの使命に殉じゆんずる覚悟がある。自分達を巻き添えにして死んでもいいと思っている。どうすれば。ここで彼女を逃がすわけにはいかない。しかし一緒に死んでやるわけにもいかない。どうすれば──

　まず動いたのはこのはだった。ばっとこちらを振り返り、

「春はる亮あきくん！　耳を塞ふさい──」


「──傾聴せよhört!!」



　それに反応したタシターンが、刹せつ那なに拡声器を口に当てて叫ぶ。

　ビリビリと罅ひび割われた、拡声器越しの声。呪のろいの気配けはいが周囲に満ちたのがわかる。

　ン・イゾイーから聞いた、暗示命令の準備の声だ。ここからの声を聞いてしまえば。

　彼女が「死ね」と一言でも口にしてしまえば──自分達は、彼女もろとも──

　そんな思考を頭に浮かべていられたのは一いつ瞬しゆんだけだった。

「春亮っ！」

　フィアとこのはの体当たりを受けて押し倒され、さらに二人ふたりの手がこちらの耳を乱らん暴ぼうに覆おおった。馬ば鹿かそれだとお前達が、と顔を上げると、黒くろ絵えの髪がフィアとこのは、そして虎こ徹てつの耳をイヤーカップのように包むのが見える。

　だが、それを為なした黒絵ははっとした表情で何かを見ていた。

　春亮もその視し線せんの先を追い──黒絵の表情の理由を知る。

　二つあった。

　一つは、タシターンが出口に向けて逃亡を始めたこと。

　そして、もう一つは──手で耳を塞ぐこともなく、フィア達と同様に耳をガードしようとする黒絵の髪すらも搔い潜り、錐霞がタシターンを追って走り始めたことだ。

　春亮は全身を引ひき攣つらせて叫ぶ。

「駄だ目めだ、いんちょーさんっ！」

　その声が本当に出たのかどうかは、彼女に届いたのかどうかは、わからなかった。




（ち……馬鹿が。見逃してやるところだったのにサ）

　タシターンは胸中で舌打ちする。

　先刻口にした通り、こちらの勝利条件は《悪魔の大口デモンスムンド》を守りきること、だ。夜や知ち春はる亮あき達を普通にここで皆殺しにすることは確たしかに《優Ａ》評価の素す晴ばらしい結末ではあるが、それにこだわる必要はない。様々な損失が発生してしまうにしても、逃げるということにも《良Ｂ》程度の価値はあった。

　だから──逃げるチャンスがもしあれば、奴やつらをどうにかすることよりも逃亡のほうを優ゆう先せんさせるべきだろう、と思っていたのだが。

　向こうがそれを邪じや魔まするというのなら、暗示を使わないわけにはいかない。こちらの前に立たち塞ふさがろうとしている無む謀ぼうな少女には確かく実じつに効くとしても、耳を塞いでいる夜知春亮達にも七割ほどの成功率はあるはずだ。

　この状況下では長い文もん言ごんは使えない。曖あい昧まいで複雑な暗示も適さない。単純なものを放つしかなかった。やはり──これしか、ない。

　そう、こちらの勝利条件は《悪魔の大口デモンスムンド》を守りきること、であって──

　タシターン・チャッターボックスを守りきること、ではないのだ。

（ふむ。ま、ただ捕まってこれを壊こわされても何にもならないしネー。その《不可Ｄ》な結末だけは絶対に避けないと。それよりは遥はるかに領主様のためになるか、こっちのほうが）

　だから結局、最低限の《可Ｃ》評価を得られる結末として。

　予告通り、奴らを道連れにして死んでみることにした。無防備な眼がん前ぜんの少女はほぼ確実。さらには高い確率で厄やつ介かいなこの一団の頭数を減らすことができるのだ。無意味ではあるまい。

　タシターンは気負いも何もなく、《悪魔の大口デモンスムンド》を口に当てて。

「これを聞いたものは、速やかに自殺しろ」

　命じた。

　後方支援員オーグジラリの仕事の一つは情報収集だ。だから眼前の少女のことも知っている。上うえ野の錐きり霞か。闇やみ曲まがり拍ぱく明あきの妹。不死性を発揮する呪のろわれたボンデージ服《ギメストランテの愛あい》を着ている。

　その不死性も、こうして放たれた呪いの言葉の前では無意味だ。

　彼女が自らの意志で死ぬことを強しいるという暗示なのだから──彼女はその不死性から逃れる唯一の方法、《ギメストランテの愛》を脱ぐことで死ぬだろう。

　事実、自分の前に立ち塞がる彼女が、自分の服の袖そでに手をかけるのが見えた。

　同時、タシターンは自らの舌がぴくぴくと震ふるえ始めたのを感じる。堪こらえきれない衝しよう動どう──おぞましく汚らわしい、呪いという名の。さらに、勝手に動いた前歯が自分の舌を挟み込んだ。激げき痛つう。口中に広がる血の味。舌を嚙かむというのは自殺方法としては意外に迂う遠えんである。それでも適切な処置をするものがいなければやはり死ぬだろう。領主のための死はむしろ誇らしいが、その過程に忌いまわしい呪いというものが含まれていることには若干の不満を覚える。

　激痛で五感が鋭えい敏びんになっている。時間がゆっくりと流れているような感覚。視界の端、虎こ徹てつに両脚を折られて悶もん絶ぜつしていた騎き士しの一人ひとりが、手中の剣を自らの胸に突き刺すのが見えた。聞いてしまった以上、彼らとてこの暗示からは逃れられない。

　そして──眼がん前ぜんの少女は。

　服の袖そでを肘ひじまでめくりあげて。

　そこで、止まった。

　それ以上、服を脱ぐこともなく。ただ、袖をめくっただけで、止まった。

（な……!?）

　こちらを見据えている、彼女の意志ある瞳ひとみ。

　暗示にかかっていない。

　タシターンは愕がく然ぜんとする。

　なぜだ？　抵抗できるわけがない。防ぼう音おん壁へきに囲まれた閉へい鎖さ空間。至近距きよ離り。スピーカーを介さない、最高強度で放たれた暗示の台詞せりふ。自殺しろというあの命令に、逆らえる、はずが──

「悪いが、貴様の言葉は聞こえない」

　彼女は続けた。真顔で。

　自分の耳を、軽く指し示しながら。

「そういう手を取ることもあるだろうと思ってな。さっき──お前が蓋ふたを壊こわしたとき。鼓膜を潰しておいた」

　馬ば鹿かな、とタシターンが動きを止めた次の瞬しゆん間かん──

　何かが口をこじ開けて中に入ってきた。舌に巻きついてくる。

「で……こうするんだったか」

　少女の小さな声が聞こえたかと思えば、その舌から、激げき痛つう。激痛。激激激痛。舌に巻きついている布のような何かに──血が吸い取られる。激痛。

「が、あああああああ！」

　気が狂うほどの、痛覚の凌りよう辱じよくに。

　耐え切れず、タシターンの意い識しきはそこで途と絶だえた。




　呆ぼう然ぜんとする春はる亮あきの前、倒れたタシターンの手から錐きり霞かが《悪魔の大口デモンスムンド》を拾い上げる。

　彼女は自らの武器を自分の身体からだに突き込んだり、タシターンと同じように舌を嚙かんだりしている騎き士し達にちらりと目を向け、

「──傾聴せよhört。自殺を止やめろ」

《悪魔の大口デモンスムンド》を口に当て、そんな一言。塞がれた耳のすぐ外、タシターンの声に乗って忍び寄り、こちらの体内に入ろうか入るまいかと不吉に彷徨さまよっていた死神の気配けはいが──その言葉で、ふわりとどこかに飛び去ったのを春亮は感じる。

　騎士達が武器から手を離はなしてぐったりするのを眺め、

「こんなものか……さすがにこれ以上使うのは馬鹿げているな。無理をしてまで助けてやる義理はない」

　それから彼女は春はる亮あき達に視し線せんを向け、無事だな、というように頷うなずいた。

　春亮はその右手を注視する。彼女の右手首に巻きつき、そして蛇のように動いてタシターンの舌に巻きついた、帯状のものは。敵に奪われた《黒くろ河かわ可か憐れん》ではなく。

　かつてアマンダが持っていた、呪のろわれた包帯だった。

「ああ……《怪チユパ物カブラ繃ン・バ帯ンデージ》だ。血を吸う激げき痛つうの代わりに傷を治す包帯。アマンダが日ひ村むらに──研けん究きゆう室しつ長ちよう国こくに保ほ護ごされたとき、一いつ緒しよに確かく保ほされていたんだろう。どうして拍ぱく明あきがこれを私に渡したのかはわからないがな。馬鹿げている……」

　ぼんやりと独り言のように錐きり霞かが言うのを聞きつつ、春亮は唾つばを飲み込んだ。

　確たしかに、その包帯のことなど、いろいろ聞きたいことはある。けれど今は、それより大事なことがあった。立ち上がり、

「む、無茶むちやすんなよ！　何考えてんだ、いんちょーさん！」

　詰め寄る。本当に、さっきは心しん臓ぞうが止まるかと思った。そしてその後のことも、到底納得できない。耳は塞ふさがれていても、さっきの錐霞のジェスチャーだけで理解に至った。自分で鼓膜を破るなんて。敵に切り落とされた黒くろ絵えのワイヤー髪でも使ったのだろうが。

　春亮がずいずいと近寄ると、錐霞は眉まゆを寄せ、

「……すまん。何も聞こえん。もうすぐ治るとは思うが」

　その困ったような表情に、春亮は嘆息する。

　そんな錐霞の顔は、どこか、これから親に叱しかられることを悟ってしまった子供みたいで。

　聞こえないなら、せめてこうしておこうと──こつんと、まさしく子供にそうするように、春亮は握にぎり拳こぶしで錐霞の頭を小突く。そうすると、

「あ……」

　怒ったつもりだったのに。

　なぜか錐霞は、照れ臭そうに、嬉うれしそうに、頰ほおを緩ゆるめて微笑していた。
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　呪のろわれた有ゆう刺し鉄てつ線せん《アウシュビッツ＝ビルケナウ》。一度それで覆おおわれた領域は、完全に出入りが不可能になる。未み来らい永えい劫ごうというわけではないらしいが、《十字軍のデイユ・建国旗槍ル・ヴ》の《騎き士し領りよう化か》が済むまでにリミットが来るとは考えられない。効果時間切れを待つことに意味はなかった。

　唯一の解除法は──内側からその能力を無効化することだ。巡らされた有刺鉄線を剝はがす。しかし現実的には、騎士領の見張りがかなりの数、立っているだろう。ン・イゾイー達が暗示にかからず校内に存在していることが判明している以上、当然のことだ。

『我が質問・剝はがすのではなく切断はどうですかという提案。それならば一いつ瞬しゆんで可能です』

「……いける。はず。でも、《アウシュビッツ＝ビルケナウ》には自己修復能力があって。たとえば、どこか一ヵ所を切断しただけでは。駄だ目め。すぐにくっつく。同時に。何ヵ所か。何十ヵ所かを。切断しないと」

「同じことだねえ。騎き士し達の見張りがいる中、切断して回るのは難むずかしそうだよ」

　拍ぱく明あきが肩を竦すくめて言ったとき、スピーカーモードの電話から聞こえていた声が変わった。

『でも、中にいるあたし達がやるしかないんでしょう。なんとかするわよ』

　不ふ貞て腐くされたような声で、彼女は続ける。

『いい加減、体たい操そう服ふくを着替えたいから』




　──そして今、千ち早はやは携帯で時間を確かく認にんしている。

「そろそろね」

　決行時刻としている十二時はもうすぐだ。別の言い方をすれば、タイムリミットの午後二時まであと二時間強。この決行時刻は、『それまで』の準備に要する時間と、『それから』の突入と槍やりの破は壊かいに要する時間──その二つの要素の兼ね合いで決められたギリギリの時間設定だ。二度目のチャンスはない。

　しかし外部班からは先程連絡があった。学校の外の動きは首尾よくいったらしい。向こう側としてはやや余裕のある準備時間だったのかもしれないが、こちらはかなりカツカツだった。自分達の全すべての準備が完了したのはつい先程のことである。

　間に合ったと安あん堵どしている暇はない。仕上げはこれからだ。

「さてっと。あとはボク達が頑張らないと！」

「恐かしこみ恐かしこみも白まをしますが、ふぁいと、でございます～」

「我が警けい告こく・油断はしないようにという戒いましめ」

　ン・イゾイーを先頭に、一同は隠し部べ屋やの出口に待たい機きしていた。始まってしまえば、あとは時間との勝負になる。もうここに隠れている場合ではない。

　もう一度、千早が携帯に目を落としたとき。

　その液晶画面が、どこか誇らしげにキリのいい数字を映し出し──

　ついに、決行時刻が、訪れた。

　そのとき、千早達は遠くにいくつかの音を聞く。

　何かが破裂するような音。生徒達の悲鳴。

　そして、火災報知器の音がけたたましく鳴り始めるのに合わせて。

　千早達は一気に隠し部屋を走り出た。




　その瞬しゆん間かん、当然なことに、騎士達も異変に気付く。

　学校のそこかしこから聞こえた破裂音。鳴なり響ひびく火災報知器。

　グラウンドにいたダインスレイブは、本部のテントを飛び出して周囲を見回す。

　校舎に目を向けると、窓から多量の白煙が漏れ出ているのがわかった。それだけではない。白煙は外でもだ。校舎の脇わきにある茂みの中、観かん葉よう樹じゆの根本、ゴミ捨て場の付近。

　ダインスレイブは兜かぶとの奥の瞳ひとみを細め、歯は嚙がみしながら呟つぶやいた。

「爆ばく発はつ物ぶつ、だと──？」
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　けれど、それは爆弾などではなかった。

　千ち早はやが用意したのは、単に時限式の発煙筒のようなもの。同時に大きな音を立てはするが、爆発などは起こさない。

「んっふっふ。一般人ナメんなよー」

「木を隠すなら森の中！　さすが俺おれ達の普通っぷりだぜ！」

　生徒達に紛れ、それを学校中にセットして回ったのは、主に渦か奈なと泰たい造ぞう、変装した白しら穂ほの仕事だった。学校の外の植え込みなどへのセットは、体育が終わった帰りのふりをした千早自身も手伝てつだわざるをえなかったが。泣く泣くスコップを隠し部べ屋やに置いてきた潰かい道どう教師にも、生徒達が入れば目立つ場所へのセッティングを手伝ってもらった。

　只ただ事ごとではない騒さわぎに、授業中の教室から生徒達が飛び出してくる。廊下は一いつ瞬しゆんで喧けん騒そうに包まれた。生徒達は騎き士しを見ないようになっているが、こんな単純なトラブル自体を見て見ぬふりするようにはなっていないのだ。

　なんだなんだ、とざわめく生徒達の間を縫ぬうようにして、千早達は走る。目もく論ろ見み通り、校舎内には煙が充満していた。人体に害のない、ただの目くらましだ。

「火事か!?」

「敵てき襲しゆうかもしれん！　警けい戒かいしろ！」

　渡り廊下で周囲を見回し、そんなことを叫んでいる騎士達も見かけた。予定通りに、予想通りに、注目してくれている──彼らは本気で事態に臨のぞんでいるが故に、本気で対処をするしかない。

　その騎士達は無視し、白煙に怯おびえる生徒のふりをして校舎内を駆ける。階段を上り、上り、さらに上る。屋上に辿たどり着いた。踊り場の鉄てつ扉ぴを開けた瞬間、この屋上の見張りらしき騎士がいるのが目に入ったが、

「な！　なんだ貴様ら──ぐあっ！」

　ン・イゾイーが言葉もなく襲いかかり、素早すばやく無力化。綺き麗れいに奇襲できたので助かった。

　そして一同はフェンスに近寄り、眼がん下かを眺める。

　騎き士し達が校舎に視し線せんを向けている。忙せわしく動いている。注意を惹ひいている──それは、相対的に、どこかへの注意が逸らされているということだ。

　再生能力のある《アウシュビッツ＝ビルケナウ》を破は壊かいするには、騎士達の目を搔かい潜くぐりつつ、数十ヵ所をほぼ同時に破壊せねばならない。そのための方策が、これだった。

「さあって！　気合いいれていくよー！」

「恐かしこみ恐かしこみも白まをしますが、ついに見せ場が来た、でございますね～」

　サヴェレンティと伍い鈴すずの二人ふたりがさらにフェンスぎりぎりに立った。傍かたわらには大きな鞄かばんが用意されている。

「頑張ってね、サヴェレンティ」

「まっかせてー！」

　白しら穂ほの応援にぐっと親指を立てて答え、サヴェレンティは鞄の中に手を入れて一体の人形を取り出した。被服室に侵入して拝借してきたもので、さらにその腕には同じく被服室からゲットしてきたハサミがきつく結びつけられている。

「王権にて告げる"I have sovereignty for every doll"。摸された全の形代は我が群臣Like a vassal upon /listen/ "show proof to worship"。従せよObey！」

「おお、動いた動いたー」

「待て待て、俺おれが手伝てつだうよ。こう見えて俺、野球部だからな……しかもキャッチャー、肩には自信あるぜ！」

　人形を泰たい造ぞうが摑つかみ上げ、ぐるぐると肩を回してから──大きな助走をつけ、投とう擲てきする。学校を包む外がい壁へきに当たり、その下にぽてりと落下。しかし人形はすぐに起き上がり、自分の身体からだに結わえつけられたハサミを使って、その外壁に巻かれていた有ゆう刺し鉄てつ線せんを切断し始めた。紙を切るようにはいかない。ぎこぎことしばらく苦労して、ようやく切断。

　張力を失った鉄てつ条じよう網もうは当然のようにそこで垂れ下がる──だが、その切断された端の部分が線せん虫ちゆうのような不気味さでぴくぴく動いているのが見えた。話に聞く再生能力の現れだ。しかし、みるみるうちに断たれた両端が持ち上がってくっつく、というほどでもない……そうなる前に別の場所で同じことを繰くり返し、完全に全体の機き能のうを停止させなくてはならなかった。

　その不気味な再生動作は、作戦成功の判断材料として使えるはずだ。数十ヵ所への切断ダメージが限度を超え、《アウシュビッツ＝ビルケナウ》が本当に『死んだ』なら、おそらくその自己再生能力も死ぬだろう。つまり再生の動きが停止し、鉄条網のどこにも見えなくなったそのときこそ、《アウシュビッツ＝ビルケナウ》の破壊死が確かく定ていする。自分達が求めるのはその瞬しゆん間かんだ。

「よーし、どんどん行こうどんどんー！」

「任せとけ！」

「それでは、私達も頑張らせていただきましょうか～」

　そう言った伍鈴の周囲、彼女の首を囲むように何かが浮かぶ。

　十四個の、鈴だ。

　それには先程の人形と同じように、紐ひもでハサミが結びつけられている。

「行きましょう。私達」

　伍い鈴すずの号令と同時、その鈴達が四方八方に弾はじけ飛ぶ。

　それらの鈴は人形と同じく外がい壁へきに向かい、一つはその真下の茂みに飛び込む。がさりとその茂みが揺れたかと思えば、そこからにょっきりと顔を出すのは──この屋上にいる彼女と全く同じ顔をした彼女だ。全裸ではあったが、それを気にすることなく、小指に結びつけられていたハサミで有ゆう刺し鉄てつ線せんを切り始める──他ほかの鈴達も同様だ。十五にして一の群体たる、神楽かぐら鈴すず達。

　しかしいくら校舎に注意を向けているといっても、その動きに騎き士し達が気付かないはずがなかった。

「おいお前、何してる！」

「……」

　音のない神楽鈴達は、千ち早はやの声の半分を借りている伍鈴以外は声を出せない。見み咎とがめられた彼女にできるのは、はっと顔色を変えてその手の動きを加速させるだけだった。

　千早は無言で鞄かばんを探り、中身の一つを泰たい造ぞうに押しつけた。

「そこ押して投げて！」

「お、おう！」

　それは予備の発煙筒だ。時限式ではなくスイッチ式になっている。泰造の投げたそれは鈴の一人ひとりに駆け寄ろうとしていた騎き士しの目前に落ち、白煙を上げる──少しは時間稼かせぎになるだろう。

「ボクの人形は代わりが利くからいいけど、スズちゃんは無理しないでね！」

「はい、いよいよとなればここに引き戻しますのでご安心を～」
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　切断成功。騎士が襲おそってきたので鈴の姿に戻らせ、糸で引っ張るかのような動きでこの屋上まで飛んでこさせる。続けざまにもう一体。こちらは失敗だ。ハサミが有ゆう刺し鉄てつ線せんに引っかかって揺れている。

「わー、あの人形くん、壊こわされちゃった！」

「代わりの奴やつ、投げるぞ！　動かしてくれ！」

「ちょっと、拾とお弐に鈴すずが見つかってるんだけど！　援えん護ごして！」

「あそこなら届くだろう。自分がやる。貸せ！」

　潰かい道どう教師も発煙筒を投げての援護に入る。眼がん下か、何人かの騎士達がこの屋上を指さして何かを叫んでいるのが見えた。バレた。急がねばならない。

　時限煙幕装置での目くらましと注意逸そらし。その間の、サヴェレンティの人形と、伍い鈴すず達の分ぶん離り行動──計算では、いけるはずだった。フル活用して、手当たり次第に有刺鉄線にとりついていけば。たとえそのうちのいくつかが失敗しても、最終的には、《アウシュビッツ＝ビルケナウ》を破は壊かいするだけのダメージは与えられるはずだ──

　この自分達が、そうすることを信じて。

　外の彼らは、門の前で今か今かとそのときを待っているのだ。駄だ目めだった、では済まされない。二度目の機き会かいはないし、いつ外にいる騎士達がそこに現れるかわからない。一刻も早く、この学校を解放せねば──

（……あいつらが信じてるとか、そういうのは、どうでもいいけどさ）

　唇を嚙かむ。

（なんとかするって自信満々に引き受けといて、結局駄目だったとか。こんなときのために用意してたのに、結局無意味だったとか。そんなの、あたしのプライドが許さないのよ……！）

　まだか。まだなのか。千ち早はやは祈るような気持ちで眼下の光景を見つめる。切断された鉄てつ条じよう網もうがぴくぴくと蠢うごめいているのを睨にらむ。早くその動きを止めろ。早く壊れろ！

　首尾よく仕事を終え、あるいはどうしようもなく騎士達に肉にく薄はくされ、神楽かぐら鈴すず達が一人ひとりまた一人と伍鈴のもとに帰ってくる。彼女らの現在の主体である伍鈴はここを動くことができない。心配そうな、もどかしそうな視線を自分の分身達に向けていた。

　渦か奈なが忙せわしなく状況を確かく認にんしつつ、

「もう、だいぶやったよ……!?　まだ駄目!?」

「そろそろのはずなんだけどっ……」

　千早は白しら穂ほをちらりと見た。向こうに繫つながる電話を耳に当てていた彼女は、こちらを見返しながら通話口の位置を軽くずらして、

「まだみたいよ。入れないってサルみたいに騒さわいでるわ」

　首を横に振る。

　もう少しだ。絶対に、もう少しの、はずなのだが──

　しかしそのとき、悲鳴のような声。

「おい、もう球切れだぞ！」

「てことは……あー、最後の人形くんがっ！　ごめん、駄だ目めだった！」

「もう一回、帰ってきたミコさん達に行ってもらうことってできないっ？」

「成功してハサミを持って帰れた私達なら大丈夫ですが、さすがに今は警けい戒かいが……！」

　今や、校内の白煙が火事や爆ばく発はつ物ぶつではなく、目くらましのためのただの煙であることは完全にバレてしまったようだった。騎き士し達の動揺も次第に収まり、冷静にこの事態に対処する気配けはいが見えつつある。つまり《アウシュビッツ＝ビルケナウ》の防ぼう衛えいだけに集中する気配が。

　そしてそれ以外にも問題がある。有ゆう刺し鉄てつ線せんの自己修復能力。作戦成功の判断材料どころではない。あまりに時間をかけすぎれば、今まで切断に成功した場所も繫つながってしまうだろう。全すべてが無む駄だになる。

「くっ……！」

　焦しよう燥そう感かんを覚えつつ、身を乗り出す。今、この学校を囲む有刺鉄線に取りついて作業をしているのは──この屋上からもっとも遠い、グラウンドの端にいる神楽かぐら鈴すずだった。千ち早はやにはわかる。陸む鈴すずだ。騎士領のテントの陰に隠れるような場所なので、灯台もと暗し、意外に見つかっていない。このまま、このままあそこを切断してしまえば、きっと──

　しかし、そこで千早が見たのは。

　グラウンドにいた一人ひとりの騎士が、はっと陸鈴の姿を見み咎とがめ、全力で彼女に向かって襲おそいかかる姿だった。その騎士は祝詞のりとも使えない陸鈴があしらえるような雑ざ魚ことは思えず、むしろ他ほかの騎士達とは違った、バイザーのような兜かぶとを装備した少女で──




　そのとき、春はる亮あき達も焦燥を感じている。

　学校の校門前。内部の彼女達との作戦会かい議ぎで決めた決行時間、正午。

　それを数分過ぎたころになっても──

「まだ開かんぞっ!?」

　フィアが校門をばんと叩たたいて叫ぶ。彼女の身体からだを肩で押おし退のけたこのはが手しゆ刀とうを振るうが、鉄てつ柵さくには何の変化も起こらなかった。

　内部での騒ぎに気を取られているのか、門の向こうに騎士達の姿は見えない。そもそも敷しき地ちのそこかしこから白煙が立ち上っているので、視界は悪く、ここからでは学校の中がどんな状況になっているのかもよくわからなかった。だから頼れるものは声しかない。

「向こうで何か手間取ってるんだ！　もしもし!?」

　先刻から通話を開きっぱなしの携帯に向けて言うと、

『うるさいわね人間。またいつもの音声姦かんで、どの波長で私の耳じ朶だを震ふるわせたら妊娠するか実じつ験けんしようとしているのね。おぞましいわ。いいことを教えてあげるけど、卑ひ猥わい音波を発する前にボタンを一一〇と押しておくときっと誰だれにとってもいいことが起きると思うわよ。そんなことよりまだ開かないのかしら』

「こっちの台詞せりふだよ！」

　いつもの物言いに文句を言う暇もない。怒ど鳴なるように言い返すと、まだみたいよ、と向こうでの会話が聞こえた。向こうもきっといっぱいいっぱいなのだろう。

　いつ開くのか。本当に開くのか。

　そんなとき、

『……困ったわね』

「どうした？」

『鈴の最後の一人ひとりが敵に見つかったわ。変な兜かぶと被かぶってる女の騎き士し』

　春はる亮あきは息を吞のむ。

「まずい……スレイブだ！」




　ダインスレイブは唇を嚙かみながら疾しつ駆くする。

　やられた。陽動に引っかかってしまった。本国ならばいかなる大規模攻こう撃げきが行われても不ふ思し議ぎはないが、ここは銃すら自由には持てない日に本ほん。しかも学校の中だ──爆ばく発はつなどが起こるはずはなかったのだ。

　だが《アウシュビッツ＝ビルケナウ》がまだ破は壊かいされたわけではない。その効力はまだ失われていない。自己修復能力がある以上、これ以上の切断を許さなければなんとかなるはずだ。

「だから──貴様には──させんッッ！」

　テントの裏、フェンスに張りつけた有ゆう刺し鉄てつ線せんに鋏はさみを動かしていた全裸の女──いや、劣悪の禍具ワースがはっと振り返る。こちらは腰の剣を抜くことすらしない。どうせそれはただの剣だし、抜こうと意い識しきすることすら今は邪じや魔まだ。たとえ寸秒でも、疾駆の勢いを失いたくはなかった。

　刃やいばならば、自らの身体からだで充分。

　ダインスレイブは貫ぬき手てを作りつつ、さらに前傾姿勢で速度を上げる。一呼吸で間合いに侵入。最後の足あ搔がきか、慌てて手を動かしている裸の女の背中にそれを突き込もうとして、

「──っ！」

　刹せつ那な、ぞっとする感覚。背筋の冷感。本能的に身を翻ひるがえしながら手しゆ刀とうを振るうと、兜の隙すき間ま、こちらのうなじに向けて弾丸のように飛んできていた致命の矢が弾はじけ飛ぶ──その煌きらめきを視界の端に感じながら、ダインスレイブは射線の彼方かなたを睨にらむ。

　人ならざる視力が、屋上のフェンスに腰掛けるような姿勢でこちらに脚を伸ばしている、褐かつ色しよく肌はだの女の姿を捉とらえた。

（研けん究きゆう室しつ長ちよう国こくの……狩人かりうど！）

　しかし今は奴やつよりもこちらが先だ。奥歯を嚙かみ締しめつつ振り返る──そこに見えたのは。

　こつんと地面に落ちる鋏はさみと。二つに分かれて垂れ下がる有ゆう刺し鉄てつ線せんと。

　こちらの頭上を飛び越え、屋上に向けて飛んでいく、小さな鈴の姿。

　憎悪。憤ふん怒ぬ。悔かい恨こん。恥ち辱じよく。

　それら全すべてを込めて、ダインスレイブは絶叫した。

「……貴様らぁぁッ！」




　その瞬しゆん間かんの、屋上には。

　どんな声よりも早く。

　真っ先に、誰だれかと誰かがハイタッチで掌てのひらを打ち合わせる音が高らかに響ひびいていて──

「あっ」

「うふふ～……って、あの、腕を持ち上げたのは最初からこのためでしたが何か？　みたいなフリして照れ隠しにアイアンクローに移行するのは千ち早はや様らしくてとてもいいのですが、いかんせん手加減にゃさすぎで、うにょに、とても痛いれすと──」

「い、痛くしてんのよ！」




　そうして──

　春はる亮あきは、二つの音を同時に聞いた。

　鉄てつ柵さくがこのはの手で真っ二つに割れる音。

　フィアの拳こぶしで吹き飛ばされる音。

　フィアが銀髪を散らしながらこちらを振り返って、

「開いた……開いたぞ、春亮！」

「よっし！」

　けれどそこで耳元に届いたのは、電話の向こうにいる白しら穂ほの大きな大きな嘆息。

『はぁ……残念だわ。本当に、残念だわ』

「お、おい。何かあったのか？」

　ひょっとして、相打ちにでもなったのか。有刺鉄線は破は壊かいできたが、伍い鈴すず達のうちの誰かが、まさか、スレイブに──

『どうやら、私のサヴェレンティと変態人間がまた接触する余地が生まれてしまったみたいね。さっきまでならその心配だけはなかったのに。いいかしら、サヴェレンティとハグとかしようものなら殺すわよ』

「……へ？」

『貴方あなたはハグを着床の前段階だとしか思っていなくて、挨あい拶さつは挿そう入にゆうの前段階でしかなくて、女について思考したときには既にその女のパンツを脱がしているナチュラル・ボーン・変態だもの。それくらい当然……あっ、止やめなさい！　サヴェレンティのパンツを脱がさないで！』

　へ？　へ？　と、電話の向こうからサヴェレンティの戸惑った声が聞こえてくる。その様よう子すを想像しながら、春はる亮あきは苦笑した。

　作戦がうまくいった。

　ついに学校に乗り込めるようになった。

　その解放感が今は大きかったので、珍しく、白しら穂ほに向かって冗じよう談だんを言ってみる。

「じゃあ、サヴェレンティじゃなくてお前にハグしてやるよ。待っててくれ」

　今まで白穂の口から出たのを聞いたことがないような、ヒッ、などというリアルな悲鳴を最後に通話が切られた。地味に傷ついた。







　第五章　「蠢動する箱形の恐禍」/"Cross×Crusade×Calamitous"
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　彼女達も、それを見ていたのだった。

「新しい戦場が開けたみたいですよ」

　視し線せんの先には、開放された校門。彼らが走り込んでいった場所。

　切せつ子こはにっこりと笑いながら、

「行きましょう」

「ああ」

　フォーティーンと共に、歩を進めた。

　相手は誰だれでもいい。強ければ誰でもいい。

　ここは紛れもなく、事態の中心。そこで出会う相手は、誰もそれなりに強いだろう。強い相手が、ここにはいくらでもいるだろう。

「いやー。楽しみですねえ」

　心の底から、彼女は呟つぶやいた。

　胸中には、ただ、期待しかなかった。

　本当に、それしかなかった。
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　マクシミリアン・ペンドラゴンは、学校を囲む塀に飛び乗る。だが、そこで動きを止めた。

「おい……？」

　リコの怪け訝げんな声。今日きよう何度目かの。

　黒くろ絵えに言われたことを、ぼうっと考えていたのだった。

（さて……どうすべきだ……？）

　ここまで来てしまったものの。彼女達が中に入るのを見、学校の封ふう鎖さが解とかれたのを知り、とりあえず塀に飛び乗ってしまったものの。

　わからない。

　ならばわかっているところまで巻き戻るしかなかった。

　現時点でわかっていることは。

　自分には、自分が竜になるためには、やはり宝物のごとき彼女が必要で。

　しかし自分が無理に手に入れようとすると、その宝物は壊こわれてしまうということ──

　では──そうなる前の状況はどうだったか？　今まで、わかっていたことは。

　自分は最強だった。少なくとも、限りなく最強に近しい存在ではあるはずだった。

　どうあれ結局は勝つのだろう、という飽きがあった。最強であるのだから当然だ。

　勝つのがわかりきっているゲームほどつまらないものはない。ずっと退屈だった。楽しめる相手を探して、戦って、それを解消するふりをしていたが、ずっと退屈だった。

　だが、そんな自分が得た結果は。

　黒くろ絵えに逃げられた。

　そしてこんな不快な感覚を味わっている。

　そう、あれはある意味──敗北であったと言っていい。

　最強でも、負けた。そこには理由があるはずだ。それは何だ？

　ペンドラゴンは、考えて。考えて。

　認める。

（焦っていた……のか。俺おれは）

　一刻も早く彼女を手に入れようと。なんとしてでも彼女を手に入れようと。

　思いすぎていた。

　だがそこには矛む盾じゆんがある。

　既に自分は最強に近しかったのに──その先に進むために必要な彼女を、どうして急いで手に入れなくてはならなかったのか。

（は……）

　自じ嘲ちようの笑えみが漏れる。答えは一つしかない。

　最強が最強ではなかったと断じられるのに。怯えていた。

　敗北の可能性を、最強ではない可能性を、一刻も早く、消し去りたかった。

　なんてことはない。そういうことだ。

　退屈を感じていた？　違う。きっと安あん堵どが欲しかったのだ。くだらない。

（くくっ。わかったぜ。竜島／竜頭師団ドラコニアンズの師団長？　最強の代名詞？　馬ば鹿か馬ば鹿かしい……そいつには、そいつにしかない弱点があるってわけだ）

　とどのつまり──最強を破って最強になったものだから。

　師団長というのは、最強でもいずれ破られるという概念を誰だれよりも知るものなのである。

　あるいはそれは、誰よりも臆おく病びようであるということなのかもしれない。誰よりも安堵を求め続けなければならないのかもしれない。だから退屈という言い訳を使って戦い続ける。

　そんな──自分の《弱さ》を認めてから。

　そして、改めて、ペンドラゴンは黒絵の言葉をまた思い出す。

　あのときの、彼女の透明な表情を思い出す。

　そうしたら、何かが見えたような気がして。

　答えが見つかった気がして。

「くっ……は、はっはっは！」

「うわっ。なんだなんだ、いきなり止まったと思ったら馬ば鹿か笑い！　キモいし！」

「いかがなさいましたか、マスター」

　身に着けている二人ふたりの声に、ペンドラゴンはにやりと笑う。

「なあに、やるべきことがわかったってだけさ。さて──そうなると準備が必要だ。急がなきゃならんな」

　言いながら、ペンドラゴンは塀から飛び降りる。

　その飛び降りた方向は、きっと、リコ達の予想とは違っていたはずだった。
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　白しら穂ほに切られた電話を再開。渦か奈なを通話相手に変え、連絡を取りながら走る。

　正門から入ったので、校舎の正面にある大おお時計どけいが見えていた。正午を少し過ぎた時間。つまりタイムリミットである二時まで、残り二時間を切っている。

　グラウンドは校舎を挟んで反対側にあり、ここからすぐに行くことはできない。校舎を迂う回かいするか中庭を通り抜ける必要がある。途中で妨害が入るだろう。さらに、グラウンドに到達しても、そこから《十字軍のデイユ・建国旗槍ル・ヴ》を破は壊かいするための時間が必要だ──残り二時間という猶ゆう予よは、多いのか少ないのか。何が起こるかわからない以上、油断も安心もできない。

　まずは速やかに学校内部班と合流し、その後で校庭に向かうという方針になった。向こうと直接会って様よう子すを確たしかめておきたかったし、どうせ校庭に突進する前に生徒達を解放せねばならなかったからだ。そもそも《悪魔の大口デモンスムンド》を破壊せずに確かく保ほし、いつでも暗示を解とけるようにしていたのは、解放によるパニックを防ぐためである。タイミングは慎重にならざるをえない。生徒達について奴やつらが何かをしようとする前、騎き士し領りようが《アウシュビッツ＝ビルケナウ》を失って動揺している今のうちにしなければならないことであるのは確かだが。

　とりあえずの合流場所を、校舎一階の保健室にした。白煙に紛れ、さらには茂みに隠れて極力戦せん闘とうを避けつつ進み、校舎に侵入。途中で一人ひとりの騎士と遭遇してしまったが、このはと虎こ徹てつが出合い頭の全力攻こう撃げきで対処。白煙の中から二人がかりで奇き襲しゆうする形になったからよかったものの、やはり相手の腕力や耐久力は《騎士領化》のせいで異常なほど上昇していたらしい。まともに戦えば時間を取られていたかもしれない。

　そこから騒さわがしい廊下を通って保健室の前へ。ノックをすると、無言で鍵かぎが開く音がした。入ってみると──

「みんな……！」

　カーテンが閉められた部へ屋やには、どこか懐なつかしいと思えるみんなの顔。

　一応の警けい戒かいか、ナイフを構えた足を持ち上げていたン・イゾイー。さっきの電話のせいか、こちらをぎらぎらした視し線せんで睨にらんでいる白しら穂ほ、早くもフィアにハグをしているサヴェレンティ。体たい操そう服ふく姿すがたの千ち早はやは不ふ機き嫌げんそうにこちらを一いち瞥べつし、伍い鈴すずはいつも通りにほえほえしている。スコップを担いだ潰かい道どう教師はカーテンの隙すき間まから外の様よう子すを窺うかがっていた。

　そして、

「おー！　フィアちゃんだフィアちゃーん！　なんか久しぶりな気分。負けんぞ、ぎゅー！」

「むぐ」

　サヴェレンティと入れ替わるように、渦か奈ながフィアの銀髪をその胸に抱く。

　腕をぐるぐる回しながら、泰たい造ぞうも近付いてきた。

「よっ、春はる亮あき。俺おれの大だい活かつ躍やく見れなくて残念だったな。ＭＶＰはいただきだぜ！」

　フィアと少しだけ顔を見合わせ、春亮は頰ほおを緩ゆるめる。しかしフィアは思い出したようにもじもじと視線を落とし、

「あの……その……な。電話でも言ったが、私は──」

「はいはいはーい。フィアちゃんがそんな悲しそうな顔する話はしたくないですなー。聞きたくないですなー。いーい？　フィアちゃんはフィアちゃん、あたし達はあたし達。それはこれからも絶対変わんないの。オッケー？」

「オッケーイ！」

「ちょっとたいちー、早い！　ドヤ顔で親指立てるのが早い！　返事を聞いてから！」

　あまりに、いつものノリすぎる二人ふたりに。フィアの肩が、ふるふると揺れて──

「返事、なんて、決まっておろう……」

　俯うつむいて、顔を伏せたまま。フィアは右手だけをそっと持ち上げて。

　親指を、立てた。

「おっけーい、だ……」

『イョシャー！』

　親指を立てたフィアの拳こぶしに、ホームランを打ったバッターを祝福するかのように、渦奈と泰造の拳がガシガシとぶつかる。

　春亮と同じように優やさしい顔でそれを見ていた錐きり霞かが、

「さて……残念だが、のんびり再会を喜んでいられる状況でもない。これからの動きを決めよう」

「同感だという返答を返答します。そちらの人員はそれで全部ですか」

　春亮はちらりと背後を見る。フィアにこのは、錐霞、虎こ徹てつ、黒くろ絵え。つまりはいつものメンバーだ。

「ああ。理事長達にはさっき門が開いたことを連絡した。後から来るかもしれない。お前んとこのボスには特に連絡してないけど、まあ勝手に知って勝手に来るだろ」

　さもありなん、とばかりにン・イゾイーは無言で頷うなずく。

「で、俺おれの親父おやじは……戦えるような力もないし、別のところで手伝てつだうってさ。街関連のなんやかやだと思うけど。まあとにかく気にしないでいい」

「とりあえずこの場にいない人達のことは考えても仕方ありません。わたし達が侵入したのはさすがにもうばれているでしょうから、この保健室だってすぐに見つかるはずです。次の動きを急いで決めないと」

「ああ。勿もち論ろん、一番の目標はあの《槍やり》──《十字軍のデイユ・建国旗槍ル・ヴ》って言ったっけ？　あれを壊こわすことだ、けど……それより先に、みんなをなんとかしなくちゃな」

　言うと、千ち早はやが思い出したように顔を上げた。

「そうよ。パニックにならないようにするのはいいけど、具体的にどうするつもりなのよ。ちゃんと考えはあるんでしょうね」

　それには錐きり霞かが答えた。

「ああ。《悪魔の大口デモンスムンド》はまだ破は壊かいしていない。ここにある」

　肩に提げていたバッグの口を開き、中にある呪のろわれた拡声器をちらりと見せて言う。タシターンが壊してしまったので、その蓋ふたは外れて開いたままだ。

「……で？」

　錐霞は嘆息して、

「馬ば鹿かげたことだが……まずは、行くしかないだろうな。放送室に」




　廊下を走る。もはや隠れる意味はあまりなかった。生徒達の間を縫ぬい、

「ぬっ！　貴様ら！」

「邪じや魔まです！」「退どけい！」「……！」

　現れた騎き士しはこのはと虎こ徹てつ、ン・イゾイーが処理する。殺してはいないはずだが。

「さっきも思ったけどさ！　意外といける感じなのか、このは!?」

「そう見えるのは奇き襲しゆうで、相手が一人ひとりで、こっちに数的優ゆう位いがあったからですよ！　腕とかぶった斬ぎるつもりでいかないと、ダメージが通らない感じがプンプンと……さっきの相手と比べても、今の騎士はますます頑丈になってる感じがしました！」

「や、やっぱそうか……《領地化》が完成するまで、時間があまりないからな。そのぶんパワーアップも完成しつつあるってことか。急がないと！」

　そうこうしつつも、なんとか放送室に辿たどり着く。鍵かぎがかかっていたが、このは達の前では無意味だ。ぶち破って入る。

　さすが放送室、そこは他ほかの教室とは一いつ線せんを画かくした造りになっていた。まずはさっきのダンス教室のような防音扉があり、それを開ければ仰ぎよう々ぎようしいコンソールのような機き械かいが並ぶ空間。足元は灰はい色いろの絨じゆう毯たんが敷しき詰められているような床で、足音がしないようになっている──というか入り口にはスリッパが並べられているので本来は土足厳げん禁きんなのだろう。コンソールの奥にはガラス張りの録ろく音おんスペースのような場所があるが、別にそこに入らなくてもこのコンソール部分で放送は行えるようだった。

　なぜそう判断したかと言えば、ここにある大きなマイクの前には、携帯音楽プレーヤーのアクセサリのような、オニギリのような形のスピーカーが置かれており──そしてそれを見守るためだろう、一人ひとりの若い金髪の騎き士しが退屈そうにコンソールの座席に座っていたからだった。

「えっ？　あっ？」

　その二語。振り向くという行為。彼にできたのはそれだけだ。

　虎こ徹てつが彼を床に引き倒し、ぼきぼきぐきりと嫌いやな音を演奏。虎徹が次に立ち上がったとき、そこには四肢の関節を外されて呻うめくだけになった騎士の姿があった。

「誠、いくらなんでも隙すきだらけである……」

「でも虎徹、折るつもりでやったんでしょう？」

「は、勿もち論ろん」

「油断した若造の身体からだですらこんなに強化されている……やれやれ、ここからはこんなに簡かん単たんにいかない気がしていますよ」

「おそらく、《アウシュビッツ＝ビルケナウ》が破は壊かいされた時点で、奴やつらも動きを変えたはずだ。最大の要点たる領主と《十字軍のデイユ・建国旗槍ル・ヴ》を死守することにな。校舎内に残っているのは一部のみ……いなくてもいい捨すて駒ごまのようなものかもしれない」

「なるほど……」

　春はる亮あきは錐きり霞かの言葉に頷うなずく。つまり、こんなにうまくいくのは今だけというわけだが……何にせよ、今はやるべきことを済ませておかねばならない。

　そこで春亮ははっと問題点に気付いた。一同を見回し、

「ていうか、誰だれが……？」

「考えるまでもない。自分の役目だろう」

　言ったのは潰かい道どうだった。錐霞が提げていたバッグを開け、勝手に《悪魔の大口デモンスムンド》を取り出す。あまりにあっさりとした行動だったので、本当に理解しているかどうか不安になった。

「せ、先生？　いいんですか？　それ、遠隔システムが壊こわれちゃってるから、呪のろいは自分自身にも効くって話で。きっと、我慢できるようなもんじゃ──」

「構わん。むしろ、だからこそ、だ」

　潰道はスコップをコンソールに立てかけ、マイクのあたりのスイッチを弄いじった。教員として最低限の使い方くらいは理解しているのだろう。

「それでもまだ納得できぬなら、理由を教えよう。二つある」

　さらに何かを調ちよう整せいしながら、コンソールに顔を向けたまま、潰道は言葉を続ける。

「一つは今の呪のろいの話だ。自分は無力で、おそらくここからはお前達の役には立てぬ。むしろ足手まといになりかねない。であるならば、最後に自分にしかできない仕事をしておくのは悪いことではあるまい……もう一つは」

　そこでようやく、彼女は一同のほうを振り向いた。

　そして。本当に、珍しいことに。

　冗じよう談だんめかした笑顔えがおで、にやりと頰ほおを緩ゆるめて、

「《この号令》をかけるのは、教師の役目だからだ──そうだろう？」

　お前達はちゃんと耳を塞ふさいで抵抗しておけよ、という言葉を最後に残してから。

　スイッチＯＮ。全校中のスピーカーとこの場所が連結される。

　潰かい道どうは拡声器をマイクの前に持ち上げ、すうと息を吸って、


「──傾聴せよhört!!」






『今日の授業はこれで終わりだ。全員、速やかに帰宅すること。以上！』
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「《アウシュビッツ＝ビルケナウ》が破られただと？」

「中の騎き士し達は何をやっている!?」

「今更言っても無む駄だだ。帰き還かん命令が出た。戻るぞ！」

　遊ゆう撃げき隊たいとして街に出ていた彼らは、その報告を受けて進路を学校へと変える。揃そろいのコートに外国人、周囲の目を多少惹ひきはするが、今は気にしている場合ではない。学校に配置されている《十字軍のデイユ・建国旗槍ル・ヴ》は、今回の計画の──そして騎士領という組そ織しきにとっての根幹だ。何はともあれ防ぼう衛えいしなくてはならない。

　誰だれもが地理はそれなりに頭に叩たたき込んでいた。学校までの最短ルートを選んで走る。アスファルトを蹴けり、ガードレールを飛び越え、公園を突き抜け、一いつ直ちよく線せんに。

　裏道に入り、突き当たりの壁かべを跳ちよう躍やくして乗り越える──その先も路地になっていた。だがそこには自じ販はん機きが置かれており、今まさに一人ひとりの女が取り出し口から缶を取り出して踵きびすを返そうとしている。そこが丁ちよう度ど着地点だ。

「邪じや魔まだ」

　この状況下で、足元の石ころを蹴飛ばすのを躊躇ためらう必要はない。「……ん？」とその女がこちらに気付いた様よう子すで顔を向けてくるが、それに構わず、先頭の騎士の一人は落下の勢いのままに蹴りを繰くり出す。鼻が潰つぶれる程度、運が悪かったと思って諦あきらめてもらうしかない。

　しかし──

「ぐっ!?」

　鼻が潰つぶれたのは彼のほうだった。彼女は顔を僅わずかに傾けるだけで蹴けりをかわし、代わりにその足に沿うように腕を伸ばしてクロスカウンターを彼の顔面に叩たたき込んだのだ。リーチの不足を補うように、ジュースの缶を掌てのひらの上に立てたまま。彼の鼻を掌しよう底ていの延長として押し潰し、その缶が炭酸を噴ふき上げる。

　結果、先頭の男は意い識しきを失って無様ぶざまに大地に衝しよう突とつ。彼に続いて塀を飛び越えた残り二人ふたりの騎き士しは、塀のすぐ脇わきに着地して油断なく彼女を見つめる。

「何者だ、女！」

　外見には不ふ審しんなところはなかった。黒のビジネススーツを着込んだ二十代ほどの白人女だ。髪は短い金髪。唯一の自己主張であるかのように、何かに対する唯一の反抗であるかのように、シックなスーツの中で真しん紅くのネクタイが目立っている。

　彼女はぼりぼりと頭を搔かきながら、

「あーあ……ついてねえな。休きゆう憩けいしようとした瞬しゆん間かんに会っちまうしさ。百二十円なんつーふざけた値段のサイダーもパァだ。この国は物価が高すぎんだよ……」

「頭のおかしい通行人にしろ、敵にしろ。構っている時間はない。やれ！」

「了解！」

　既に一人ひとりがやられている。手加減する必要はない。残った二人の騎士が剣を抜いて間合いを詰める。が──

「おほー、いーじゃん、話が早はええ。逃げたらどーせ追いかけなくちゃなんなかったとこだしよ！」

　にやりと犬歯を剝むき出だしにして笑う。好戦的で獰どう猛もうな表情。そして彼女は拳こぶしを握り、逆に間合いを詰める。確かく実じつに素しろ人うとではない度胸、動作、速度。

「貴様はッ……？」

「ははっ、ホラ、楽しませろよ！　なんか禍具ワースの力で強くなってんだろ、お前らっ！」

　そして──




　数分後、彼女はその場に作った椅い子すにやれやれと腰を下ろす。椅子の材料は、気絶して積つみ重なっている三人の騎士の身体からだだ。そのコートを勝手にまさぐって財布を取り出し──がっくりと肩を落とした。

「アホかこいつら、ポンドしか持ってねぇ……サイダー代くらい払えよな」

　言いつつも、とりあえずその戦利品はポケットに捻ねじ込んでおく。それからさらに一息ついてから、携帯電話を取り出した。

「三人ほど片付けた。掃除係をよこせ」

　電話相手の男は、いつものくぐもった声で、

『ほほう、それはそれは。すぐ手配するよ』

「ボーナスが出ても不ふ思し議ぎじゃねえ働きっぷりだと思うんだがな、自分でも」

『どうせカツアゲのようなことでもして勝手に稼かせいでるんじゃないのかい？　君のことだから。悪人はお巡りさんに捕まってしまうよ、気をつけたまえ』

　ギクリとしたが、誤ご魔ま化かすように、

「うっせえ。あたしからすりゃお前も充分悪人だぜ」

『ほほう。どこが？』

「毒と解毒剤を使ってあたしをいいように使ってるところ。お前から貰もらう解毒剤を飲まなきゃ死ぬとかありえねえだろ。どんな映画だよ」

『猛もう獣じゆう使つかいには必要なことさ。噓うそだと思うなら逃げたっていいんだけどね』

「……」

　持ちつ持たれつの関係であることをわかっていて、この男は言うのだった。彼女とて、その毒の話が真実だとは微み塵じんも思っていない。

　それが冗じよう談だんのようなものでも、理由としてあったほうがいいのだった。

　この男が、かつて自分よりも強かったのは事実で──かつてこの男達に負けたのも事実で──この男の教えを乞こえば、少しでもさらに強くなれるかと思ったのも事実で──

　嘆息。なんにしても、人生は長い。これくらいの回り道はどうということはないと思って、しばらくは、彼の下働きのようなこの生活を続けてみるしかなかった。

「で、そっちはどーなんだよ」

『いよいよ本番、というところだ。むしろ既に始まってしまってる感じだけどね』

　そうだろうと思った。電話口の向こうは、さっきから何やら騒さわがしい。

『残念ながら君は呼ばないよ。毒の餌えさで手て懐なずけているだけの猛獣さんを呼ぶのはさすがに厳きびしそうな気がするからね……大人おとなしく君は君の仕事をしておくように。それでは』

　こちらに釘くぎを刺して、通話は切れた。

「ちぇっ……楽しそうじゃねえか」

　不ふ貞て腐くされたように言ってから、そのパーティ会場について思いを馳はせる。どんな参加者がいるのか──少し考えただけで、涎よだれが出そうなほど大変なことになっていた。

　しかし彼女は、涎を出す代わりに不敵に笑う。

　さすがにここは、建前や理性に縛しばられるわけにはいかない。毒の餌を甘んじて食う覚悟を決めよう。仮に自分が何もしなくとも、そこであっさり餌を出す主が死んでしまっても何もおかしくないのだから。そんな無む駄だ死じには許せない。

「まったく……楽しいパーティの場所だけ教えといて招待しないなんざ、いくらなんでもこのあたしを舐なめすぎだと思うがな。かは！」
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　校舎に囲まれた位置にある中庭──

　春はる亮あきは倒れ込むようにして敵の攻こう撃げきを避けながら、それでも言葉を続けていた。

「《十字軍のデイユ・建国旗槍ル・ヴ》は、こないだ領主の車くるま椅い子すに刺さってたよな？　やっぱりあいつのとこに行かなくちゃ駄だ目めなのか！」

「我が発言・あれは《移動領ジルチグラウンド》という『領主の活動を許す便べん宜ぎ上じようの領地』を作るためのものだという意見。この街の《領地化》を行っているのは別の槍やりだと思います……領主の傍そばにあるはずですので、あまり違いはありませんが」

「なるほど。で、どこに行けばいいんだ!?」

「おそらくは校庭の、もっとも大きなテントかと！」

　答えつつ、ン・イゾイーが足ナイフを振るって騎き士しの一人ひとりを弾はじき飛ばす。だがそうして生まれたスペースにも新たな騎士が走り込んでくる。それは虎こ徹てつとこのはが対処した。

　別方向では、

「モード《キリングマシン将まさ門かど》！」

「動け、《怪チユパ物カブラ繃ン・バ帯ンデージ》！」

　黒くろ絵えの髪と錐きり霞かの包帯が絡みついた敵を、フィアが無言で殴り飛ばしていた。武器はないが、人ではない彼女の力で殴られてはノーダメージではいられないはずだ。

　目を惹ひくのはやはり、タシターンと対たい峙じしたときにも使っていた、錐霞の《怪チユパ物カブラ繃ン・バ帯ンデージ》──元々は《ミイラ屋マミーメーカー》時代のアマンダが持っていた、呪のろわれた包帯。どうやら拍ぱく明あきから一方的に渡されたものらしい。軽くアマンダからレクチャーを受けはしたらしいが、それにしても上じよう手ずに扱うものだと思う。《黒くろ河かわ可か憐れん》と形や使い方が似ているからだろうか。

　そんなとき、春亮の横で、声。

「……大人おとなしく君は君の仕事をしておくように。それでは」

「こんなときに電話とか、余裕ですね」

　さっき合流したばかりの理事長に言うと、彼は肩を竦すくめながら答えた。

「今のうちしかできないだろ？　これからさらに電話しにくくなるだろうし」

　当然のように、理事長の横には漸音ぜのんと銃音がのんがいて、それぞれ騎士達と戦い続けている。

　春亮はちらりと視し線せんを動かした。中庭からは、廊下の窓越しに昇降口が見える──だからこそ、まずはここに来てみたのだが。

　昇降口には、流れていく生徒達の姿。いつもの下校風景のように、鞄かばんを持って、友達と話をしながら、ぞろぞろと歩を進めている。潰かい道どうが先程行った暗示のためだ。ちなみにその潰道も「さて……帰るか」とあの後すぐ放送室を出ていった。本当に、彼女自身にも呪いがかかってしまったのだろう。何にしても、彼女には感かん謝しやするしかない。

　それ以外の泰たい造ぞうや渦か奈な、白しら穂ほ達は、《悪魔の大口デモンスムンド》を持って理事長室の隠し部べ屋やに戻っている。春はる亮あきとしては脱出してほしかったのだが、まだ何かやることが出てくるかも、ということで押し切られたのだ。無む論ろん、白穂や千ち早はやはぶーぶーと文句を言っていた。

　春亮と同じように、下校する生徒達の様よう子すをちらりと見たフィアが、拘こう束そくされた騎き士しの一人ひとりをまた殴り倒しながら言う。

「それにしても……奴やつらが生徒達にちょっかいを出すことがなくてよかったな！」

「わたし達がここで暴あばれているから、余計なことに手を回す余裕がないだけかもしれませんよ！」

「同感だ……馬ば鹿かげたことだが、一いつ旦たんこうなってしまった以上、もう隠れるわけにはいかない。むしろ派は手でに暴れて前進するしか道はないぞ！」

　元々、《悪魔の大口デモンスムンド》の暗示で生徒達を人ひと質じちにしようとしていた奴らだ。その暗示が解とかれ、勝手に生徒達が帰り始めたことで何が起こるかは未知数だった。生徒に直接的に刃物をつきつけるような、典型的でミニマムな脅迫をする騎士がいないとは言いきれなかったのだ。しかし今のところは、状況的な問題かプライドの問題か、そんな事件は起こっていない。既にフル戦せん闘とうモードのこのは達であれば、そんな悠長なマネをした瞬しゆん間かんに天てん誅ちゆうを下すことができると思うが──何にしても、そんな状況は避けられるなら避けるべきだった。

　つまりは、錐きり霞かの言う通り。

　自分達は、敵がこちらの迎げい撃げき以外の行動を取れなくなるほどの全力で、ここから前進し続けるしかないのだ。

「しかし、これは……数が多いねぇ。うちの髪もちょっとお疲れ」

「同感や。ダルいにも程があるわ～」

「文句を言う前に手を動かしてください、お姉ねえ様さま」

　だが、前進するといっても、行く手を阻はばむ者達は多い。いくら倒しても倒しても、騎士達はどこからか現れて襲おそってくる。しかもその一人一人が《騎士領化》の影えい響きようで強化されているのだ。簡かん単たんな相手ではなかった。

　春亮は中庭の時計とけいを見上げる──既に一時になろうかという頃ころ合あいだ。

　ぶるりと身み震ぶるいした。タイムリミットは二時。つまり、もはや相手側は限度の八割から九割ほどのパワーアップを受け取っているということになる。

　そして──それ以上に。

　単純に、残り時間の猶ゆう予よがないということに、身震いした。自分達が設定したそのタイムリミットは、最低でも二時までは確かく実じつに大丈夫だろう、という意味のものだ。だから、それを過ぎても厳げん密みつにはロスタイムがあるのかもしれないが……それは、数秒なのか、数分なのか。とても当てにできるようなものではない。

　残された時間が、およそ一時間しかないのは変わりなかった。たったの一時間。失敗はできない。やり直しはきかない。機き会かいはこの一度しかないだろう。

　騎き士し領りようの企たくらみを阻止して。

　あそこにある、自分達の居場所を。

　夜や知ち家けを、守り抜くための機会は──

　無む意い識しきのうちに両の拳こぶしを握にぎり締しめる。その筋肉の伸しん縮しゆくによって、左手の喪失部位に鈍にぶく鋭するどい痛みが発生。それが逆に自分に気合いを入れてくれるような気がした。

　そのとき理事長が、

「こうしていても埒らちが明かない気がする。別れて騎士領の戦力を分散させたほうがよくないだろうか」

「そうするしかないかもしれませんね」

「いい案だという同意を同意します。最後まで全員で一緒に進む必要はなく、この中の誰だれかが最終的に《十字軍のデイユ・建国旗槍ル・ヴ》を破は壊かいしさえすればいい話ですので。大きい群れは獲え物ものを狩りやすいですが、引き換えにどうしても移動速度が遅くなります」

　このはとン・イゾイーがそれぞれ頷うなずく。

「でも、どういう感じに？　正直、わたし達はあまり別れたくないんですけど」

「我が発言・私は私一人ひとりで大丈夫だという主張」

　それに春はる亮あきは僅わずかにギョッとして、

「おいおい、ホントにかよ……」

「何も出会う騎士を全すべて倒す気はありません。領主のテントまで辿たどり着き、《十字軍のデイユ・建国旗槍ル・ヴ》を破壊する。身軽な一人のほうがやりやすいということもあるかと」

　そもそも──ン・イゾイーにはそうする理由があるのだろうか、と思った。拍ぱく明あきが協力してくれたのは、閉じ込められていたン・イゾイーを解放するためだ。ある意味で言えば既にその目的は果たされている。

　それを気配けはいで察したか、ン・イゾイーはちらりとこちらを見て、

「《騎士領化》は、研けん究きゆう室しつ長ちよう国こくにとっても看過できない現象です。我が独断・すみやかに阻止すべきという結けつ論ろん」

「そう、なのか……えと、でもなんか、ありがと」

「感かん謝しやは無用です。すべきことをするだけですので」

　なぜかぷいと顔を背けるン・イゾイー。それから理事長が、

「じゃあ、僕らは僕らで動こう。囮おとりとしての動きになると思うから、三人で充分だ。大人おとな組ぐみの逃げ足の速さを見せてあげるよ」

「え～。ダルいわ～」

「一人で雄お叫たけびをあげながら敵本陣に真正面から突っ込む役目も用意できますが。どちらがいいですか、お姉ねえ様さま」

　そんな感じで、いつもの理事長組で一部隊。つまりは春はる亮あき達の本隊、独立遊ゆう撃げき隊たいのン・イゾイー、撹かく乱らん隊たいの理事長達という三つに分かれることになった。

「……無事でいろよ。お前達」

　フィアが真剣な顔で言う。ン・イゾイーと理事長達はしっかりと頷うなずいた。そして、

「同じ言葉を返したいという希望を希望します！」

「全部が終わったら、またみんなでお茶をしないとねえ。話を聞く限り、その前に理事長室を片付けるのが大変そうだけど！」

　騎き士し達の包囲をぶち抜くべく、それぞれ正反対の方向に突進していった。ン・イゾイーは敵が多いほうへ、理事長達は敵の少ないほうへ。その意味でも正反対だ。

「俺おれ達も──行こう！」

「はい！　春亮くん、充分気をつけてくださいね！」

　このはと虎こ徹てつを先頭に、グラウンドに向かって進み始める。ン・イゾイーと理事長達を追っていったのか、新たに現れる騎士達の数はそれなりに少なくなっていた。しかしそれはさっきと比較すれば、という話で、油断していい状況ではまったくない。

　中庭を数メートル進むごとに現れる敵を必死に打ち倒しつつ、さらに前進。目前には左右の校舎を繫つないでいる渡り廊下が見えている。あれを越えれば芝しば敷じきの中庭は終わり、校舎で挟まれているだけの、アスファルトで舗ほ装そうされたなんでもない空間に出る。そこからさらに校舎の端まで進めば──グラウンドが見えるはずだった。

「このは、上から来る！　渡り廊下の二階！」

「拙せつ者しやが！　村むら正まささまは右手のを！」

「黒くろ絵えくん、すまん、突破された！　左だ！」

「モード《カオティック忠ただ盛もり》──とりあえず三階の窓へのダイブをご案内！」

　渡り廊下の直前で襲おそってきた一波をなんとかしのぐ。頭上からの奇き襲しゆうがないのを確かく認にんし、一気に渡り廊下を横断。成功だ。足元の感触が芝から硬いアスファルトへと変わる。

　中庭に向かってきた敵はさっきので一段落ついたのか、軽く背後を気にしてみても追加の敵が渡り廊下や校舎から飛び降りてくるようなことはなかった。やはりン・イゾイー達のほうに人手が割さかれているのも理由の一つか。

　いける。このまま進めば、もうすぐ辿たどり着ける。制限時間も大丈夫だ。ああ、この調ちよう子しなら恐れることはない。どれだけ騎士が来ようと、きっと自分達は──

　と、思っていたときだった。

　前を走っていたフィアの足がぴたりと止まり、春亮は彼女の後頭部に鼻をぶつける。

「うぉっ。フ、フィア……？」

　彼女は振り向かない。このは達も、この場にいる誰だれもが、彼女と同じように足を止めていた。

　息を吞のんで、彼女達が見つめているものを。春はる亮あきも、フィアの頭越しに確かく認にんした。

　絶句する。

　──騎き士し領りようの攻こう撃げきがひとまず止まった理由は。襲しゆう撃げきの切れ目ができた理由は。

　あるいは、ン・イゾイーや理事長達との分散戦術のおかげだけではないのかもしれなかった。

　単純に、その数が、少なくなっていたからなのかも。

　つまり。

「あっ。遅かったですねー、皆さん」

　そこにあったのは、無数に散乱する騎士達の死体と。

　その中心で、返り血を浴び、それでも笑顔えがおでこちらを振り返る──穏おん天てん崎ざき切せつ子この姿だった。
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　当然のように、彼女の隣となりにはフォーティーンもいる。蒼あおい鬼火を身体からだの周りに浮遊させ、いつでも射出攻撃を仕掛けてきそうな気配けはい。既にその手には強化された箒ほうきが握られていた。

　切子は今もまさに、一人ひとりの騎士の命を奪ったところだった。彼女が振り返る間際、その目前で喉のど笛ぶえを切り裂かれていた男が、ずるりと大地に頽くずおれる。切子はひゅんと《速度応報カルマスピード》を振るって血ち糊のりを飛ばした。そして独り言のように、

「うん、別にこれ自体も武器として使えないわけじゃないですねー。あんまり硬いところに叩たたきつけるような使い方はできませんけど」

　フィアはそんな切子を睨にらみつつ言った。

「……私達には今、お前の相手をしていられるような暇はないのだ。そこを退どけ」

「えー。それはちょっとできない相そう談だんですよぅ、フィアさんー。せっかく待ってたんですし」

「頼んだ覚えはありませんよ」

「うむ。どうしてもというなら明日あしたとかでどうじゃろう」

　目を細めてこのはが言い、黒くろ絵えもぼんやりと続ける。

「今はお祭りじゃないですか。手当たり次第に遊んではみたいんですけど、やっぱり順番というものがありましてー。まあぶっちゃけ、このままフィアさん達が先に進むと、騎士領の人達に殺されそうな気がプンプンとするわけです。じゃあその前に私達と最後のお手合わせをしてほしいなー、と」

「身勝手な理由だ。馬ば鹿かげている……！」

　錐きり霞かの視し線せんがちらりとこちらを向いた。このは達も同じように視線で問いかけていた。

　春亮もその理由には思い至っている。選択肢は大きくは二つある。戦うか、逃げるかだ。自分達の目的は切子を倒すことではない。たとえあっちが戦いを求めてきても、付き合ってやる義理は──

「あ。えーとえーと、切せつ子こごときが相手では当然なんですけど、無視して逃げちゃったりするのはさすがに寂しいですよぅー。なので、思い出してほしいんですけど、ずっと前のプールのときにフォートが出してたおっきな柱、覚えてますかー？　修理と補強でまた何本も出せるようになってるんですけどー」

「それが……どうした」

　フィアの問いに、切子はにこりと笑って、

「──あれ、派は手でなんで、景気づけに今からどかーんと校舎にぶち込んでみたりしてもいいですよ？　あっちの下げ駄た箱ばこが見えるあたりが一番いいですかね？　別に他意はないですけど」

「なっ!?」

　他意がない？　ふざけるな。

　春はる亮あきは脱出してきた中庭の奥、下駄箱があるほうに目を向ける──それなりに少なくなってはいるが、まだまだ下校途中の生徒達の姿がある。あそこに、もし。かつて切子達と戦ったプールで見たような、その入り口を完全に崩落させていたような、巨大な柱が撃うち込まれたりしたら。生徒達は、ただでは、済まない。

　フィアがぎりぎりと歯は嚙がみする表情になり、

「脅迫、か……卑ひ怯きよう者ものめ……！」

「いやー。切子達はただ、フィアさん達とお手合わせしたいだけなのですよぅ。すぐ済むと思いますから、そんなに意い固こ地じにならずに。こないだは中途半端になっちゃいましたし、ヨワヨワな切せつ子こがヨワヨワなりにどれだけマシになったのか確たしかめさせてください、ってだけなので！」
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　そうだ。騎き士し領りようには、もはや生徒達を人ひと質じちに取る意味はないのかもしれないが──この切子に限っては、そんな論ろん理りは当あて嵌はめられない。彼女はただ、戦いたいだけなのだ。戦って戦って、強くなりたいというだけなのだ。

　狂っているほどの、単純で純粋な、行動原理。

　竜島／竜頭師団ドラコニアンズとしては当たり前の──生態。

「ち……やるしか、ありませんか」

「は。お供いたします。血を見て昂たかぶっております故、加減は難むずかしいですが」

「──実はね。わたしも同じですよ」

　このはと虎こ徹てつが二人ふたり、凄せい惨さんな笑えみを見せて一歩を踏み出す。春はる亮あきはフィア達と共に、逆に後退した。周囲をちらりと見つつ、錐きり霞かが腕から怪チユパ物カブラ繃ン・バ帯ンデージを伸ばし始める。

「あちらをこのはくん達ばかりに任せるわけにもいかない。私と黒くろ絵えくんはこのはくん達の援えん護ごをしなくてはならないが……騎士達がいつ来てもおかしくない。夜や知ち、フィアくん、何かあればすぐ知らせろ」

「……わかった」

　そう答えてから、春亮は隣となりの銀髪を見やる。目を細めて、睨にらむような視し線せんを前方に向けていた彼女の返事は──
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　心しん臓ぞうの奥で不快な何かが蠢うごめいているのを、フィアは感じている。

　視界に見えるのは、赤。切子が作り出した騎士の死体。

　慣なれ親しんだ死と血の臭においに、嘔おう吐と感かんと不快感を覚える。しかし同時に、それに歓喜する何かの存在も感じていた。暴ぼう虐ぎやくの味を求めて疼うずくもの。身体からだの奥底、臓器をひっくり返して割り開いて搔かき混ぜて、それでもなお手が届かないほどの深しん奥おうに張りつき潜ひそんでいる闇やみ。

　いくら掃そう滅めつしたくとも、掃滅したことにしたくとも、その寄生虫じみた存在の鼓動は不吉に根幹の細胞を震ふるえさせているのだった。

　そう、それは。

　依然として──確たしかに──在る、のだ。

　だから一いち抹まつの不安がある。制御しきれない部分が自分の中に残っているのを、感じる。

　今は無関係な騎士達だから耐えていられるが、もしあの血が、死体が、見知った誰だれかのものとしてこの目に捉とらえられたなら──

（負ける……ものか）

　奥歯を嚙かんで、フィアはその想おもいを強く胸の中に刻み込んだ。

　僅わずかな不安があるのは認めなければならない。だが、それでも、それに打ち勝つ決意と覚悟を持って、自分はここにいるのだ。そう簡かん単たんに飲み込まれてなどやるものか。

　第一、味方の誰だれかがそうなるような最悪の事態は現実には起こらない。自分は武器を持たない。もしものときの頼みは日に本ほん刀とう達に伝えてある。だから、大丈夫だ。大丈夫だ。大丈夫だ。大丈夫だ。大丈夫だ。大丈夫だ。きっと──大丈夫、だ。

（……うん）

　その言葉を繰くり返していると、ふっと胸が軽くなった。

　本当に、大丈夫だと思える。イメージというのは大事だ。自分が考えるべきなのは、一滴の些さ細さいな不安なんかではなく、眼がん前ぜんいっぱいに広がる大おお海うな原ばらのような希望なのだと思った。

　心配はいらない。何も心配する必要はない。

　求めているものは、もう、すぐ近くにある。

　そう──

　今日きようを乗り切れば、自分はずっと、春はる亮あきと一いつ緒しよにいられるのだ。

　その幸せが目の前に見えているのだから、後はただ、顔を上げて歩き続けるだけだった。
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　彼女の返事は──それが返ってくるまで、一呼吸ほどの間があったが。

　自然な口く調ちようの、落ち着いたものだった。

「ああ、任せておけ。私は攻こう撃げきより防御のためにおるのだ。その役目くらいは果たす」

　そうだよな当たり前だ、と春亮はほっとする。今のフィアは、闘とう争そう本能に負けて無む闇やみにつっかかるようなことはしない。無理せず自分にできることを考えている。

「ていうか、いんちょーさんのほうこそ気をつけてな。確たしか、あいつら──」

　錐きり霞かは油断なく切せつ子こ達を見据えたまま、小さく首肯。

「覚えている。フォーティーンが撃うち出すアイテムを受け止めて速度を溜ため、巨大斬ざん撃げきを放つ……自家発電のような戦法だな。厄やつ介かいだ」

「ふむ。まあでも、大威力の技は隙すきも大きいってのがセオリーよ？　ゲームでは」

「黒くろ絵えさんの言う通りですね。あれも例外ではないでしょう」

「それ以前に、撃たせなければよいのです。あの家とやらは拙せつ者しやが！」

　虎こ徹てつがフォーティーンに突っかかっていき、では、と遅れてこのはが切子に向けて間合いを詰める。弾を撃たせまいとする虎徹の攻撃を、フォーティーンは下がって回かい避ひ。虎こ爪そうで箒ほうきが破は壊かいされるが、構わず新たな得え物ものを召喚。その物もの干ほし竿ざおを振るいつつ、二つの煉れん瓦がを切せつ子こに向けて射出した。

　しかし切子は太たい極きよく拳けんのような動きで手しゆ刀とうを繰くり出すこのはと相あい対たいしている。《速度応報カルマスピード》で受け止めるが、速度は溜たまらない。演武のように絡み合う二人ふたりの武器。どちらに当たっても構わない、とばかりにそこにフォーティーンの煉瓦が飛んでいくが、

「怪チユパ物カブラ繃ン・バ帯ンデージ！」

「モード《クッショニング宗むね盛もり》！」

　錐きり霞かの包帯と黒くろ絵えの髪が受け止める。黒絵の髪はそのまま切子に絡みつこうとしたので、切子はそれを《速度応報カルマスピード》で普通に断ち切って飛とび離はなれた。その隙すきにこのはは再び間合いを詰めている。

「ほほーう、なるほどー。さすがはこのはさん達、すぐ対策してくるんですねー。ではパターンを変えましょうか」

「……なんですって？」

　刹せつ那な、二人が同時に一段階、動きのギアを上げた。素早すばやく移動し、目まぐるしく位置を入れ替える。虎こ徹てつやこのはもそれを追う。

「騒がしくあれ《polter》──霊よ《geist》！　霊よ《geist》！」

　両開きの扉を押し開くような動作で、フォーティーンが二本の物干し竿を召喚、射出。その飛行を錐きり霞か達が阻止することはできない──それは切子やこのは達の身体からだではなく、横の校舎に向けて放たれたものだったからだ。左右の校舎それぞれの外がい壁へきに突き立つ物干し竿。

　くん、と切子が進行方向をそちらに変える。《速度応報カルマスピード》を揺らしながら。

　そして──あのときのプールで、水面を移動する足場にしていたのと同じように。走り込んできたフォーティーンと切子は同時に左右の竿を蹴けって跳んだ。

　空中で一いつ瞬しゆん、二人の身体が重なるようになり──

　切子の姿だけが消える。

「っ……!?」

　眉まゆを顰ひそめる虎徹に、空中で二本の箒ほうきを生み出したフォーティーンがそのままの落下軌道で斬ざん撃げきを叩たたきつける。両腕を頭上でクロスさせてそれを受け止める虎徹──だが次の瞬間、このはの鋭するどい声が飛んだ。

「虎徹！　気をつけなさい、もう一人はそこにいます！」

　その声と同時、虎徹と得え物ものを拮きつ抗こうさせていたフォーティーンのマントの下に、突如として切子の姿が現れる。そこは虎徹の腹下、フォーティーン以上の肉にく薄はく位置だ。しゃがみ込むような姿勢から、《速度応報カルマスピード》が一いつ閃せん。

「ぐっ──」

　顔を顰しかめて虎徹が飛び離れる。脇わき腹ばらの服が破れ、目立つ色が滲にじんでいた。

「お、おい！」

「情けない声を出すな。たいした傷ではない……」

　こちらに答えつつも、油断なく前方を見据える虎こ徹てつ。そこでは切せつ子こが膝ひざを伸ばして立ち上がっていた。

「いやー、さすがに一いち撃げきでは決められませんね」

「村むら正まささま。あれは──」

「《家》であるフォーティーンの中に一いつ瞬しゆんで入って、また出たのでしょう。小手先の目くらましとしか言いようがありませんが」

「あれー、そうですかー？　上う手まく使えば意外にいけると思ってるんですけどー」

「霊よ《geist》！　霊よ《geist》！」

　小首を傾かしげる切子の横、フォーティーンは再び横の校舎に向けて物もの干ほし竿ざおや鉄柱を撃うち放っていた。一本や二本ではない。ずどどど、と串くし刺ざしにされる校舎。切子達はまた跳ちよう躍やくし、そうして作り出した足場に降り立つ。そして次に、アスレチックのようにそれらの間を飛び回り始めた。足場として蹴けるだけでなく、鉄棒競きよう技ぎのように手で物干し竿を摑つかんで回転する切子。フォーティーンは移動している最中にも新たな物干し竿を射出して足場を増やす。

「退屈させるのもあれなので、どんどんいきますねー！　小手先って言われないように頑張ります！」

「本当に曲芸師のようになってきましたね。下へ手たな芸に払う金はありませんよ……！」

　頭上で跳ね回るピンボールじみた二人ふたりの動きを見上げ、一同は身構える。

　フォーティーンが煉れん瓦がを射出。こちらに向けて二つ。このは達は素早すばやく回かい避ひするが、同時に空中の切子に向けても三つが放たれていた。《速度応報カルマスピード》で吸収される。さらに同じようなことが何回か繰くり返された後、二人の身体からだが空中で重なったタイミングで、またフォーティーンのマントがはためいて切子の姿が消えた。

　何本かの足場を経由して、フォーティーンが先刻と同じく襲おそいかかってくる。このははその攻撃を受け止め、マントに潜ひそんでいるであろう切子の追撃に警けい戒かい──

「さては、ゼロ距きよ離りからの、剣風っ……」

　はっと気付く。春はる亮あきは慌てて叫んだ。

「違う、このは、真上だ！」

　フォーティーンが最後の足場として使った一本──そこに切子の姿がある。フォーティーンが落下攻撃を加える一瞬前に、彼女の身体だけをそこに残して出現させたのだろう。切子は既に恍こう惚こつと赤らんだ頰ほおで、剣を大きく振りかぶっており、

「応・報──せよッッッ！」

　垂直に叩たたきつけられる、瀑ばく布ふのごとき巨大剣圧。

　それを当然ながら予期していたフォーティーンに一瞬だけ遅れ、このはもその場から飛とび離はなれる。それでもタイミングはギリギリだった。そして自分達も無関係ではいられない。

「春はる亮あき、離はなれろっ！」

　フィアがこちらの身体からだを押してくる。勿もち論ろん、抵抗せずに足を動かした。打ち下ろされる斬ざん撃げきの影えい響きようがここまで届かないとは言えない。あの攻撃は余波ですら脅威だ。フィアと共に、慌てて間合いを開けた刹せつ那な──

　縦たてに繰くり出された斬撃が、このはの身体を掠かすめるようにして、彼女の今までいた場所を直撃した。鼓膜が痛くなる轟ごう音おん。髪が風圧で巻き上がり、それどころか身体自体もぐらついて尻しり餅もちをつく。飛び散る何かの欠片かけらがびちびちと身体に当たってくる。痛い。痛いといえば咄とつ嗟さに手をついてしまった左手にも、その喪失箇所にびりりと痛みが走った。

　次に目を開けて見えたのは、無残に割れてめくれ上がったアスファルト。飛んできた小石で切ったのか、フィアの頰ほおには薄うすく血が滲にじんでいる。手の甲でそれを拭ぬぐい取るフィアの視し線せんの先、このはの近くにいた四人の被害は自分達以上だ。怪け我がはないようだが、錐きり霞かと黒くろ絵えが絡みあうようにして吹っ飛んでいる。虎こ徹てつが顔を歪ゆがめて膝ひざをついている。中でも、最も被害が大きく見えたのは──

「く、うっ……！」

「このは！」

「平気、ですっ……」

　間一髪でかわしたと見えたが──掠っただけで、このはの肩は大きく裂かれていた。虎徹以上の鮮あざやかな色。それをこのはは冷たい目で一いち瞥べつし、ふうと一息。臓ぞう腑ふの奥に何かを押し込め、垂れ下がっていた服の袖そでを冷静な態度で引き千切って動きやすくした。その動作からは、それほど実際のダメージがあるようには見えないが……このはがこれだけ大きく身体からだを傷つけられるというのはそうそうないことだ。しかも直撃したわけでもないのに。

　左右の校舎と渡り廊下の側面に何本も刺さった、物もの干ほし竿ざおや鉄てつ芯しんの足場。

　そこに立って、切せつ子ことフォーティーンがこちらを見下ろしていた。

「いやあ……あれをかわしますか。やっぱり素す晴ばらしいですね！　楽しいです！」

　あっけらかんと言う切子に、身を起こした錐きり霞かとこのはが眉まゆを寄せて呟つぶやく。

「ちっ。楽しいどころか、馬ば鹿かげた威力だ……！」

「それを溜ため時間短く、自由自在な角度で撃うっていくのが向こうの戦術ということでしょうね。地の利を最大限に生かして……」

「はい、その通りです！　ヨワヨワながらも、やっぱり切子達のいいところはコンビネーションだと思うので！　足場を増やしたり消したり、切子自身も出たり消えたり、三次元的にやらせていただきますですよー」

「切子はもともと動きが速い。だがそのせいで攻撃が軽いという弱点があった。得え物ものの問題でもある。しかしそれは《速度応報カルマスピード》を手に入れたことで解決した……昔のオレ達と一いつ緒しよだとは思わないことだ」

「そーですね、《速度応報カルマスピード》のおかげもありますね！　やっぱり手に入れてよかったと思う相性バッチリさ！　というわけでこれでいける限りチャレンジしていこうと思いますので、もうしばらくお付き合いをよろしくです！」

　そして──草食動物を囲んだ捕食者の群れが、ゆっくりと獲え物ものの体力を奪おうとするかのように。反はん撃げきの心を挫くじこうと威圧するかのように。

　二人ふたりは校舎の元々の出っ張りや雨どいも利用し、春はる亮あき達の頭上を飛び回り始めた。フォーティーンの鬼火が煌きらめけば、放たれたものが切せつ子この剣に速度の材料として蓄えられ、あるいは校舎の壁かべに新たな足場を作り出し、またあるいはこちらに向けた直接攻撃として物品が降ってくる。そして切子の姿が消えればまたフォーティーンのマントの下から現れる。彼女の直接攻撃に乗じるために至近で出てくるときもあれば、それに対する読みをフェイントにして遠えん距きよ離りで出てくるときもある。位置関係を把握するのがひどく忙しい。

「このっ……！」

　業を煮やしたこのはが跳ちよう躍やくし、彼女達と同じように物もの干ほし竿ざおの足場に乗る。そこからフォーティーンに向けて跳とび蹴げりを繰くり出そうとするが、その一いつ瞬しゆん前──彼女のマントに入っていた切子がそこから解放され、ふわりと地面に着地。彼女の息は既に荒く、目も潤うるんでおり、

「応報！」

「っ！」

　このはは咄とつ嗟さに、その瞬間に乗っていた足場に刃やいばの切れ味を走らせたようだった。切断された足場と共に自由落下し、下方から放たれた切子の斬ざん撃げきを辛かろうじて回かい避ひ。眼鏡めがねをぎらりと光らせて呻うめいた。

「上から下から、ちょこまかと……！」

「あ、誤解ないように言っておきたいのですが、逃げ回るつもりはないですよぅー。空中戦はあくまで切子達の攻撃の一バリエーションだということで。流れに応じて地上戦もしたりしなかったりですから」

　春亮は歯は嚙がみした。自分にとっては、既に切子達の動きを目で追うことすら難むずかしい。

《呪のろわれた家》であるフォーティーンそのものの戦せん闘とう力りよくに加え。

　自分達の都合で増減できる周囲の足場を、つまりは三次元空間を──いや、フォーティーンの中に入ってタイミングや位置関係を狂わせることを考えれば、四次元か──四次元空間を支配する、二人の絶対的な信頼関係から生み出されるコンビネーション。

　そして、一撃必殺の威力を備えた、《速度応報カルマスピード》による超破は壊かい力りよくの巨大斬撃──

　それらが、今の、切子達の。

　強さなのだ。

　……勝てるか？

　自分達は、あれに──勝てるか？

　漠然とした不吉さを身の内に抱かせる、きりきりと心しん臓ぞうが引き絞られるような感覚。

　さらに、思い出すことがあった。

　時間だ。

　携帯を開いて確かく認にんするような暇はないが、タイムリミットは残り一時間足らず。こんなところで足止めをくらっている場合ではない。一刻も早く前進せねば、校庭に行かねばならないのに──

　しかし、こっちの気を知ってか知らずか、切せつ子こはにへらと笑って言うのだった。

「とにかくですね、思いっきり動いて楽しみましょうってことなのです！　遊び相手として全力を尽くしますので、そちらもどんと全力で来てくださると嬉うれしいです──ヨワヨワな切子はまだまだヨワヨワなので、がっかりさせちゃったら申し訳ないんですけど！」

　脂汗を垂らしながら。

　噓うそつけ、と春はる亮あきは思った。
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　理事長達は学校を囲む塀に沿うようにして進んでいた。

　足を止めて、振り返る。

「──来ると思っていたよ」

「そうか？　まあ、長い付き合いだからな」

　こちらに襲おそいかかろうとしていた騎き士しを、ついでとばかりにその足元に這はい蹲つくばらせて。

　マクシミリアン・ペンドラゴンは悠然とそこに立っていた。身に纏まとうは《死し骸がい鎧がいリコンガロワ》、右手の甲には《忠義を届けグランオーリし折れ槍・スピア》……完全なる戦せん闘とう態勢。

　彼はにやりと笑って言った。

「退ひく気は？」

「答えはわかっているんだろう？　彼らのところに行かせるわけにはいかない。ストーカー行為に目覚めてしまった危険な親友には、これ以上罪を犯してほしくないんだ。黙だまって見ているなんて無理だよ……幼女を力ずくはいけないね、幼女を力ずくは」

　理事長が肩を竦すくめて言うと、漸音ぜのんと銃音がのんの二人ふたりがその前に進み出た。

「やれやれ、また昨日きのうみたいな時間の無む駄だ遣づかいをさせるつもりか。いくら久しぶりだっつっても、お前らと遊ぶのも飽きた。今日きようは昨日と同じようには付き合わねえぜ。悪いが本気で──っ？」

　硬質な音。

　ペンドラゴンがグランオーリの刃やいばを顔の前に持ち上げていた。遅れて、それによって弾はじかれた──高速で飛来してきたナイフが、後方の地面に落ちる。

　理事長は、じっとペンドラゴンを見つめる。指先の震ふるえる手を、身体からだの軋きしみを、脂汗と共に自覚しながら。

「昨日きのうとは違う……三対一、だ」

「やる気かよ、ガブリエル。どこが悪いとも言えないくらい、全部がイカレちまってるんだろ？　そんな身体で意地を張ってもいいことはないぜ」

「意地？　ふむ……」

　スーツの下に手を入れて、ホルダーからさらにナイフを抜き取る。久しぶりの感覚だ……そしておそらく、これで、最後の。

「今、意地を張らなくていつ張るんだね。この先にいるのは僕の生徒達で──ここは僕の学校だというのに！」

　パターンを変えて、連続投とう擲てき。何本も同時に。流れるように。翼つばさを形作るように。一本の剣のように。ナイフの陰にナイフを重ねるように。相手が弾はじく角度を計算し、それが別のナイフの軌道を変えるように。技術の粋を尽くした投擲。その技術の大半を教え込んだ漸音ぜのんも一いつ緒しよに攻こう撃げきをしかけた。

　さすがのペンドラゴンも、急所を狙ねらった刃やいばの群れに対しては平然と立っていることなどできない。グランオーリで弾きながら足を動かす。リコの装甲は確たしかに急所を守るが、そうして変化する装甲の厚みを逆に予測して第二、第三の刃を飛ばすのだ。自分達が相手ではその装甲のみに頼ることなどできない──それでも鎧よろいは鎧、投げナイフ使いにとって面めん倒どうなのは確かだったが。

「はっ……弟子ともども、腕そのものはあんま落ちてねえみたいだな」

「そう言ってくれると嬉うれしいね」

　身体の芯しんを走る激げき痛つう。筋肉があげる悲鳴。指先の痙けい攣れん。それらを必死に隠しつつ、理事長は言う。しかし竜の目が獲え物ものの弱みを見逃すことはなく、

「だが、それがいつまで保もつかな」

「まったくやで。休み休みやる言うてもどれだけ続くんかいな、と……んで、その休み休みの時間を稼かせぐおねーさんの仕事も増えそうやしな。ああ、ほんま、ダルいわ……」

　ぶらぶらと剣先を揺らしつつ、脱力した姿で銃音がのんも前に進み出る。彼女だけが先代から受け継いだ、対最強剣術とでも言うべき曖あい昧まいの剣──虚きよ晦かい剣けん。結局のところ、彼女が最大の戦力であることは変わらなかった。

　理事長は深呼吸し、再びナイフを構える。忘却の彼方かなたへと押し込んだはずのその感覚に、不ふ思し議ぎな懐なつかしさを覚えなくもなかった。けれど、あのときには横に彼女がいた。あるいは、携えていたのはナイフではなく彼女だった。どこへ投げても必ず帰ってくる槍やり。遠くから投とう擲てきすればするほど威力の増す槍。《騎士トリ道へーズの大ン・ピ逆者アサー》……

「どうして」

「……？」

　声を発したのは、ペンドラゴンの右手。グランオーリだ。

　彼女が自主的に言葉を発することは珍しく。ペンドラゴンもその言葉を止めようとはせず、ちらりと視し線せんを右手に向ける。

「その姿は、幸福に／不幸に……懐なつかしすぎるのでございます。どうして、貴方あなたの隣となりにリズがいないのでございましょう」

「──ロンに破は壊かいされたからだ。君だって知っているだろう」

　それが、彼女の求める答えでないことだけはわかっていた。だが、そう答えざるをえなかった。

「では、どうして……」

　言葉を続けようとした彼女が、そこで口を噤つぐむ。頭を搔かきつつ、ペンドラゴンが右手の刃やいばを左手の甲で叩たたいた。子を見る親のような、静かな目で、

「言いたいことがあるなら言っとけ。ンな機き会かい、もうねえかもしれねえぞ」

　グランオーリの嘆息が聞こえる。彼女はあまり感情を表には出さない。しかし感情がないわけではないことは知っていた。当然だ。彼女も、長い時間を共に過ごした──旧友と言ってもいい存在なのだから。

　だから、その声の中に、悲しさがあるのがわかって。

「では、どうして……そこに。私がいないのでしょう」

　一度、強く目を瞑つむって。

　理事長は答える。

「──君はリズではなかったからだ」

　同じだった。正解ではないが、そう答えるしかなかった。

「そうでしょうね。でも、同じ槍やりでした」

「ああ」

「私がずっとリズに嫉しつ妬としていたと言ったら、貴方は信じますか」

「君がそれを望むのならね」

「狡ずるい／正直な人……」

　再度の吐息。

「貴方の隣にいるのは私ではなかった。けれど、私が傍そばにいる可能性もあった。リズと共に。リズの代わりに。傍にいられたのに、傍にいられなかった。その矛む盾じゆんが、私という矛盾を揺るがしたのでございます」

「よく……わからないね」

　ペンドラゴンの右手がゆっくりと持ち上がり、グランオーリの刃が理事長の姿を映す。それはきっと、彼女が真正面から理事長を見つめたのと同じだ。

「どうして、リズが壊こわされる前に。貴方あなたはロンを倒せなかったのか」

「彼が強かったからだ」

「そして、貴方がその強さの凌りよう駕がよりも、リズの呪のろいのことを考え続けていたからですね」

　使い手を貫くという、リズの呪い。それを気に病んでいた彼女。泣いていた彼女。そうだ。自分はあのとき既に、強い相手よりも──彼女との別れの予感に、戦せん慄りつするようになっていた。

　声音を変えず、彼女は続けた。

「どうして、リズが壊された後、貴方はロンを倒さなかったのか」

「その理由を失ったからだ」

「そして、絶望という短絡的な誘いに乗って逃げたからですね」

　呪いが限度を超えたリズにこの胸を貫かれ、目覚めたときには全すべてが終わっていた。胸中には傷きず痕あとと虚無しかなく、戦う意志など微み塵じんもなかった。だから自分は、竜島／竜頭師団ドラコニアンズを抜けたのだ。心の中に一つだけ残った欠片かけらが、もう一度リズに会いたいという願ねがいだったから、それだけを目的に生きようとしたのだ。

「貴方が、逃げずに。負けずに。ロンを倒していれば。未来は／過去は違っていました。だから。だから私は──」

　ペンドラゴンの右手で、その刃やいばが煌きらめく。

「貴方の弱さを、憎んでいるのでございます」

　理事長は、息を吞のんで。

　それから、諦てい観かんに満ちた声で、笑った。

「はっはっは。確たしかにそうだ。僕の弱さは、昔も今も、いろんな人に迷惑をかけている。申し訳ないね」

「そうやって……強いふりを、しないでくださいませ。不快でございます」

　強いのか？　弱いのか？　彼女達はまだ、そんな言葉に縛しばられている。それが少しだけ寂しくなった。

　理事長はちらりと二人ふたりの部下を見て、

「というわけで、どうやら僕は憎まれているようだ。すまないがそのぶん、攻こう撃げきが激はげしくなるかもしれない。よろしく頼む」

「……毎度のことです」

「言うまでもないことを言われるのって、何よりもダルいわ～……」

　自分についてきてくれる部下達の、リスペクトがあるのかないのかわからない言葉と。

「さて……だいたい話は終わったみたいだな」

「あーもう、長いうえにつまんなかったし！　責任とれよグランオーリ！」

「……謝しや罪ざい／無視します。後はただ、凌りよう辱じよくのごとき一方的な勝利を生むだけでございます」

　近付いてくる《最強》の姿に──

　理事長はもう一度、笑う。

　たとえどんなに状況が苦しくとも。冷や汗と不吉な予感が消えなくても。笑う。

　強さとか弱さとかではない。

　子供達を守ろうとする大人おとなは、きっと、そうでなくてはならないのだ。
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　ペンドラゴンにも退ひく気はなかった。

　どうしても、進まねばならない理由がある。なんとしてでも。

　すべきことが、ある。

　それを邪じや魔まする者がいるなら──無む論ろん、排除するだけだ。たとえ顔見知りであろうとも。旧友のごとき存在であろうとも。

（しかし……ウゼェな）

　けっして強くはない。強さだけで言えば、確かく実じつにそこらの騎き士しのほうが強い。

　ただ、面めん倒どうなのだった。昨日きのうと同じく、銃音がのんの虚きよ晦かい剣けんがこちらの攻防の動作を打ち消す──強制的な《引き分け》が導みちびき出される。のらりくらりと。

　それをなんとか乱そうと動きに変化を加えるが、漸音ぜのんと──そしてここぞというときに世せ界かい橋ばしがナイフを投とう擲てきしてくる。さすがに無視はできない。その対処をしているうちに銃音が体勢を立て直す。

　じりじりと、時間と体力だけが消費されていく。それは向こうも同じだろうが……あちらにとってはそれこそが狙ねらいだ。この自分を前進させないこと。時間と体力を使わせること。それだけを求めている。端はなから勝つことなど考えてはいないのだ。

「さて、どうすっかな……」

「うわー、まいったぁー、って降参してみるのはどうやろ。しかもそれを竜りゆう島とうに放送すんの。するとあらビックリ、第一位を倒した美人保健医さんの人気がうなぎ上りに」

「まさかとは思うが、師団長になりてぇのか？」

「嫌いやに決まっとるやろ。ダルすぎる」

　喋しやべりながら、渾こん身しんの力でグランオーリをコークスクリュー気味に捻ねじ込む。まともに喰くらえば腹に穴が開く──どころか、即座に上半身と下半身が分かれて不ふ思し議ぎはない。しかし銃音は巧たくみに剣の腹を使ってその衝しよう撃げきを吸収。拳こぶしの回転力のために、空中で側転する念の入れようだ。その着地に追つい撃げきをかけようとするが、やはり漸音と世界橋が無数のナイフを投げてその動きを封じてくる。

（ち……）

　銃音がのんの虚きよ晦かい剣けんとて、永遠に続けられる技ではない。楽をしている動作に見えるが、それは見かけだけ──全身を末端まで支配し、理解し、そして制御するには想像以上の体力を必要とする。精神力の消耗まで含めて考えれば尚なお更さらだ。同じ時間、何も考えず剣を無茶苦茶むちやくちやに振り回していたほうがまだ楽だろう。

　彼女とて疲労はする。しかし世せ界かい橋ばしと漸音ぜのんの後こう衛えい援えん護ごにより、一いつ瞬しゆんの休息で体力を回復するというルーチンが既に出来上がっているのだ。限界はまだ訪れまい。

　ペンドラゴンは、銃音の技術が昨日きのうよりも僅わずかに洗練されているのに気付いていた。死地での戦いはいかなる鍛たん錬れんにも勝る。昨日のことでかつての記き憶おくを思い出し、そしてまた成長している──もったいない素質だ。ロンの見込みは正しかったということか。

　結局のところ。

（今のこいつは……過不足なく、虚晦剣の使い手として完成している。その完成度が崩れない限り、こいつの虚晦剣は凌りよう駕ができないだろう）

　認める。だがそれは敗北宣言などではない。当然だ。そもそも自分の中では、これは戦せん闘とうなどではなく──面めん倒どう臭くさい掃除のようなものなのだ。立たち塞ふさがる汚れがある。拭ぬぐわない限り次の場所には進めない。

（では、その過不足ない完成度を崩してしまえばいいわけだ。何かを消してやるか、あるいは……）
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　今度は威力ではなく速度重視の連れん撃げき。踊るように銃音がのんがそれらを受け流す。

「ダンスみたいだな。今夜連れてけって言うんならいくらでもいいぜ」

「ダルいお誘い……マックス君、そういうのはあんた好みの若い子に言いや」

「ほう。俺おれはお前のこと、嫌いじゃないが」

「あっそう。うちはマックス君みたいにチャラいのはちょっと駄だ目めやな。タイプやない」

「シブくてオッサン臭くせぇのがいいんだろ」

「わかっとるやん」

　そんな軽い話をしていても、動きの精度はぶれない。揺るがない。

　今の銃音は精神的にも強く、安定している。そこから何かを引き算しようというのは面めん倒どうかもしれない。とすると──

（あるいは……余計な何かを足してやるか、だ）

　それは、簡かん単たんな。

　とても簡単な話だった。




　理事長はペンドラゴンが無造作に歩を進めるのを見る。グランオーリの刃やいばが伸びる手甲を突き出し、それを銃音の剣が受け止める。

　そこまでは今までと同じだった。違ったのは、

「……っ!?」

　珍しく、銃音がはっと顔色を変える。彼の拳こぶし、すなわちグランオーリの刃が引っかけるようにして彼女の剣に与えるベクトルは──ペンドラゴンの首筋に向かうもの。

　その予想外の展開に、銃音の身体からだが一いつ瞬しゆんだけ強こわ張ばる。そのまま突き込めば、確かく実じつに彼女はペンドラゴンを殺せる。ペンドラゴン自身がそれを求めて剣を誘ゆう導どうしている。

　だが彼女はそれに逆らった。逆らって、しまった。

　虚きよ晦かい剣けんの自然さとは対照的な──不自然さで。

　その一瞬が、隙すきだ。

　そしてその隙を見逃すほど、マクシミリアン・ペンドラゴンという男は甘くなく。

「これだけやってりゃ、嫌いやでもわかるぜ……お前は、心の底から、本当に、俺の命を奪う気がない。臨りん機き応おう変へん、芯しんがないのが特質の虚晦剣に──そんな芯があっちゃいけねえな」

　銃音の身体が強張った一瞬を利用し、右手首を回転させる。同時、銃音の剣に触れていたグランオーリの刀身が微妙に伸しん縮しゆくし──それだけで、今まで銃音の手に吸いついているようだった剣が真上に吹き飛んだ。

「銃音くん！」

　後先を考えている場合ではない。腱けんが捻ねじ切れる感覚。筋肉が苦く悶もんに呻うめく感覚。それら全すべてを無視し、四肢を全力駆動させて手中の刃を投げ込む。かつて数多あまたの敵を屠ほふってきたのと同じ──手加減のない、速度と威力を最大限に込めた、渾こん身しんの一投。姉の危き機きに反応してか、同時に漸音ぜのんも手当たり次第に投げナイフを投とう擲てきしていた。

　漸音のナイフが横殴りの雨のようにペンドラゴンの身体からだに降る。ペンドラゴンはこちらに身体の左側面を向けている位置関係だ。リコは装甲をそちら側に集中させて防御。僅わずかに遅れ、理事長の投擲したナイフが飛んでいくが──それはペンドラゴンの身体には接触しない。

　その足元を通り過ぎて。

　さっき投げて地面に刺さっていた、別のナイフの柄に当たって跳ね返った。

　反射して、跳ね上がる。

　漸音のナイフの雨を防ぐため、相対的に装甲の薄うすくなった──ペンドラゴンの右側面に。

　刺され。当たれ。せめて、動け。回かい避ひしてもいい。とにかく、銃音がのんへの致命の一いち撃げきが阻止できれば──

　しかしそのとき、理事長はペンドラゴンの身体の向こうに白い肌を見る。

「な……！」

　ペンドラゴンの右手にいたグランオーリが刹せつ那なに人化し。

　死角から跳ね返ってきた理事長の刃やいばを、叩たたき落としていた。

　真っ白な裸身。数えるほどしか見た記き憶おくのない、いつも目を細めている彼女の瞳ひとみ──何かを、憐あわれんでいるかのような。

「ていうか俺おれ、歳としとって意外にダンディーになったってもっぱらの噂うわさだぜ。血も繫つながってねえのに、どっかロンに似てきたって言われたりな。だから……」

　グランオーリの刃が離はなれても、ペンドラゴンは構わずその右腕を引き絞る。

　眼がん前ぜんにいる銃音に向けて、馬ば鹿か馬ば鹿かしい、とでも言いたげに笑って、

「俺みたいなのはタイプじゃない？　噓うそつけ」

　銃音も、何かを諦あきらめたかのように、ふっと頰ほおの力を抜いて言った。

「バレたか」

　次の瞬しゆん間かん、拳こぶしを叩き込まれた彼女の身体が人形のように吹き飛んだ。




　そして──当然の帰結。

　奇跡的なバランスで、均きん衡こうは辛かろうじて維持されていたのだ。一角が崩れれば、《最強》に太た刀ち打うちできる道理などない。

　全身を覆おおう激げき痛つうの中、地面にへたり込む理事長は顔を動かす。それが限度だった。指一本動かせない。無理をさせた筋肉、神経、腱けん……全すべてが悲鳴をあげ、その活動を停止している。つまりは死んでいる。領主のように、しばらくは車くるま椅い子す生活だろう──これからも命があればだが。

　銃音は塀にめり込んでいる。吐血したのか、胸元が赤い──胴体に穴が開いていないのが奇跡的だとすら思える。だが骨は確かく実じつに折れ、内ない臓ぞうも損傷しているだろう。当然のように意い識しきもない。微かすかにその髪が揺れているように見えていた。息だけはあると思いたい──希望的観かん測そくからの錯さつ覚かくでなければ。

　漸音ぜのんは近くでうつ伏せに倒れていた。右みぎ肘ひじがおかしな方向に捻ねじ曲がっている。その周囲には砕かれたナイフの残ざん骸がいがきらきらと散っていて、そこで呻うめきながら必死に起き上がろうとしているせいか、その手足や顔には痛々しい血の筋が生まれていた。

　理事長は唾つばを飲み込み、引ひき攣つれる喉のどに力を込め、

「無理はしないほうがいいよ、漸音くん」

「そういう、わけには……参りません」

「いいんだ。君達はここまで充分にやってくれた」

　ここまで。その言葉に込めた意味に、彼女は気付いてくれただろうか。この学校での戦いだけでなく、竜島／竜頭師団ドラコニアンズにいた頃ころから、そして竜島／竜頭師団ドラコニアンズを抜けてからずっと。

　よくもまあ、こんなポンコツについてきてくれたものだ、と思う。

「何の見返りもないのに、ね」

「……本当に、見返りがなければ。何度も出しかけた辞表を、撤てつ回かいしたりは、していません」

「お給料……ってわけじゃ、ないよねぇ」

「言わせる気ですか」

「……すまないね」

　拗すねたような漸音の声に、苦笑する。それだけで喉が痛んだ。息苦しさを感じ──もはや意味はないか、とガスマスクを外す。

　遮さえぎるものがなくなった視界、ゆっくりと歩いてくる人ひと影かげを見つめた。

「やあ。久しぶり」

「よう。久しぶりだな」

　マクシミリアン・ペンドラゴン。あるいはただのマクシミリアンか。

　既に《終わった》ということを示すかのように──全裸の幼女がその肩にしがみついていて、隣となりには豊満な胸を揺らすグランオーリが侍はべっている。

「負けた負けた。やっぱり一度引退した人間が出てきたらいけないな。僕はどうしてくれても構わないが、二人ふたりには温情な措置を求めたいね。僕の無む謀ぼうさのとばっちりをくっただけだ」

「いい女はできるだけ世界に残しときたいって思ってるぜ。たとえ、俺おれじゃない誰だれかに報われない恋をしてる奴やつでも、もういない誰かのことが忘れられない奴でも、な」

　意味深に、片目を瞑つむって笑って、

「最終的には俺の魅み力りよくに気付いていい仲になってくれるかもしれねーし。可能性ってのは大事だ」

「こ、こいつ！　見境ないにも程があるしー！」

　ぽこぽことリコが後頭部を叩たたき始めるが、それを意に介する様よう子すもなく、ペンドラゴンはちらりと視し線せんを動かした。

「見ての通り、実は女性至上主義者な俺おれはこのレディ達には逆らえないんだ。ケツに敷しかれて毎日ヒイヒィ言ってるのさ……というわけで、お前についての処遇も、決めるのは俺じゃねえような気がするな」

「……私が決めてもよいのでございますか」

「ああ」

　ややあって、グランオーリが裸身を隠そうともせず歩いてくる。この自分の弱さを憎んでいると断言した彼女。確たしかに自分は弱い。今も負けている。

「やめ……なさい……っ！」

　漸音ぜのんの声が聞こえる。意い識しき的てきに、そちらは見ないようにした。

　何もかもを──甘んじて受け入れるしかなかった。それで満足だった。限界を超えて酷使した身体からだはもう動かないし、漸音達の命だけは助かるというのならば、もう心残りはなかった。

（できる限りのことは、やった。ある程度の時間は稼かせげただろうし……すまないが、後は彼らに任せるしかない、ね……）

　槍やりである彼女の手が。つまりは、人間の肉を容易たやすく貫く力を持った手が、襟えり元もとを摑つかんで。

「……《卑怯者イエロウベリイ》。かつて貴方あなたが呼ばれていた名の通りでございます」

　ぐっと、服の襟を引き千切るほどの勢いで、頭が引き寄せられ──

　そして。

　彼女の唇が、こちらの唇に合わさった。

「っ!?」

　柔らかな感触。吐息の気配けはい。舌の蠢うごめき。

　ややあって、唇が離はなれると──その舌に、二人ふたりの唾だ液えきがつうっと絡んでいるのが見える。

「狙ねらってやったのだとしたら。あまりにも、卑ひ怯きよう」

「……？」

「殺すつもりでしたが、気が変わりました。これを……見せられて、しまっては」

　彼女の指が、こちらの顔を撫なでていた。その頰ほおにあるであろう、竜の目の入れ墨を。

「この《竜ウーンズ》も。髪も。鼻も。耳も……今更、どうして、見せるのですか。あまりにも変わらない。あまりにも懐なつかしい。その懐かい古こが、殺すのは勿もつ体たいないと叫ぶのです。だから」

「だから？」

「だから、貴方は戦利品とします」

　笑いの衝しよう動どう。全身から力が抜けそうになる。

　彼女は強く、自分は弱い。自分は既に、彼女のものにされてしまったのか。

「拒否権は……ないのだね」

「はい。貴方あなたには、生きていてもらわなければ困るのです」

　身を離はなして、彼女は立ち上がり。

　その稀き少しような瞳ひとみでこちらを見下ろしながら、それ以上に稀少な微笑で言った。

「私は、貴方を──心から。愛して／憎んでいますから」

　矛む盾じゆんを孕はらんだ槍やりの、矛盾を孕んだ言葉。それはとてもわかりにくく、しかし同時にわかりやすい。それも矛盾。

　はは、と理事長は掠かすれた声で笑い、そして笑った拍子に全身の力が消きえ失うせた。ずるりとバランスを失い、背中が地面に触れる。瞼まぶたもひどく重い。頑張って開けていても、空しか見えない。

「では──すべきことを、済ませてまいります」

　そんな声と、離れていく足音。

「……処遇は私に決めさせると。何か文句がございますか、マスター」

「はっはー。ねえよ」

「グランオーリだけが満足げなのでむかつくぞ！　おいマクシミリアン、ここは頑張って働いたあたしにも褒ほう美びを与えるところだと思うし！　つまり、その、おんなじ満足感をだな！」

「はいはい、チューな」

「今はそんな場合ではないと思うのでございますが」

「むにに、こら邪じや魔ますんなグランオーリ！　おっぱいおばけ！」

　勝者が騒さわがしく立ち去っていく。

　近くで、漸音ぜのんがぽつりと呟つぶやくのが聞こえた。

「……浮気うわき者もの。リズさんに言いつけるべきことが、一つ増えました」

　いろいろな意味を込めて。

　勘弁してほしいね、と呟きを返した。
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「はっ……はぁっ……！」

　息が休まらない。春はる亮あきは震ふるえる膝ひざを叱しつ咤たするように拳こぶしで叩たたいた。まだ動きを止めてもらうわけにはいかない。

　足元のアスファルトは切せつ子この巨大斬ざん撃げきとフォーティーンの射出攻撃によって無残な姿になっている。気をつけないとすぐに足を取られてしまいそうだ。そしてここで足を取られるということは──あるいは、死に直結しかねない。

「少し休んでいろ、春亮！」

　流れ弾のように飛んできたフォーティーンの煉れん瓦がを、フィアが手足で叩き落としてくれる。いくらフィアが人間ではないといっても、フォーティーンの弾丸も呪のろいの力で強化されたものだ──それを弾はじく手足も無傷とはいかず、薄うすく血が滲にじんでいた。痛々しさに春はる亮あきは歯は嚙がみする。

　このはと虎こ徹てつも必死に攻こう撃げきを続けてはいるが、切せつ子こ達の速度は圧倒的だった。今まで対応したこともない三次元的攻防。目が追いつかないほどの高速コンビネーション。

　空中でフォーティーンのマントの下から切子が出現、奇き襲しゆうを仕掛けてくる。それを回かい避ひした虎徹が、その隙すきにフォーティーンの箒ほうきの一撃をくらい、真っ逆さまに落下。地面のアスファルトに新たな陥没が生まれた。このはは校舎の壁かべに着地した切子に背後から襲おそいかかるが、その手しゆ刀とうの《速度》は吸収される──唇を嚙んで切子の身体からだを摑つかもうとしたとき、フォーティーンの皿の弾丸が死角から飛来。

「モード《クッショニング宗むね盛もり》！」

　半数は黒くろ絵えの髪がガードしたが、残りはすり抜けてこのはの肩に当たった。顔を顰しかめてバランスを崩す。切子が《速度応報カルマスピード》を振るものの、それは錐きり霞かが怪チユパ物カブラ繃ン・バ帯ンデージを伸ばして牽けん制せい。白い包帯がぱらぱらと切られて舞まう。そして──

「おっと、さっきのこのはさんので溜たまってました──応報、せよッ！」

「ちぃぃぃぃっ！」

　バランスを崩して落下したこのはに向けて、巨大斬ざん撃げき。中途半端な回避になった。避けきれない部分は手刀で迎撃……しかし破は壊かい力りよくが段違いだ。斜めに吹き飛ばされ、横の校舎の一階の窓を突き破った。

「このは！」

「ぶ、無事です……なんとか……」

　割れた窓ガラスの欠片かけらをぱらぱらと身体から降らしながら、このははすぐに戻ってきた。ノーダメージではないのだろう、軽く頭を振っている──が、弱みを見せるわけにはいかないとばかりに、気丈に切子達を睨にらんだ。

　春亮は息を整ととのえつつ、そっと仲間達の様よう子すを確かく認にんする。

　無傷のものは一人ひとりとしていない。フィアもこのはも虎徹も黒絵も。投とう擲てき物ぶつで抉えぐられた肩の肉を治ち癒ゆさせたばかりの錐霞を無傷と言っていいのかは微妙なところだ。

　誰だれもが息を荒らげ、筋肉を引ひき攣つらせ、眼前の強敵を見つめている。

　切子とフォーティーン。《速度応報カルマスピード》──あの小さな剣一本を手に入れただけで、彼女達は変わった。かつて戦ったときよりも、比較のできないほどに、強い。

「おいウシチチ、何か打開策はないのか！」

「あればとっくにやっていますよ。あなたも考えてください……あなたが参加する以外の方法ですよ、勿もち論ろん！」

　このままではジリ貧なのは確たしかだ。春亮は周囲に視し線せんを巡らせる。打開策。何かないか。利用できるものは。自分達を有利にする情報は。

　一点だけ、先程よりも好転しているものを見つけた。

「でも……あれだ。こうしてる間に、だいたいみんな、下校してくれたみたいだぞ……」

「おお、確たしかに。今、あそこの下げ駄た箱ばこを出て行ったのが最後なんかな？」

　黒くろ絵えもちらと下駄箱のほうを見やって言う。錐きり霞かが小さく頷うなずいて、

「……まともに奴やつらの相手する必要はなくなった、ということだな。馬ば鹿かげた脅迫など、もはや聞く必要はない。適当にあしらって先に進めば──」

「ありゃー、そうなんですかー」

　錐霞の言葉を遮さえぎったのは、あっけらかんとした切せつ子この声。フォーティーンと共に、すたり、と地面に降り立ち、

「じゃあ、いよいよ本気でやっても大丈夫ですね？」

「なに……？」

「我慢していたというか、人質を使うつもりがないのに使ったことになっちゃったらカッコ悪いなー、と思っていたというか。逃げられる可能性が出てきたのは困りますけど、その代わりに巻き添えを恐れる必要がなくなったので……ええ、逃げさせないように全力で頑張れ、ってことですよね、フォート」

「ああ。騒そう乱らんを、許可する──霊よ《geist》！」

　不吉な蒼あおい鬼火が、今までよりも複雑に、高速に、魔ま法ほう陣じんじみた残像を描いて煌きらめく。どことなく見覚えがあるような、その動き。

　そして、その魔法陣の中央に、何かがゆっくりと生まれ始めた。

　巨大で、太く、あらゆるものを押おし潰つぶす質量の──柱。

「人ひと質じちがいなくなったから、遠えん慮りよなくこっちに使えるようになったってことですか！」

「くっそ！　気をつけろ、みんな！」

　その圧倒的な気配けはいに春はる亮あき達は身構える。どうする。あれは受け止められるようなものではない。避けるしかない。だがこの場所は縦たてに長く横に狭く、あれだけの巨大物体をかわしきれるか──

　しかしそのとき、ぴくり、と切子が眉まゆを動かすのが見えた。視し線せんは春亮達の背後。

　振り返る──春亮は頭の奥がくらりとする感覚を味わった。

　こちらの後方、渡り廊下の向こうの中庭から悠然と歩み出てくるのは。

「ペンドラゴン……！」

「おーおー、派は手でにやってんなぁ」

　紛れもない、竜島／竜頭師団ドラコニアンズの師団長。その腕にくっついているリコも、隣となりのグランオーリも、なぜか裸だった。なんでだよと思わず突っ込みたくなるが、今はそんな場合ではない。

　挟まれた。前には切子とフォーティーン。後ろにはペンドラゴン。

　絶望的な、状況。

「……どうする、切せつ子こ？　師団長だぞ」

「わー。でもその柱、もう止まらないでしょう？　師団長なら巻き添えとか気にしないでも大丈夫そうですし、このまま行っちゃいましょう」

「わかった」

　対処を考える暇も与えられなかった。フォーティーンに召喚されていた柱は──そのまま、射出される。かつて切子達と戦ったときにも体たい験けんした、彼女の最大威力攻こう撃げき。大砲どころではない、攻城兵器レベルの切り札だ。

　咄とつ嗟さに飛とび離はなれようとしたときだった。捲めくれたアスファルトの亀き裂れつに足を取られ、

「……っ!?」

　転倒する。ぞっとする冷感。この一いつ瞬しゆんのロスは──致命的だ。悟ってしまった。

「春はる亮あき！」

「春亮くんっ！」

　止やめろ、という声すら間に合わない。フィアとこのはがその身で庇かばうように抱きついてくる。舌打ちしつつ、虎こ徹てつが身を翻ひるがえしながら虎こ爪そうを構える。黒くろ絵えと錐きり霞かも逃げる足を止め、柱を受け止める体勢にシフト──受け止められるはずがないのに！

　そしてその頃ころにはもう、避けようもない眼前にフォーティーンの柱が迫っており、

（待っ……！）

　轟ごう音おん。

　地が砕けたような。空が割れたような。

　痛みはなかった。重みもなかった。あるとすれば、それは上にのしかかっているフィアとこのはの温かな身体からだの重みだけだ。

　代わりに、礫つぶてがばちばちと身体に当たっているのを感じる──礫？

　全すべてを疑問に思いながら、春亮が目を開けると。

　そこにはまったく予想外の光景があった。

「ふむ。何かを壊こわすってのは、それだけで意外に気持ちがいいもんだな」

　乳白色の鎧よろいと、右みぎ拳こぶしに槍やりの刃やいば。完全な戦せん闘とう態勢になったペンドラゴンが──

　迫りくる巨大な柱に対して、真正面から、正拳突きを繰り出していたのた。

　その右拳とグランオーリの刃が触れた部分を大きく陥没させ、柱は空中で静止している。どういう衝しよう撃げきの伝わり方をしているのか、そのままぴしぴしと罅ひびが徐々に増えていき、崩れて散らばる礫の数が増していき──

　やがて、完全に、砕けた。

「な……!?」

　春亮達は啞あ然ぜんと口を開けるしかない。なぜペンドラゴンが自分達を助けるのか。黒絵の身を案じたのかもしれないが、それなら彼女一人ひとりだけを抱いて逃げれば済む話だ。彼の行動が理解できないのは切せつ子こ達も同じだったらしく、きょとんとした顔で首を傾かしげていた。

「で、どーするんだよ、マクシミリアン」

「何にしてもさっさと済ませてほしいものでございます。戦利品が待っていますので」

「あーあー、わかってる。ちょっとお前達は黙だまってろ、大事なトコなんだからよ」

　拳こぶしをぶらぶらと振って柱の欠片かけらを落としてから、ペンドラゴンは振り向いた。こちらに無防備に歩いてくる──春はる亮あき達は慌てて立ち上がり、体勢を立て直した。身構えるフィア達。

　しかしペンドラゴンの目的は一人ひとりだけだった。やっぱり、と言ってもいいだろう──一いつ直ちよく線せんに、黒くろ絵えに、向かっていた。

「おっとぉー。予想はしちょったけど、目的はうち……ですね？」

　そうして、じり、と黒絵が下がろうとしたとき。そのぎりぎりの間合いで、ペンドラゴンは足を止め──

　ばっと、その場に、膝をついた。

　首を傾かしげる黒絵の前、ペンドラゴンはさらに、自分の鎧よろいの下に手を入れて何かを取り出す。

　一本の薔ば薇らだった。

　騎き士しのように跪ひざまずいた彼は、大おお真ま面じ目めな顔で、それを黒絵に差し出して。

　真剣な声で──

「人にん形ぎよう原はら黒絵。お前に惚ほれた。俺の女になってくれ」

　切子やフォーティーン、リコ達すらも含めて。

　その場にいたペンドラゴン以外の誰だれもが、同時に、

『……は？』

　という間抜けな音を口から漏らした。




「なな、何だ、こいつは何を言っておるのだ？」

「何の策略ですか、馬ば鹿かにして！」

　混乱する春亮達の前。

　黒絵とペンドラゴンだけが、不ふ思し議ぎに真剣な気配けはいで見つめあっていた。その気配に押されるように──春亮達の言葉も止まり、ただ成り行きを見守るだけになる。

　黒絵は静かな表情だった。微かすかな唇の歪ゆがみは、微笑なのか。それ以外の何かなのか。

「ふふ。バラかぁ……ベタベタじゃね」

「女に告白するときはこれだろう。わざわざ買ってきたんだぜ」

「こんなことは言いたくないけど、うちの力が欲しいだけなんじゃないん？」

「強くなるためにお前を欲していたのは認めよう。だが──今は、それだけじゃない。純粋な好意がある。マクシミリアン・ペンドラゴンという一人の男として誓う」

「へえ。どこに惚れたんか聞いてみようかな」

「一番は、最初のきっかけは──笑いながら死に至る覚悟を貫ける、お前の意志の輝かがやきに。それは強さだ。この俺おれにとっても眩まばゆい強さだ」

　それからペンドラゴンは邪気なく笑って、

「他ほかにもいくらでも。俺は好きになった女はどんどんいいところを見つけて好きになるタチだ。お前の艶つややかな髪が好きだし、お前の一ひと筋すじ縄なわではいかない目が好きだし、赤ん坊のように滑なめらかな肌が好きだし、可愛かわいく小さな手足が好きだし、舌足らずな声が好きだ」

「むむ。ろりこんさん？」

「前にも言った気がする。俺の守備範はん囲いは幅広いんだ」

　くすり、と黒くろ絵えが息を漏らす。僅わずかな間があって。

　声に僅かな真剣さを加えて、

「うちが言ったことは、覚えちょるんかな？」

「ああ。自由でありたい──だな。勿もち論ろん、最大限尊重する。だが、それでも、俺と共にいれば何かが変わるだろう。何かが強しいられるかもしれない。だから、俺はこう言うしかない」

　黒絵を見つめていたペンドラゴンの顔が、伏せられて。

　つまり彼は、まったく無防備に、その頭を下げて──

「……頼む。お前の自由の一部を、俺にくれ」

　長い、長い無言があって。

　黒絵の小さな手が、そっと、ペンドラゴンの差し出していた薔ば薇らを摘つまんだ。

「……女の子をモノにしようとするときは、何よりもまず、先に気持ちを伝えるべき。うむ、ようやく最初の第一歩をやってくれたねぇ」

　ペンドラゴンは再び顔を上げ、

「俺のことは嫌いじゃない──と、言っていたな。では、答えは？」

「焦らない焦らない。今、ようやく始まったばかりよ……うちとしては、そうじゃね。真剣に考える必要がある、って感じかな」

　今ははっきりと、黒絵は優やさしい微笑を浮かべている。

　ふっとペンドラゴンも鼻から息を漏らした。

「あまりやきもきさせないでもらいたいな。男を焦じらすのは悪女だぜ……嫌いじゃないが」

「薔薇が一本じゃなくて百本の花束じゃったら違っちょったかもしれんよ？」

　冗じよう談だんめかした口く調ちようで、黒絵が薔薇を小さく振りながら言う。

「しまったな。荒事になりそうだから、あんまり多く持ってっても折れるだけだと思ってたんだ」

「足りない九十九本を何かで埋め合わせしてくれたら、その分答えは早くなるかもしれんけど」

「ほう。魅み力りよく的てきな提案だ。しつこい子供の遊び相手を替わるぐらいでいいか？」

「充分じゃね」

　ペンドラゴンは膝ひざを伸ばして立ち上がる。身体からだの向きを変えて。

　切せつ子こ達に、向き合った。

「うわー。やる気出ないし。薔ば薇らとかありえないし」

「人の恋こい路じのために戦う……実に興こう奮ふんする／冷める展開でございます、マスター」

「ぶーぶー言うな。お前達を楽しませるのも忘れねえさ」

　呆ぼう然ぜんとしていた春はる亮あき達に向け、黒くろ絵えが言う。

「というわけで。どうもうちらはせっちー達の相手をしなくてもよくなったみたいよ。行こう」

「い、いや、そりゃいいんだが……」

　胸中にはまだ困惑が残っている。春亮は首を動かし、二人ふたりの様よう子すを眺めた。じっと視し線せんを合わせている、ペンドラゴンと切子。ペンドラゴンは余裕ありげな表情で。切子とフォーティーンは、彼の実力を勿もち論ろん知っているのだろう、最大限に集中した表情──つまりは、こちらへはまったく注意を払っていない。横を走り抜けようとすれば走り抜けられそうだ。

「夜や知ち、とりあえずこの状況は利用するしかない。何にせよ、私達には時間がないんだ」

「そうですね、同感です。戦う必要のない相手と戦っている場合ではありません」

「行くぞ春亮、今のうちだ！」

　今度は割れたアスファルトに足を取られないように気をつけつつ、対たい峙じする彼らの横を通り抜けて走り出す。切子やフォーティーンがこちらに余計なちょっかいをかけてくることはなかった。

　ひとまず、彼女達という脅威からは逃のがれられたが──何やら、その代わりに別の大問題が生まれているような気がする。とても無視することはできなかったので、

「い、いいのか、黒絵……？」

「まあ、向こうが本気なら、本気で考えてあげんと駄だ目めよねってことよ。別にうち、ワイルドな男って嫌いじゃないし」

　走りながら、彼女はいつもの飄ひよう々ひようとした気配けはいで、ニヤリと笑いながら言った。

「うちに惚ほれた人間が、たまたま世界最強の男じゃったってだけじゃろ？　何も特別なことはないよ」




　彼らが走り去るのを確かく認にんし、さて、とペンドラゴンは口を開く。

「……ちっとだが、お前の戦いっぷり、見てたぜ。もうぷに子こなんて言えねえな」

「へ？　えと、あの、どーいうことでしょう？」

「《最テイル弱エンダ誤ー・シン信ドローム》──穏おん天てん崎ざき切子。その名前ぐらいはきっちり認にん識しきしてやんなきゃ失礼ってことさ。いい得え物ものを手に入れて、お前の強さは格段に上がった。《部位刻みハイ・シングル》レベルだな……丁ちよう度どニルシャーキいねぇし、移動しまくる戦い方にもピッタリだ。《翼つばさ》を入れるといい」

「に、ニルシャーキ様と同じなんて、恐れ多いですけども……えと、ありがとうございます」

　軽くもじもじとしてから、彼女は顔を上げて。

「じゃあその、ついでに一つお願ねがいが。ヨワヨワな切せつ子こごときが言うのもアレなんですけど」

「言ってみろ」

「《部位刻みハイ・シングル》レベルって褒ほめられたついでに……いいですかね？　調ちよう子しに乗って、師団長越えとか、狙ねらってみちゃったりなんかしても？」

　彼女は笑っていた。いつものように、気弱に。箍たがの外れた笑えみ。狂った笑み。ああ、彼女こそが──純粋な、竜島／竜頭師団ドラコニアンズなのかもしれない。

「目の前に美お味いしい餌えさがあれば反射的に齧かじりつく。実に俺おれ達っぽくて当然の話だ……許可なんて必要ないぜ。だがよ、そうすると、せっかくの《翼つばさ》も刻む前から卒業だなあ」

「えっ!?　や、やっぱりあまりに分不相応なチャレンジしたから罰として取り消しって話ですかっ？」

「違う違う。意味は二つある。俺に勝ったら、お前は《翼》じゃなくてこの胸にある《頭》を入れるべきだろって話と──」

　彼女に対抗するように。

　にやりと笑って言いながら、ペンドラゴンは足を踏み出した。

「反対に、俺に負けたらもう何も入れられなくなるぞって話だ。全力の俺と戦った後で、まだ命が残ってる可能性がどれだけあると思ってるんだ？」
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　そうして──グラウンドに、辿たどり着く。

　そこは大小のテントが立ち並ぶ、野営地のような状態になっていた。

　まず見えた異常は、その端、校舎を回り込んでグラウンドに出た場所。

「ン・イゾイー！」

　彼女が四、五人の騎き士し達と刃やいばを交えていた。反射的にそちらに向かおうとするが──瞬しゆん間かん、彼女が首をしゃくったのが見えた気がする。視し線せんで何かを伝えてきたのを感じた気がする。

「こっちはこっちですべきことをしろ、ということでしょう」

「……ああ。せっかく奴やつがあいつらを引きつけておいてくれているのだ」

　タイムリミットの二時までは、とうにあと一時間を切っている。急がねばならない。

　グラウンドに降りる。数人の騎士達が襲おそいかかってきたが、今まで戦ってきた切子達と比べれば戦い方は素直すぎた。頑丈さに多少は苦労しつつも、このはと虎こ徹てつがなんとか戦せん闘とう不能にまで追い込む。

「もっと待ち受けてるかと思ったけど、意外に数はいないな……！」

　錐きり霞かが頷うなずき、

「冷静に考えれば、私達も今までかなりの数を倒した。ン・イゾイーもここに来るまでに倒してきたのだろうし、ああして引きつけてくれてもいる……それに、さっきの」

「……セツコが数を減らしたぶんも大きいだろう。あれは……結構な数だった」

　目を細めつつ、フィアも小さく言う。自分達と出会うまでの時間潰つぶしのように、切せつ子こ達が襲おそっていた騎き士し達の死体を思い出す。敵とはいえ、可哀かわい想そうではあった。

　春はる亮あきはちらりとフィアの表情を確かく認にんする。冷静に見える。見えるが──本当に、そうなのか。死体を見て動揺はしていないのか。何かの不安を抱いてはいないのか。話したいことは多々あったが、今はそうしている時間もない。

　目的地のテントは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。他ほかのテントよりも明らかに大きく、意い匠しようが豪華で、布も高級。そして。

　その入り口に、スレイブが仁に王おう立だちしていた。

「スレイブ……！」

「その名は誤っている。臭くさき禍具ワースに適当な名を呼ばれるのも今や苦痛。我が真の名はダインスレイブだ」

　春亮は意い識しき的てきに笑って、

「お前のほうから名乗ったくせに」

「ここまで貴様らとの付き合いが長くなるとは思っていなかった。お前達は道みち端ばたで見かけた溝どぶ鼠ねずみにまともに名を教えるのか？」

　彼女は小さく肩を揺らし、

「……唾だ棄きすべき失態であり、誤算だ……吐き気がする。呪のろわしい貴様らが、ここまで来ようとは」

「お前らの好きにさせるわけにはいかないんだ。そこを通してもらうぞ。《騎士領化》なんて、絶対にやらせない」

　スレイブ──正確にはダインスレイブか──は、バイザーのような兜かぶとに覆おおわれた顔を軽く持ち上げた。

「やはり狙ねらいは《十字軍のデイユ・建国旗槍ル・ヴ》か。愚かな」

「何が愚かだ、あほーめ。お前こそ愚かだ。今や頼りになる仲間も少なくなってしまったようでないか」

　フィアの言う通りだった。ここで騎士達が加勢に現れないということは──もう、いないのだ。人員は全すべて出払ってしまっている。あるいは、戦せん闘とう不能になっている。今ン・イゾイーと戦っているのが最後の戦力ということなのか。

　残っているのは、こいつと、老いた領主だけ。

　たった二人ふたり。たった二人だ。

　だったら、いけるはずだ。ダインスレイブは《速度応報カルマスピード》を失っている。いくらなんでもペンドラゴンより強いとは思えない。いくらなんでも切せつ子こ達のような滅茶苦茶めちやくちやなコンビネーションをするとは思えない。いけるはずだ──

　安あん堵どに起因する高揚感が、胸の奥から湧わき上がってくる。それが伝でん播ぱしたか、フィアやこのは達も瞳ひとみに勢いを宿して身構えた。迷うことはない。後はただ前に進むのみ──

　だが。

　ダインスレイブは、嘲あざけるように鼻を鳴らして、フィアの言葉に答えたのだった。

「ほう。そう見えるか？」

「なに……？」

　彼女はその場で真横に腕を伸ばし──

「領主様からは既に命めいを受けている。貴様らがここへ来たのならば、もはや視界を遮さえぎるこれは不要と──領主様に暇を覚えさせるな、終演の劇げきを愉快に踊れ！」

　天幕の前、ぴんと張られていた支えのロープを、素手で断ち切った。ダインスレイブは軽く足を動かし、さらにもう一本も切断。

　そのとき丁ちよう度ど強い風が吹き、拘こう束そくから解とき放たれた天幕を大きく舞まい上げる。ダインスレイブが支えを外した前部から、剝はがれるように捲めくれて飛んでいく──

　そして、天幕の中身が露あらわになる。虚うつろに残された支柱。花瓶の載った机。整せい然ぜんと並ぶ鎧よろいの置物。長く伸びた赤い絨じゆう毯たん。その先には玉座のように一段高くなった場所があった。いや──ように、ではない。

　そこは玉座だ。

　車くるま椅い子すに乗った領主トリナーク・アガナーが、頰ほお杖づえをついてそこにいる。深い瞳でこちらを見ている。フィアがぐっと息を吞のむのがわかったが、彼女は唇を嚙かみ締しめ、そのまま気丈に彼の視し線せんを見返していた。

　車椅子には槍やりが刺さっている。ン・イゾイーから聞いたところによれば、「領域から出れば死ぬ」という呪のろいの回かい避ひのために用意されている《移動領》、《零番領地ジルチグラウンド》。それとは別に──玉座のような場所のすぐ横、領主が手を伸ばせば届きそうな地面に、もう一本の槍が刺さっていた。

　あれこそが。錐きり霞かの身体からだを傷つけ、その血で大地を汚し、そしてこの街を《騎き士し領りよう化か》しようとしている──《十字軍のデイユ・建国旗槍ル・ヴ》。

　自分達が、破は壊かいすべきものだ。

　それが、もはや目の前にある。呪われた剣である少女騎士と老いた男さえ乗り越えれば触れることのできる位置にある。

　こいつらさえどうにかすれば、取り戻せるのだ。

　いつもの夜や知ち家けが。いつもの学校が。いつもの日々が。

（よし。もうすぐだ。本当に、もうすぐ……！）

　気持ちが逸はやる。足が勝手に一歩を踏み出そうとする。

　しかしダインスレイブは肩を竦すくめるような動作を見せ、

「憐あわれみを覚えるほどに短たん慮りよである──まさに溝どぶ鼠ねずみのごとき脊せき髄ずい反射。たとえ罠わながあろうとも貴様らにはそこに置かれた餌えさしか見えぬのであろうな」

「なんだと……？」

「貴様らの目は節ふし穴あな以下の節穴だ。領主を守る騎士達はそこにいる」

　そこに。どこに？

　この場所、天幕があった場所には領主とスレイブ以外の人ひと影かげはない。

　いや──人の形をしたものならば、ある。

　入り口に、そして赤い絨じゆう毯たんの左右に並んでいる、くすんだ銀ぎん色いろの甲かつ冑ちゆう。両手で握った剣を、身体からだの前で地面に垂直に突き立てているような姿勢。まさに直立不動。ぴくりとも動いていない、置物だ。置物の、はずだ──

「我が領主。ご命令を」

「ああ。目覚めよ──《銀ヴイツ冑テルン騎バツハ士団・ナイツ》」

　刹せつ那な。

　立ち並んでいた甲冑が、同時に、一糸の乱れもなく──その拳こぶしを、胸の前に持ち上げた。

　がしゃり、と鎧よろいの擦こすれる音が重なって響ひびく。春はる亮あき達は目を見開いた。

「噓うそだろ……！」

「人、ではないな。気配けはいがない」

　虎こ徹てつが眉まゆを寄せて呻うめく。

「となると、呪のろわれた鎧、か？　馬ば鹿かげている……！」

「馬鹿げているのは貴様らの頭だ。これは最古にして第一の騎き士し団だん。命めいなくば動かぬ近衛このえの騎士団。十六騎の死した騎士達という呪いである。つまりは──呪われた騎士団だ」

　鎧を軋きしませながら、さらにその鎧は足を踏み出す。持ち上げた銀の大剣を順手に握り直し、兜かぶとを揺らし、不吉な金属音を立てて。

「そんな呪い、聞いたこともないぞ……！」

「愚問──呪いはあらゆる概念を冒おかす毒である。呪われぬものなどこの世にない」

　ゆっくりと隊列を作る甲冑達の動きを見つめながら、領主が春亮の言葉に答えた。そして暇ひま潰つぶしのように、その《銀ヴイツ冑テルン騎バツハ士団・ナイツ》とやらの由来を語り始める。

　これは小国の滅亡時、最後の玉座の間に立たて籠こもって戦った勇猛な騎士団のなれの果てだと。彼らはその玉座の間の奥に王を保ほ護ごして立て籠もり、援軍を待っていた。その間、扉の外からは敵軍の様々な精神攻こう撃げきが行われた。騎士達の妻や子を殺し、犯し、その声を聞かせた。騎士団は王のために長きに亘わたって耐え続けたが、実は王は奥の間で既に暗殺されており、全すべては敵国が彼らを弄もてあそんで楽しむために行っていたことだった──そして騎士団は最後にその扉を出て、狂ったように笑いながら、全てを呪いながら、壮絶な討うち死じにを遂げたという。

「これらは痛みも恐れも感じぬ。かつて王の命のみに愚ぐ鈍どんに従い、死に至るまで戦い続けた騎き士し達故。今の主である我は《禍具ワースに対する憎悪で動く》という国の王として規定されている──その王律を破らぬ限り、これらは我が命めいに従い続ける。我が王の資格を失った瞬しゆん間かん、呪のろいで我の命を奪おうとするだろうが」

　彼が言葉を終えるのと同時、銀の甲かつ冑ちゆう達は整せい列れつを完了していた。そして──銀の大剣をこちらに向けて構えつつ、一歩を踏み出す。十六体の、呪われた甲冑。呪われた騎士達。

　予想外に現れた敵に奥歯を嚙かみながら、このはが手しゆ刀とうを構えて言う。

「ふん。いつも思いますが、意外と呪われた道具に頼ってますよね！」

「黙だまれ禍具ワース。全すべての目的が果たされたとき、これらは私が責任を持って破は壊かいする！」

「誠、都合のいいことを！」

　このはと虎こ徹てつが《銀ヴイツ冑テルン騎バツハ士団・ナイツ》の第一陣と接触した。刀である彼女達の手足と、甲冑騎士の大剣が合わさって高い音を立てる。呪われたせいで硬度が増しているのか、彼女達でも切断するというわけにはいかないようだ。

　敵の数は十六。このは達だけで押おし留とどめられるわけがない。春はる亮あきのところにもまず一体が接近してくる。

「下がれ春亮っ！」

　フィアが大剣を搔かい潜くぐり、拳こぶしでその兜かぶとを打ち上げる。その衝しよう撃げきで、口元を覆おおっていた兜のパーツがずれ──その下に、乾かん燥そうしきった髑どく髏ろが見えた。虚うつろな眼がん窩か。歯抜けた口。ぞっとする。フィアも顔を引ひき攣つらせていたが、中身を気にしている場合ではない。渾こん身しんの蹴けりでその甲冑を押おし退のける。

「怪チユパ物カブラ繃ン・バ帯ンデージ……くそ、重い！」

「うちもちょっと厳きびしい、かな……！　泣き言は言っちょられんけど！」

　逃げ回りながら、錐きり霞かと黒くろ絵えもそれぞれの得え物ものを伸ばす。だが甲冑騎士の質量、圧力と比べれば、二人ふたりの包帯と髪はいかにも頼りなかった。

（畜生……もう少し、なのにっ……！）

　銀の騎士達の向こう、ダインスレイブの背中が赤あか絨じゆう毯たんの上を遠ざかっていくのが見えた。領主の車くるま椅い子すの横に到達すると、こちらを振り返ってそのまま佇たたずむ。冷静に事態を観かん察さつする、兜の奥からの視し線せん。何が起ころうとも領主は守るという決意と自負が感じられた。

　彼女と自分達の間には、重装甲に身を包んだ、痛みも恐れも疲れも感じない死した騎士が十六人。突破して先に進むどころか、致命傷を受けないようにするのが精一杯だった。

　さらには──徐々に。追い詰められていく。物量で、質量で、押し込められていく。

　打てる手は全すべて打っている。それでもだ。

　このはに日に本ほん刀とうの姿になってもらい、

「顕けん殺さつ……交こう叉さ！」

　その刃やいばを抜き放っても。騎き士し達の鋼こう鉄てつは斬きれない。

「そんな！」

「憐あわれみを覚える浅はかさだ。貴様がいかに長く呪のろわれた刃やいばであろうが、こちらも長く呪われた甲かつ冑ちゆう。おぞましき力が与えられているのは同じである。今はその上、《騎士である》という概念が《騎士領化》によって強化されているのだ。容易たやすく斬きれると思うな」

　車くるま椅い子すの傍かたわらで、スレイブが嘲あざけりを込めて言う。春はる亮あきとこのはは後退して息を整ととのえた。

　指の足りない左手でも、このはを扱うことにさほど支障はない。しかし痛みがないわけではなかった。硬い鎧よろいとぶつかりあった衝しよう撃げきが、喪失した部位に直じかに喰くらいついてくる。剝むき出だしの肉から体内に浸透し乱反射する。奥歯を嚙かんで、意い識しき的てきに無視した。

「まったく効いていないわけではありません……あと何撃か、同じ箇所を斬りつければなんとかなりそうです、が……」

　心配するように日に本ほん刀とうが揺れる。こちらの手の痛みを心配しているのだろうか。

　大丈夫だ、というように、彼女を握る手に追加の力を込めてやる。たかだか指が痛む程度のことで、このはに遠えん慮りよしてもらっては困るのだ。

「効果があるなら、なんでもやってみたいところだけど。悠長に、そんなことさせてくれる暇が……な！」

　別の二体が同時に襲おそいかかってきた。さらに飛とび離はなれる。フィアがその一体に渾こん身しんの力で体当たりし、もう一体とぶつからせて追撃までの時間を稼かせいでくれた。が、フィアは顔を顰しかめて肩を押さえる。

「お、おい、大丈夫か!?」

「はぁっ……心配するな。ちょっと肩が外れただけだ、もう嵌はめた」

　ぶっきらぼうにフィアが言ったとき、雄お叫たけびが聞こえる。虎こ徹てつが大立ち回りをしていた。真正面から、力任せの動き。もっとも多く相手を引きつけているが、そのせいでもっとも被害を受けている。見え隠れする血の色。破れて垂れ下がる衣服。

　被害という話ならば、誰だれもが無傷ではなかった。この《銀ヴイツ冑テルン騎バツハ士団・ナイツ》が動き出して、それほど時間が経たっているわけでもないのに。満まん身しん創そう痍いだ。それはこの甲冑達の強さのせいでもあり、タシターンや切せつ子こ達、他ほかの騎士達を相手に体力を使いすぎたせいでもある──

　ぞわり、と何かが背筋に忍び寄っていた。

　気付きたくない──言葉にしたくない──感覚。予感。

　さらには、

「ぐううううっ！」

「いんちょーさん！」

　飛び散る鮮せん血けつ。後退しようとした錐きり霞かの足が疲労でもつれ──彼女を追って伸ばされていた甲冑騎士の大剣が、その腹部を刺し貫いたのだ。

　顔色を変えた黒くろ絵えが彼女の身体からだを髪で引っ張ると共に、硬質化させた髪を盾のようにして錐きり霞かの前に入り込ませる。剣を引き抜かれた錐霞は、腹部を手で押さえながら地面に倒れ伏した。慌てて春亮は援えん護ごに行こうとしたが、こちらにも甲冑騎士達は迫っている。無視はできない。

　また、ぞわりと、背筋が震ふるえて。

（くそっ……ここまで来て……）

　気付けと囁ささやいてくる。

　認めろと囁いてくる。

（あそこに領主がいるのに。あそこに槍やりが見えてるのに……！）

　どうしようもなく暗あん鬱うつで黒々とした感情が、こちらの意志と活力の全すべてを飲み込もうと胸中で蠢うごめいている。

（この、まま、だと……）

　その言葉の続きを、必死に考えないようにして。

　夢中で身体を動かすことで、荒い息の彼方かなたに押しやって。

　春はる亮あきは、全力で、背筋に這はい寄る不吉な予感に気付かないふりをする。




　それがいつまで続けられるのかは、わからなかったが。
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　意い識しきが──朦もう朧ろうとしていた。

　血が足りないからか。貫かれた腹は呼吸をするたびに引ひき攣つれ、身体がめくれ返るような痛みを訴えてくる。肉が蠢く感触。慣なれてはいるが不快だ。

「はっ……はぁっ……」

　先刻もフォーティーンに肉を抉えぐられていた。いくら不死とはいえ、無尽蔵に体力があるわけではない。視界が明滅する。全身を倦けん怠たい感かんが包み、痛苦の存在をさらに明めい確かくにする。

　伏せていては周囲の状況がわからない。腕に渾こん身しんの力を込め、錐霞は仰あお向むけになった。ただ息を吸い、息を吐き、逆流してきた喉のど奥おくの血を飲み込む。背徳的な味がした。

　曖あい昧まいな意識。不安定な視界。

　ふと、頭の上に、誰だれかの足があるのに気付いた。

　いつものにやにや笑いで──こちらを見下ろしている。黒の白衣の男。さかさまになって見上げる、世界で一番嫌いな男の顔。

　こいつは今までここにいただろうか。そもそも、さっきまで自分の状況はどうだったか。よく思い出せない。しかし、いるというのなら、いるのだろう。

「いやあ、ずいぶん厳きびしいことになっているねえ。《銀ヴイツ冑テルン騎バツハ士団・ナイツ》か……さすがの僕もこんな奥の手が用意されてあるとは思わなかったよ」

「闇やみ曲まがり、拍ぱく明あき……」

「なんだい、妹よ。いくら死なないと言っても、死にかけの妹の姿を見るのは心が痛む……助けてくれ、と言ったら助けるよ？」

　悪戯いたずらっぽく目元を歪ゆがめて。彼は続ける。

「代わりに──うちに帰っておいで、とは言わせてもらうけれど」

「ふざ……けるな」

　血の味がする言葉。反射的に出てしまうほど、決まりきっていた答え。

　しかし──ああ──

　霞かすんだ瞳ひとみを動かす。彼らの姿が見える。少なくない量の血を流して戦い続けている。吹き飛ばされ、転倒し、立ち上がる。傷の量は増えていくばかり。呼吸は荒くなるばかり──

　認めてやろう。

　絶望的だ。

　このままでは、遠からず、自分達は全滅するだろう。

　たとえ死ななくとも、《騎き士し領りよう化か》が完成すれば同じことだ。時間はあと少ししかない。

　あの家が、その存在意義が、失われて。

　自分達がここにいるという意味が、死ぬ。

　泣き笑いのように、錐きり霞かは口元を歪めた。

「助けろ、などと、言うものか。私が言うのは、もっと別のことだ……」

　情けなさに涙が出る。未来のなさに笑いが出る。

　血の足りない脳がぐるぐる回っている。必死で戦う彼女達の姿がぐるぐる回っている。

　頭にあるのは、ただ、疑問なのだった。どうして、どうして、どうして、と。

　そんなことをしたいのではない。こんなことをしたいのではない。

　笑顔えがおを見たい。のんびりとお茶を飲みたい。くだらないことで笑いあいたい。美お味いしい料理を食べたい。あの居間で、彼と一いつ緒しよに。あるいは、みんなで、ずっと。

　つまり。一言で言えば。

「私は……彼女達は……幸せになりたい、だけなんだ」

「そりゃまた漠然とした望みだね。普遍的ユニバーサルではあると思うけど」

　口が勝手に言葉を返す。曖あい昧まいな意い識しきが許す、支し離り滅めつ裂れつ。

「そうだ。幸せになりたいだけだ。だから、その方法を教えろよ、闇やみ曲まがり拍ぱく明あき」

「……？」

「そんなことも知らないのか。くだらないな……ああ、馬ば鹿かげている……」

　本当に。

　馬ば鹿かげている。

　刹せつ那な、その使い慣なれた言葉が、胸中に怒りを思い起こさせた。血の赤あか色いろすら塗ぬり潰つぶす真まっ赤かな激げき情じようが、喉のど元もとから溢あふれて暴あばれた。

「教えろよ！　知っていると言ってみろ！　いつものように！」

　彼の顔を睨にらんだまま、握った拳こぶしを地面に叩たたきつけて、続ける。

「どうしてこんなことになる。幸せになりたいんだ。みんな、幸せになりたいだけなんだ。私を……みんなを、幸せにしてみせろよっ！　言ってみろ、闇やみ曲まがり拍ぱく明あき、そんな方法など既知だと言ってみろ！」

　子供じみた八つ当たりで、やけくその叫びだった。それは自分でもわかっていた。けれど、そうするしかなかった。死にかけている自分の中には、その衝しよう動どうしか生きているものはなかったのだから。

　呼吸に使うべき酸素を、今の叫びで消費してしまった。息苦しい。目が霞かすむ。

　拍明のにやにや笑いが──見える。

「その言葉。挑戦だと受け取ったよ」

　錐きり霞かは怪け訝げんに思う。どういうことだろう。

　彼は何を、言っているのだろう。

「ふふふ。お前が言うことは、確たしかに未知だ。そして未知があるならば、それは僕達が動く理由としては充分すぎる──そうだろう？」

　夢うつつの中、錐霞が続けて覚えた疑問は。

　どうして彼は今、周囲に問いかけるように首を回したのだろう、ということだった。
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　その地より、遥はるか遠く──

　彼女達が借家として借りている、ある一軒家の中、ある部へ屋やの前。

　アリス・ビブオーリオ・バスクリッハは、馴な染じみの情報屋と電話をしていた。いつもの定例報告的な情報交換。その最中、世間話のようなものとして、彼らが置かれている状況を聞く。かつて訪れたあの街の状況を聞く。

「なるほど……わかりました。どうもありがとうございます」

『あんまり騎き士し領りようの奴やつらには勢力を広げてほしくはないんだがなぁ。仕事がやりにくくなってかなわん……均きん衡こうある世界平和に、ブラーボ、だ。じゃあな』

　ふ、と吐息を吐きつつ、彼女は通話の切れた携帯電話をポケットに仕し舞まう。隣となりには、廊下に座って、眼がん前ぜんにある部屋のドアを退屈そうに見つめている一人ひとりの少女がいた。

「どうやら、あちらが大変なことになっているようですよ」

「あのオッサン、声でけぇんだよ……だいたい聞こえた。無む能のう臭くせぇ話だ」

　彼女は──二に階かい堂どうクルリはちらりと横目でビブオーリオを見、

「どうするんだよ？」

　聞いてきた。

　ビブオーリオはそっと目を閉じて、考える。

　彼らに対しては様々な思いがある。かつて敵として戦い、自らの過あやまちに気付かされた。生き方の歪ゆがみを教えられた。救われた？　ある意味ではそうだろうし、ある意味ではそうではないのだろう。彼らがどう思っているのかは知らないが。

　しかし──救出された、という意味ならば、それは明めい確かくだ。囚とらわれた自分が。血を流すクルリが。彼らに救出されている。だから、少なくとも借りがあるのは確たしかだった。けれど。

　ビブオーリオは嘆息した。彼らと自分達との関係性がどうあれ、

「今から動いて間に合うような話でもないでしょう」

「……だな。わざわざあっち行ってちょっかいかけてやるような義理もねえし。ていうか、奴やつらが死のうがどうしようが知ったこっちゃねえし」

　ぶつぶつと、言い訳のように呟つぶやく。

　ビブオーリオは薄うすく頰ほおを緩ゆるめた。

　情報屋から聞いた、彼らの現状。街が《騎き士し領りよう化か》されようとしている。学校の生徒が人ひと質じちに取られている。蒐しゆう集しゆう戦せん線せん騎き士し領りようの領主自らが騎士軍団レギオンを率いて訪れている。箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブは自らの力に怯おびえている。よくわからないが竜島／竜頭師団ドラコニアンズにもちょっかいをかけられている。

　話に聞くだけで、絶望的だと思う。だが。

「大丈夫ですよ」

「……？」

　彼らのことを考えると、思い出すのは、その中の一人ひとりではないのだった。隣となりにいる誰だれかが、手を取り合っている誰かが、笑いあう誰かが、自然と連れん鎖さするように頭に生まれて。

　つまりは──彼らは、彼らという繫つながりの中で、生きている。

「彼らには頼りになる仲間がいます。仲間がいるという言い方がおかしければ……人と人との絆きずなを、彼らは大事にしています。その絆が、彼らの力になってくれるでしょう」

「あのさ……正直に言っていい？　すんごくクサい。青春漫画かよって感じ」

　ビブオーリオはくすりと喉のどを鳴らして、

「人と人との絆が、力になるのは……私達にとっても、同じですよ」

「ふん。心当たりねーなー」

「あら。本当にそうですか？」

　目を細める。自分達の眼がん前ぜん──今までずっと見つめていた、一つの部へ屋やのドアが。

　心の傷ついた家族の一人を、長い年月、その内に籠こもらせていたそのドアが──

　ゆっくりと、開いて。

「ん？　エルシーさんの帰り、待っててくれたの？　それはマックスサンキューだねっ！」

　研けん究きゆう室しつ長ちよう国こくから身柄を引き渡され、つい先日合流を果たしたばかりの彼女が、にっこりと笑って言う。こうして部へ屋やに入ってもらうことは、頼むまでもなく、事情を知った彼女のほうから自然に言ってきた話だった。

　その彼女の後ろに、一人ひとりの女性の姿がある。

　親友だった彼女に。今までずっと行方ゆくえ不ふ明めいで、気付けば大おお怪け我がを負って研けん究きゆう室しつ長ちよう国こくに保ほ護ごされていた彼女に、子供のように大人おとなしく手を引かれている──

　我が家の誇る、引きこもり。オラトリエ・ラブドルムナーグ。

　やつれた彼女の顔には、照れくさそうな、申し訳なさそうな、気後れしているような微笑が浮かんでいて。

　それでも彼女は、強引で能天気すぎる親友に無む理り矢や理り手を引かれ、そのまま部屋の外に一歩を踏み出す──

　ビブオーリオは、微笑を浮かべたまま、我が子を優やさしく諭さとすような声音で言った。

「ねえ、クルリ。心当たりも何も、そこに見えているじゃないですか」
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　そして春はる亮あき達は、遠い地でビブオーリオが語ったように、

　自分達の力を、見るのだった。

　驚おどろきと。

　喜びと。

　少しばかりの、懐なつかしさと共に。







　第六章　「彼と共に在る私」/"Cube×Cursed×Curious"
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　──時は僅わずかに巻き戻り、夜や知ち家け。

「よいしょ、っと……」

　夜知崩ほ夏なつは一人ひとり、庭の片付けに勤いそしんでいた。離はなれの二階、黒くろ絵え達が使っている住居部分は滅茶苦茶めちやくちやにされている。窓は割れてガラスが散らばり、窓枠はひしゃげて垂れ下がり、破れたカーテンがぱたぱたとはためいている。

　さしあたって、一番危険なガラス片を片付けた。箒ほうきで掃き、塵ちり取とりで集め、燃もえないゴミ袋に投入。

「こんなものかしらねー」

　ぐるりと首を回して、成果を確かく認にんする。少なくとも、この離れの前あたりはだいたい綺き麗れいになったように思えた。勿もち論ろん、縁えん側がわや家の中はまだまだだ。後で時間ができたらやろう。

　騎き士し達が今まで来なかったところをみると、どうやら向こうにしてもこの家を襲おそうどころではない事態になっているようだ。春はる亮あき達はそれなりにうまくやっているらしい。

　彼らを放ってどうして家の掃除をしているかと言われれば、なんとなく、と答えざるをえなかった。自分が彼らについていっても、何の力にもなれない。それならばここを掃除しておいたほうがいい、と。

「ふむ……」

　離れの一階、倉庫部分に崩夏は目を留める。今までの戦せん闘とうの余波で、シャッターが軽くひしゃげて歪ゆがんでいる。苦労したがなんとか持ち上げて開けることができた。

　倉庫の中に入る。

　地じ震しんが起こったというわけではないのだが、ペンドラゴンや騎士達がこの周りで大おお暴あばれしていたのだ。棚に並べたり床に置かれたりしている呪のろいの物品に異常がないか、鼻歌なども歌いつつ適当にチェックしていく。

「ふーんふーん。ちっちゃな呪われた道具さん達の様よう子すは……と。うん、解とけてるのもいくつかあるわねぇ。落ち着いたら外に出して入れ替えとかないと。持ち主に返却するタグがついてるのは……これとこれかぁ。梱こん包ぽう用ようの緩かん衝しよう材ざい、まだ残ってたかしらねぇ」

　ぶつぶつ呟つぶやきながら、次の棚へ。

「いくらちょっとした小物でも。いくらちょっとした呪いでも。やっぱりさ、呪われたい、なんて思ってるコはいないと思うのよ。だってみんな、多かれ少なかれ、人のタメになりたくて作られたんだもの。何かの間違いで、お馬ば鹿かな人間の負の感情塗まみれにされちゃって、それでポイ捨てされるなんて悲しすぎるわよ」

　あー、とそこで崩ほ夏なつは何かを思い出したように倉庫の天てん井じようを見上げた。

「つまりは──私がやってるのは、単純ね。リサイクルなのよ。エコねエコ。今気付いたけど、ずっと昔から時代を先取りしてたんだわ、さすが私！」

　ぽんと手を打って、自じ画が自じ賛さん。

「ちょっとぐらい汚れちゃってても、壊こわれちゃってても。まだ使えるかもしれないし、別の在り方があるかもしれない。ここは、それをのんびり考えるための休きゆう憩けい所じよ……なのかしら、ね」

　一人ひとりで呟つぶやいて、また一人で首を傾かしげる。

「なんでそんなことしてるかって？　ふーむ。自分達人間が呪のろった道具に対する罪滅ぼし……とか、春はる亮あきなら言うかもしれないけどね。それは勿もち論ろんその通りなんだけど、動どう機きをマイナスから始めるのはおとーさん、あんまり感心しないなー。借金を返すため、みたいなのさ」

　次の棚を覗のぞき込みつつ、また逆方向に、かくり。

「うーんとねぇ。漠然と言うと……優やさしくなりたいの、かな。人間に対してだけじゃなくて、人間が作ったものに対しても、人間が関かかわったものに対しても。それって結構、素敵すてきなことじゃない？　少なくとも私は、シンプルに、そーいうことよ。まあ春亮もわかってるとは思うんだけどね。結局のところ、ラブよラブ。この家は溢あふれ出る我らのラブパワーで構成されているのです」

　うんうんと頷うなずいて、最後の棚。そこで唐突に、崩夏はくすりと笑った。

「ていうか自分自身、疑問だったのよねえ。私、どうしてこんな独り言喋しやべってるんだろう、って。はい。いつもの《流れ》でした」

　なんとなく──の、方向性。たまに自分を包み、囁ささやき、押し流すもの。

　そう動けと、求めてくるもの。

　それが、自分が《流れ》と呼ぶものだ。

「ついでにもう一つ言えば、どうして離はなれの周りを優ゆう先せんして掃除を始めたんだろう、ってのもそうね。春亮達がいたときからさ。ホントなら母屋おもやとか居間からやったほうがよかったのに。でも、《流れ》が言う通り、起きたときには周りが綺き麗れいなほうがいいに決まってるものね。すっごい気分的なことだけど」

　そして崩夏は、その棚の前でしゃがみ込んだ。

　最下段にある一つのものに、目を留める。じっと、見つめる。

　手を伸ばして──それに、そうっと、触れて。

「春亮達の《流れ》に影えい響きようを与えることを心配しているのかしらね。ふふ、優しい子。でも、考えすぎよ。貴女あなたは受け入れられるわ……ごく自然に、当たり前のように、当然のことのように。今までずっと、あの子達がそうしてきたようにね。だから、恐れることはないのよ」

　ああ、とそこで崩ほ夏なつはようやく気付く。

　自分がここにいたのは。ここに来たのは。

「まだ夢うつつの貴女あなた自身に、その自分の《流れ》を気付かせるためだったのね……つまり私の役目は、お寝坊さんに対する最後の一押し、と」

　そうして崩夏は、つん、と指先だけでそれをつついた。硬質な、それでいて不ふ思し議ぎな温ぬくもりのある感触。

「でも、貴女に目覚ましはいらないわ。揺り起こす手も、語りかける言葉も、おたまでフライパンを叩たたく音も」

　くすりと笑って。

　優やさしく、ただひたすらに優しく──続ける。

「ただ、自覚すればいいだけよ……知ってる？　貴女はもう──起きているわ」

　その視し線せんの先で。

　藍あい色いろの壺つぼが、かたりと揺れた。
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　見ているものが信じられない。春はる亮あきは瞬まばたきをする。あまりに予想外すぎて、確たしかに知っているその存在のことを、記き憶おくから思い出すのにしばらく時間を必要とした。

　今まさに、こちらに大剣を振り下ろそうとしていたところだった甲かつ冑ちゆう騎き士しの一人ひとりに。横手から飛びかかり、その喉のど元もとに牙きばを突き立てているのは──

　藍色の水銀で形作られた獣。

　ああ、これは。これは、彼女の！

　次に、声が聞こえた。涙が出そうなほどに懐なつかしい、その声。

「藍あい蠱この二十八、名称《不詳》。藍蠱の二十九、名称《ウラヌス》！」

　振り向いて。

　そして、春亮は見た。

　髪で片目を隠していて。ポケットのたくさんついたコートを着ていて。足元はなぜか長靴で。膨ふくらんだポケットから、彼女の呪のろいのかたちである蠱こ毒どくを傍かたわらに生み出している──

「あ……藍あい子こ！」

「藍子さんっ!?　どうして!?」

　見間違いではない。確かに藍子だ。ビブオーリオ家族会フアミリーズの一件で死に至るほどの傷を負い、去年のクリスマスに奇跡的な生存が確かく認にんされ、ゆっくりと回復を待っていた──呪われた壺の、彼女。

　気弱な小動物のような気配けはいで、首を縮ちぢめている。照れ臭そうに、もじもじとしている。やはり、彼女だ。記き憶おくの中にある通りの。
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「んと。えと。その、ほなつ、が……」

「──アイコー！」

　喋しやべりかけたとき、フィアがダイブして彼女に抱きつく。表情をころころと変えながら頰ほお擦ずりしたり彼女の身体からだを揺らしたり撫なで回したりする。

「ああ本物だアイコだなんでどうしてお前いつの間に大丈夫なのかここに！」

「……ふ[image: ぇだくてん]」

　がっくんがっくんと揺られるままになっていた藍あい子こが、そんな懐なつかしい音を漏らす。が、彼女の視し線せんがふと横を向くと──呼び出されていた大型犬の形をした蠱こ毒どくが、近付いてきていた甲かつ冑ちゆう騎き士しに飛びかかっていった。

「あの。ふぃあ……嬉うれしい、けど、今は」

「そ、そうだな。今は……うん。そんな場合ではなかった」

　ようやく混乱がマシになった様よう子すで、フィアが藍子の身体を解放する。

「よくわからんが、親父おやじの名前言ってたな。それだけでだいたいわかっちまうのがアレだよ……手伝てつだって、くれるのか？」

「そのために、きた」

　はっきりとした返答だった。彼女にとって、蠱毒を使うのは楽しいことではないはずなのに。呪のろわしい自分の力であるはずなのに。

　春はる亮あきは彼女の気持ちをありがたく感じながら頷うなずいて、

「虎こ徹てつ！　その動物みたいなのは味方だ、安心していいぞ！」

「く、おっ……ふん。誠、貴様の援軍はおかしなものばかりだ。獣けものまで来るとはな──」

　傷つきながらも、甲かつ冑ちゆう騎き士しと果か敢かんに虎こ爪そうで打ち合っていた虎徹がぶっきらぼうに呟つぶやく。その返答に春亮はふと違和感を覚え、

「……獣まで？」

　虎徹は無言で顎あごをしゃくった。彼が示したのは、先程騎士の大剣で貫かれて怪け我がを負い、今は回復に集中しているはずの錐きり霞かのほうだ。そこには──

　いつのまにか、倒れた錐霞を見下ろすように、闇やみ曲まがり拍ぱく明あきが立っていて。

　そして、彼が腕を一振りすると。

　その周囲に、白衣を着た人間の一団が忽然と現れた。

　拍明は錐霞を、それから春亮のほうをちらりと見て、

「驚おどろくことはない。輸ゆ送そう系けいと姿隠し系の禍具ワースを使っただけさ」

「いや、それより、なんで……」

「理由を語る暇はない気がするね。肉体派は少ないけど、うちにも騙だまし騙だましやっていくぐらいのスキル持ちはいる、ということさ。大事なのはそこだろう？」

「どっせーい！　我が拳こぶしを喰くらうがいいっス！　名付けるなら……閃ひらめいた！　知ち的てき破は壊かい拳けん！」

「クスス、ゴリラっぽく頭の悪いその発言、意外に素敵すてきよ？　でも日に本ほん語ごを喋しやべってるのがゴリラっぽくないのでプラマイゼロね」

「な、ならば……ウ、ウホホー！」

「うわぁ。人間なのにゴリラの声こえ真ま似ね。ヒクわ。それは完全に頭が悪いのでマイナスね」

「どうしろって言うんスかー!?」

　見覚えのあるような気がする巨漢の研究員が、メリケンサックのようなものを拳に嵌はめて甲冑騎士に殴りかかっている。陰気な女は調ちよう教きよう用ようの鞭むちのようなものをしならせている。他ほかにも、現れた研究員のそれぞれが不可解な道具を携えていた。棒のようなもの、団扇うちわのようなもの、ギターのようなもの。きっと、そのどれもが戦せん闘とうに役立つ能力を持った呪われた道具なのだろう。

　さらに言うなら、呪われた道具を持っていない研究員もここにはいて。

「遅れましたという謝しや罪ざいを謝罪します」

　飛び込んできた褐かつ色しよくの影かげが、銀の甲冑を蹴けり倒した。今まで戦っていた、生身の騎士達がようやく片付いたのだろう。

「やあ。ま、こういうことになった。君も手伝てつだってくれ」

「理由は未知ですが……了解しました」

　拍ぱく明あきに頷うなずき、ン・イゾイーがたった今蹴けり倒した甲かつ冑ちゆう騎き士しに追つい撃げきをかけようとしたとき。

　べこん、とその騎士の兜かぶとの上に誰だれかが着地した。

　春はる亮あきは目を見開くしかない。もはや、目を疑いすぎて自分の目が信じられなくなる。

　ココロ・ペンタンジェリだ。髪が短くなり、着ているものもビジネスウーマンのようなパンツスーツに変わっているが、間違いない。かつて自分達が倒した竜島／竜頭師団ドラコニアンズの一員。

「かは。久しぶりだな、狩人かりうど、少年ラガツツオ……っとお!?」

　踏んでいた甲冑騎士が強引に身を起こす。ココロはくるくると回転しながら着地、足元に落ちていた誰かの剣を適当に拾い上げた。甲冑騎士の大剣と何回か打ち合う──質量が違うためか、彼女の剣が折れた。後退し、また新たな剣を拾う。

「ち、もっろいなー。まあいっか、丁ちよう度どいいハンデだ」

「お、お前、なんで……？」

「あん？　聞いてねえのか？　あたしゃ今、卑ひ怯きようで非人道的なガスマスク男に飼われてんだよ。毒の餌えさでキョーハクされてな……そういうことになってる。だから、ま、とりあえずはてめーらとやり合う気はないぜ」

「理事長が？」

　確たしかに、ココロの処遇は理事長に任せたのだった。彼女は許されざる罪を犯した悪人ではあったが……さすがに理事長が処刑などするとは考えられない。罰として、彼の手て駒ごまになることを強制されたのだろうか。

　黒くろ絵えが小さく首を傾かしげて、

「そう言えば猛もう獣じゆう使つかいがどうこう、とか言っちょったような……」

「九割九分、毒なんてのはウソだと思うが、とはいえマジな可能性があるのも侮あなどれねぇ。ま、今のところはあいつに生せい殺さつ与よ奪だつを握られておいてやる、ってところさ……普段ふだんはヤクザとかとのくだんねー揉もめ事ごと処理に使われてんだ。久しぶりのまともに戦える機き会かい、あたしにも楽しませろよ！　かははー！」

　武器を現地調ちよう達たつしつつ、ココロが甲冑騎士に突っかかっていく。

　そのとき錐きり霞かがもぞもぞと上半身を動かしたので、手を引いて彼女が立ち上がるのを手伝てつだう。腹の傷がようやく塞ふさがったらしい。

「……馬ば鹿かげている。なんだかカオスなことに、なっているな」

「カオスすぎだろ。ていうか、あれ？　サヴェレンティの人形までいるぞ!?」

　気付く。藍あい子この蠱こ毒どくに混じるように、ぴょんぴょんと人形が飛び跳ねて甲冑騎士の注意を惹ひこうとしていた。春亮が首を回すと、遠く、校舎の屋上に影かげが見える。サヴェレンティだけでなく、白しら穂ほや伍い鈴すず達もいるようだ。

「隠し部べ屋やで隠れてるって言ってたのに……」

　手中のこのはが軽く揺れ、

「気持ちはわかりますよ、黙だまって待ってるだけっていうのも辛つらいものですからね」

「あいつらにちょっかいをかけるような余裕のある騎き士しも、もうおらんだろうし……おったとしても、一人ひとり二人ふたりなら伍い鈴すずが祝詞のりとの力でなんとかするだろう。とりあえずサヴェレンティの援えん護ごはありがたく思っておこう、目くらましにはなる」

「だな」

　フィアの言葉に頷うなずき、春はる亮あきはこのはを構え直す。握っているだけならば、左手には痛みの残ざん滓しがあるばかりだ。鎧よろいや剣と打ち合った衝しよう撃げきが暴あばれ回った後の、曖あい昧まいでぼんやりとした痺しびれ。はっきりと形を捉とらえられないその些さ細さいさが、逆に鬱うつ陶とうしい。

　しかし、眼がん前ぜんの戦場を見ているうちに、それが気にならなくなっていく。痛みを忘れていく。

　不ふ思し議ぎな感覚だった。

《銀ヴイツ冑テルン騎バツハ士団・ナイツ》──十六体の、ロボットのごとき無む機き質しつさで襲おそいくる脅威に対して。

　虎こ徹てつが虎こ爪そうを叩たたきつけている。黒くろ絵えが髪を伸ばしている。錐きり霞かが包帯を操あやつっている。ン・イゾイーが足ナイフを振るい、サヴェレンティの人形が注意を惹ひき、藍あい子この蠱こ毒どくが牙きばを突き立てる。研けん究きゆう室しつ長ちよう国こくのメンバーはそれぞれこちらには理解できない道具を使ってのらりくらりと対処をしており、ココロが野や獣じゆうのように剣を振るう。

　そこには誰だれもがいた。敵がいて、味方がいて、敵なのか味方なのかわからないものがいた。

　胸の中が、不思議に熱あつくなってくる。これまでにあった色々なことを思い出した。自分達が過ごしてきた──誰かと触れ合い、知り合い、ぶつかり合ってきた時間。それを感じた。

　その時間がなかったら。きっと、こんな光景は、見れなかっただろう。こんな状況には、なっていなかっただろう。

（やっぱり……フィアがいたから、かな）

　原点はそこなのだろうと思う。彼女がここに来て、全すべてが始まった。いろんな人と出会えた。いろんな出来事を体たい験けんできた。正直、一つ一つの事象には、いいことも悪いこともあったのかもしれないが──彼女のおかげで、いろいろなことが動き出したのは確たしかだった。

　それでも、今回この後に待っているものは、《いいこと》に決まっている。

　求めるのは、勿もち論ろん、ハッピーエンドだ。

　もう、誰かが泣くような結末は見たくない。やるせない気分になるような結末は見たくない。

　静かに、身体からだに力が湧わいてくる。この光景の前では、それが当然だった。

　みんなの姿が見えるこの光景そのものが、ハッピーエンドに向かえと、そう言っているような気がした。

　そんなとき、指揮者のような眼まな差ざしで戦場を見、研究員達に指示を出していた拍ぱく明あきがふと言ってくる。

「おいおい、何をぼーっとしているんだい？　僕達は体育会系じゃなくて、結局のところ頭脳労働担当なんだぜ。時間は稼かせぐが、殲せん滅めつまで期待されると困るな」

「え」

　拍ぱく明あきはそっと腕を伸ばし、ある一方向を指さした。

　赤い絨じゆう毯たんの先。

　車くるま椅い子すの領主が座る玉座と、その傍かたわらの少女騎き士しと──大地に刺さる、呪のろわしい槍やり。

「やるべきことがあるんだろう？　だったら行きなよ、夜や知ち春はる亮あき」

「こいつの言う通りだ。私達の目的はこの甲かつ冑ちゆうどもを全滅させることではない」

「……ですね」

　フィアが真剣な顔で頷うなずき、手中の日に本ほん刀とうも揺れる。

「わかった。悪いが、あとは任せるぞ！」

　言って、走り始める。錐きり霞かもついてきた。黒くろ絵えと虎こ徹てつ、そしてン・イゾイーもこちらに来ようとしたが、甲冑騎士に阻はばまれる。あちらも余裕があるわけではないのだ──そのまま彼らは騎士達への対処を余よ儀ぎなくされていた。

　結局、《銀ヴイツ冑テルン騎バツハ士団・ナイツ》の包囲を抜けられたのはこの四人だけだった。春亮と、その手中のこのはと、フィアと、錐霞。

「わたし達が接近戦係、上うえ野のさんが遠えん距きよ離り係ともしものときの治ち療りよう役、あとはどうでもいいのが一人ひとり……と。最低限のパーティーですね」

「どうでもよいとか言うな、ウシチチめ！」

「このはくん、君はその姿で戦うのか？」

「正直、春亮くんには安全なところにいてもらいたいんですけど」

「俺おれにも手伝てつだわせてくれよ。ここまで来て見てるだけとか無理だろ。手だって全然大丈夫だ」

　力強く言うと、ふう、と日本刀から嘆息が聞こえた。

「確たしかに、手しゆ刀とうでなんとかできる相手でもなさそうですし……離はなれて戦ってて、気付いたら後ろからあの甲冑が春亮くんに寄っててバッサリ、とかなるのも嫌いやですし」

　それからこのはは声の真剣さを増し、

「春亮くんの身体からだは命に代えても守ります。春亮くん、そのために一つ、大事な準備をしてもいいですか。一いつ瞬しゆんだけ人間の姿に戻りますけど」

　領主達が待ち受けている赤い絨毯まではもうすぐだ。が、大事な準備というならば無視するわけにもいかない。

「そりゃまあ、いいけど。人間の姿になるってことは、目を閉じといたほうがいいよな……？」

「あ、どっちでもいいですよ。自然体でも。ええ、春亮くんがどっち派なのかを知るいい機き会かいですし」

「？」

　首を傾かしげたとき、このはがぽんと眼がん前ぜんで人間の姿に戻った。溢あふれる肌はだ色いろに、反射的に目を閉じようとしたとき。このはの両手が伸び、こちらの頰ほおを押さえて、そして、

「んむ──っ!?」

　キスを、してきた。

　この前のとは、ほんの少し、違う。何かが入ってきて。遠えん慮りよなしに蠢うごめいて。じゅるるごくんと何かを吸われて。

「ぷは……おっしゃあー！　猛烈に気合い入りました！　行きますよ春はる亮あきくん！」

　ぴょんとまたこのはの身体からだが弾はじけて日に本ほん刀とうに戻る。

「ウシチチーっ!?　何をやっておるのだっ！　は、ハレンチな！」

「このはくん！　またそんなことを！　馬ば鹿かげ、馬鹿げているっ！」

「何も聞こえません！」

「こ、この……！　春亮、私も気合いを入れさせてもらおう！　とはいえこいつと同じことをするのはハレンチすぎるから、ええと、こうだ！」

「わ、私も！　馬鹿げていることだが！　仕方がない！」

　フィアはこちらの腰に腕を回し、ぐーっと抱きしめるように、その銀髪をぐりぐりと押しつけてくる。錐きり霞かはこちらの腕を摑つかみ、自分の胸にぎゅっと抱くようにしていた。柔らかい二つのものに挟まれる腕。

「ちょっと、よくわからんが今はそんな場合じゃないだろ!?　気合いが必要なのはその通りだと思うけど！」

　そんなふうに、賑にぎやかに。

　自分達は、ある意味自分達らしく、歩を進めていって──




　そのとき。

　フィアは春はる亮あきの体温を、身体の前面いっぱいに感じている。

　その温度で──自分の中にあるものを、覆おおっていた。

　奥底に鼓動する、一片の黒泥。それは消えていない。依然として、在る。

　切せつ子こが作り出した死体を見て、蠢き。《銀ヴイツ冑テルン騎バツハ士団・ナイツ》が現れて、蠢き。場が闘とう争そうの気配けはいを高めれば高めるほど、蠢き。このはが暴ぼう挙きよを行って、蠢き。

　つまりは、嫌いやな気分、だ。暴あばれだしたくなる気分だ。

　でも今は、それを押さえつけられるものがある。自分の意志以外にも。

　ぐりり、と額ひたいを押しつけ。彼の匂においを嗅かいで。

　それだけでは足りなかったので、彼の肌の味を、思い出した。

（……ん）

　彼という存在の全すべてで、塗ぬり潰つぶし、考えないようにする。けれど考えてしまう。

　奥底の蠕ぜん動どう。一いち抹まつの不安。

　これからどうなるのか──未来の数はきっと、そう多くはない。

　だから容易に想像できる。良い未来。悪い未来。最悪の未来。

　その中からどれが選び取られるのかが、わからないだけだ。春はる亮あきが、このはと錐きり霞かとこの自分、誰だれと一番一いつ緒しよにいたいと思っているかがわからないのと同じように、わからないだけだ。

　それでも、覚悟は決めてしまっている。

　訪れるのは良い未来だ──そんな思いを、最後まで信じきる覚悟は。

　もう一回、大きく息を吸って、自分の中を春亮でいっぱいに満たす。

　そうしたら、不安はこれまでと同じように簡かん単たんに塗ぬり潰つぶされた。

　単純。最高。安心。ほっとする。自分はもう、そういうふうに作り替えられてしまったのかもしれない。自分の中を春亮で満たしさえすれば、心も身体からだも健康になれるような存在に。

　さあ行こう。もうすぐ終わる。良い未来が訪れる。

　いつまでもくっついているわけにもいかない。ゴールの瞬しゆん間かんはすぐそこだ。

　逆側にいた錐霞が顔を赤らめながら春亮の腕を解放するのが見え、それを契けい機きに、自分もゆっくりと春亮から身を離はなす。遠ざかる温度、匂におい、触感。

　勿もち論ろん、名残なごり惜おしいのは確たしかだったけれど。代わりに、一いつ旦たん離れたからこそ味わえるようになった新しい楽しみがあった。しばらくは、こっそりとそれに浸ひたっておくことにする。

　ああ、本当に。

　次にまた彼に触れたときのことを想像するだけで、こんなに幸せな気分になれるなんて。

　不ふ思し議ぎで、そして、嬉うれしかった。




　彼女達の温ぬくもりが離れて。

　春亮が気付けば、もう眼がん前ぜんには二人ふたりしかいなかった。

　車くるま椅い子すに座る領主と、その横に立つダインスレイブ。

　ダインスレイブは呆あきれたように首を振りつつ、

「理解できぬ。白はく痴ちの行進がごときだ。何がしたいのか」

「愚問──この者達も理解してはいまい。我が正義を、我らが意志を。ただ子供であるのだ……遊び場の砂山を壊こわされるのが、腹に据えかねているだけの」

「遊び場の砂山なんかじゃない。あんたらが潰そうとしてるのは、大事な、俺おれ達の場所だ──だから、止める」

　春亮は領主を睨にらみながら言った。領主は玉座のような場所に車椅子で座っている。こちらを見下ろしてくる、深い年月の刻まれた瞳ひとみ。

　その前にすっとダインスレイブが割り込んできた。

「──できると思うのか？」

「ふん。もう残るはお前達だけだ。むしろお前達に、私達が止められると思うのか、と聞きたいな」

　フィアの言葉に、ダインスレイブは肩を揺らす。

「私と、我が領主さえ在れば。それは最少の騎き士し団だんたりうる。呪のろわしき呪いを排する、聖なる戦場となりうる。失笑させるな」

　彼女は、さらに一歩。領主の直前に進み出る。

「心苦しきはただ一つ。我が領主の手を借りねばならぬことのみ」

「愚問。汝なんじは我が剣。敵あらば振るうに厭いといなし」

　領主が重々しい声でそう言い。

「故に──鞘を開くことを許可する、ダインスレイブ」

「御ぎよ意い！」

　鋭するどく答えたダインスレイブが、弾はじくように腕を持ち上げた。バイザー状の兜かぶとが、がしゃりと音を立てて動き──その下に。弾き上げられたバイザーの下に。

　爛らん々らんと、不吉な宝石のように輝かがやく、紫の瞳ひとみがあった。

　次の瞬しゆん間かん、後ろの領主が彼女に手を伸ばすと同時、その身体からだが弾ける。

　そして、いつのまにか。

　車くるま椅い子すに座ったままの領主の手に、鞘さやに包まれた大剣が、握られていた。

　鞘の根本には、留め金のような形状をした部分があり──それは、ダインスレイブが被かぶっていたバイザー状の兜に材質や構造がよく似ていた。その鞘留めは既に開口していて、その下に不ふ可か思し議ぎな紫の光を湛たたえた刃やいばを少しだけ覗のぞかせている。日に本ほん刀とうで言えば鯉こい口くちが切られている状態だ。

　領主の手がその鞘をなぞる。鞘留めが外れているのだから、もはや鞘は抜け落ちるのみ。

　足元の赤あか絨じゆう毯たんが、鞘の重みを受け止める小さな音を立てると──

　残されたのは、不吉な紫むらさき色いろに輝く、殺意の刃。

　形状自体には変わったところのない、肉厚で両りよう刃ばの大剣だ。剣の腹の部分には、文様の刻まれた鋼はがねの薄うす板いたのようなものが剣の厚みを増すような形で張られている。呼吸のように微かすかに明滅する紫の光が、その腹の鋼はがね色いろと刃の白銀を一いつ緒しよくたにして覆おおっていた。

「あれが……ダインスレイブの、本性──」

「は、あまり大おお袈げ裟さに考えるな、春はる亮あき。電池で光るのは子供向けで素す晴ばらしいギミックかもしれんが、見ろ、それを使う持ち主がポンコツだ。車椅子に座ったまま戦うつもりだぞ」

　はっとする。そうだ、その剣を握る領主は車椅子に座ったままでいる。《十字軍のデイユ・建国旗槍ル・ヴ》の呪のろいは、それが支配する場所から出れば死ぬ、というものだ。この街の《騎き士し領りよう化か》はまだ完了していないため、今の領主は別の《十字軍のデイユ・建国旗槍ル・ヴ》で、その車椅子を便べん宜ぎ上じようの領地──《移動領》とかいったか──にして誤ご魔ま化かしている状態だ。

　つまり、《騎士領化》が完成するまでは。

　領主はあの車椅子、《零番領地ジルチグラウンド》から降りられない。

「車くるま椅い子すで戦せん闘とうだと？　馬ば鹿かげている。これは、油断しなければ、いけるか……？」

「愚見。汝なんじらはダインスレイブの呪のろいを知らぬ」

　領主が言い、剣の先端をそっと動かす。こちらに向けて。

　その刃やいばそのものが、少女の声で、自らの呪いについて語った。

「我が呪いは……《一度鞘から抜かれれば、必ず誰かを殺す》。我という存在は、故に魔ま剣けんと呼ばれた」

「自慢げに言わなくとも。よく聞く話です。私だって妖よう刀とうですよ」

　鼻を鳴らすようにこのはが言うが、ダインスレイブの語ご調ちようは変わらない。

「憐あわれなほどに無む知ち蒙もう昧まい。塵ちりと同価値のくだらぬ禍具ワースとしては当然だが、貴様は理解していない──必ずという言葉の意味を。鞘を開いた私は必ず殺すために動き、必ず殺すために在り、必ず殺すために刃を導みちびく……逆に言えば。私の刃が現れたとき、既に、殺すという結果は確定されている」

「は……？」

「必ず殺すという確かく定ていされた結果が、運命が、因果が、この刃を進ませる──その方向性。因果的推進力こそが、我が呪いの発はつ露ろ」

「──愚ぐ暗あんには伝わらぬ。ダインスレイブよ、見せるしかあるまい。汝の刃に映る結末を。迫り来る、確定された死を。因果に導かれし、確殺の推進を！」

「是なりYes、我が領主My lord！」

　その瞬しゆん間かん、彼らが。

　車椅子に座った領主と、その手に持たれた大剣が、飛んできた。

　弾丸のような勢いで。砲弾のような勢いで。

　斜めになった車椅子、けれどベルトか何かで固定されているのか、領主の身体からだは落ちない。その質量ごと、ダインスレイブの刃が高速で振りぬかれた。

「春はる亮あきくん！」

　このはが辛かろうじてそれを防ぎ、弾はじく。大岩を受け止めたような重い衝しよう撃げきに、全身の筋肉が悲鳴をあげる。そして左手の空白から電流と化して抜けていく。嚙かみ殺した。

　後方に滑った領主の車椅子は着地し、しかしそのまま車しや輪りんを軋きしませてＵターン。領主はいかなる操そう作さもしていないのに、だ。

　今度は直ちよく線せん的てきでなく、車輪を交互に傾かせ、踊るような動きで接近──狙ねらいはフィアだ。

「フィア！」

「くおっ……！」

　さすがに素手では無理がある。ココロに倣ならったわけでもないだろうが、足元に落ちていた支給品のような騎き士し剣を咄とつ嗟さに拾って、フィアが辛うじてダインスレイブの一撃を防ぐ。しかし纏まとわりつくように領主は連続で斬ざん撃げきを繰くり出してきた。フィアが必死に耐える──

「怪チユパ物カブラ繃ン・バ帯ンデージ！」

　領主の後方、首を絞めるべく、あるいは車くるま椅い子すの後部に刺さっている《十字軍のデイユ・建国旗槍ル・ヴ》を引き抜くべく錐きり霞かの包帯が伸びる。領主は車椅子の車しや輪りんの一つだけを地に立て、独楽こまのように回転しながらそれを断ち切った。その隙すきにフィアはなんとか間合いを開ける。

「ちぃ。動いて……おるな。おかしなことに！」

「ダインスレイブが引っ張ってる……のか!?」

「普通にスピードや経路も制御できるようですね。因果的推進力とか確かく殺さつ推進とか言ってましたが、何にせよ《敵に向かう》という漠然としたベクトル……それを利用した戦せん闘とう法ほう、ということでしょう」

「単純な突進技というだけかと思ったが……馬ば鹿かげているな。車椅子の質量と機き動どう力りよくも最初から計算して攻こう撃げき動作に組み入れているのだろう。あるいは、普通に戦うよりも厄やつ介かいかもしれないぞ」

「まあ、車椅子の相手と打ち合ったことなんてありませんしね。それより」

　このはが軽く揺れる。フィアの手元を見たのだろうと思った。現地調ちよう達たつした武器を。

　フィアは前方を見据えたまま、軽く口を尖とがらせるようにしながら言う。

「私だって持つ気はなかったが、仕方ないだろう。これくらい大目に見ろ」

「そうだな。大剣相手に素手はさすがに厳きびしいだろ……なぁ、このは」

　助け舟を出してやると、ややあって、彼女の嘆息。

「まあ──その程度なら、何かあったときでもわたしがすぐに壊こわせますし。素手の延長ということにしておきましょうか。それでも油断は禁物です、わたしのすべきことは何も変わりません。いいですか、おかしな様よう子すがあったらすぐに──」

「わかっておる……とにかく、今は私よりあっちだ！　動きには確たしかにびっくりしたが、奴やつは足の代わりにアレの状態で戦う、というだけの話だろう。恐れることはないな！」

　キュル、とドリフトのようにして体勢を立て直していた領主が、再度ダインスレイブを構え、静かな目で言った。

「──愚ぐ慮りよ。恐れることはないと言うとき、その者は既に恐れている」

「だまれ！」

　車輪が軋きしむ。再度の交こう錯さく。

　春はる亮あきはこのはと力を合わせて必死に打ち合った。ダインスレイブは呪のろわれた剣であり、自らの意思で動く──《剣けん殺さつ交こう叉さ》は通じない。強引な力技である《顕けん殺さつ交こう叉さ》を放っても、

「くっ……」

「我は伝説と語られた魔ま剣けん！　田舎いなかの島国の妖よう刀とうごときが砕けるかッ！」

　相手も長い年月に呪われた刃やいばだ。互角の手て応ごたえで弾はじき合う。さすがに一撃で終わらせられると思うのは考えが甘すぎた。

　紫の淡い光を纏まとった大剣が、車くるま椅い子すの人間に振るわれているとは思えないほどの威力、速度、多彩な軌道で奔はしる。領主の老いた腕のどこにこんな力が潜ひそんでいるのか。彼の剣術技能自体も目を瞠みはるものだった。高度なフェイント、連れん撃げき、カウンター……とても油断できる相手ではない。

「くおっ……守って、ばかりでは……でええええいっ！」

「ちょっとフィアさん、不用意に！」

　このはの忠告は遅く、さっき拾った騎き士し剣けんで苦し紛れの攻撃を繰くり出したフィアは領主のカウンターに引き込まれた。何の変哲もないその剣が折れ飛び、フィアの頰ほおに薄うすく傷が走り、それ以上の被害を回かい避ひした結果か、彼女の小さな身体からだが勢いよく吹き飛んで地面を転がる。また手さぐりでそこらの剣を拾い上げて、

「まだ、まだだ……！」

　立ち上がり、領主を睨にらんだ。技術ではなく、意志と想おもいを行使した戦い方。それが気に食わなかったのか、領主が車椅子の上で鼻を鳴らした。

「──愚挙。貴様は呪のろわれている。使命ある騎士のように戦うな」

「うるさい。私は……私は、こうするしかないのだっ！」

　再び、フィアはがむしゃらに突っ込む。

「……使命？　あるに決まっている。私が私のままで、お前を叩たたきのめすことだ。街を、学校を、あの家を──取り戻すことだ！　止める気はない！」

　春はる亮あきも黙だまって見ているわけではなかった。合わせて飛び込み、このはと共に攻撃をしかける。錐きり霞かの包帯も援えん護ごで飛んでくる。

　傍そばで揺れる、銀髪。

　正直に言えば、フィアはあまり戦力にはなっていないのかもしれない。それでも、彼女が傍にいてくれることが、共に戦ってくれていることが、春亮にはとてもありがたく思えた。救われるように、思えた。

　しかし、それでも──領主とダインスレイブに、有効打はなかなか与えられない。

　見た目、ぱっと見の戦い方は奇異だが、その実、彼らの強さは直球的だ。奇を衒てらったところのない、シンプルな強さ。純粋に隙すきがない。目立った弱点がない。

「はっ……はぁっ……」

　春亮達は消耗していく。今までの連戦の疲労が背中にのしかかる。いかにこのはが身体を操そう作さしてくれると言っても、根本である肉体の消耗まではどうしようもない。打ち合いの衝しよう撃げきが集中する左手の末端は、今や痛苦が指を形作っているような錯さつ覚かくを生んでいる。そこにあって当たり前なもの。忘れようがないもの。それを無理に忘れようとすることがさらなる疲労を生む。

　だから──宙を滑るような動きで放たれたダインスレイブの横よこ薙なぎの攻撃を受け止めたとき、がくん、と膝ひざから力が抜けた。

「春はる亮あきくん！」

　無理に踏ん張ることをこのはは選ばない。衝しよう撃げきを吸収するように真横に跳ぶ──あるいは弾はじき飛ばされる。

（くぅっ！）

　急きゆう激げきに遠ざかる景色けしきの中、ダインスレイブの攻撃の反作用として回転した車くるま椅い子すの車しや輪りんが、後うしろ回まわし蹴げりのように錐きり霞かの身体からだを逆方向に吹き飛ばすのが見えた。

　春亮は衝撃に備えて歯を食いしばりながら、残された彼女の──

　一人ひとり、生みの親と対たい峙じすることになった彼女の無事を、祈るしかなかった。

（フィア……！）
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　車輪を軋きしませつつ、春亮達を弾き飛ばした車椅子が地面に着地。

　頼りない、拾っただけのただの剣を手に、フィアは領主と向かい合う。

　手て慰なぐさみか、推進力を制御しているのか──領主は手首を返しながら、剣けん舞ぶのようにダインスレイブを身体の前で回転させていた。紫の輝かがやきの残像が網もう膜まくに刻まれる。

　領主の表情は今までと変わりない。無感情。自らの為なすべき正義を、ただ見据えている。しかしそのとき、彼の瞳ひとみに僅わずかな疑問のようなものが浮かんだ気がした。

「問おう……先刻の話の続きだ。愚ぐ論ろんではあるが」

「なに？」

　眉まゆを寄せるが、領主は構わず、

「何なに故ゆえ、そのような戦い方をしているのか。使命のために立ち上がり続けることが美徳の、正しき騎き士しのような」

　先程と同じような言葉。フィアも同じ感想を返すしかなかった。うるさい、と。

「お前は呪のろわれている。それは我が予想とは違う戦い方だ。免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクでいくらかは封じているとしても、残っているものがあるだろう。《ヴラド・ツェペシュの杭"A skewer loved by Vlad Tepes"》はどうした。《鮫の歯"The teeth"》は、《花弁剣ベラゼッラ"The flower sword Verazella"》は？　見せてみろ」

「ふん。見たいのか？」

「愚問。その一つ一つが我の罪証である。それを砕いてやるのが我が過あやまちの償つぐないとなろう。汝なんじというモノを生んだ──親としての務めだ」

　胸中が軋む。箱の姿で聞いたときと同じように、この男の言葉は、毒だった。息苦しくなり、

動どう悸きが激はげしくなり、涙が出そうになる。

　だが、それに負ける気はなかった。深呼吸して、

「私は……お前にとっては、間違いの塊なのだな」

「そうだ。作った我が言う。貴様が生まれたことは間違いだ。間違いの中に生まれ、間違いの中に使われ、さらに呪のろいという間違いに包まれた」

　考える間もなく、悩む間もなく、即答。

　決まりきったことのように。それ以外の答えはないというように。

　その短絡さに、笑いの衝しよう動どうが浮かんでくる。それを堪こらえつつ、

「では……具体的に、聞いてやろう。お前は、そんな間違った私の中に何があると思っているのだ？」

　挑戦のように、あえて、その言葉を使うことにする。

　まっすぐに彼の顔を見つめて。にやりと、唇を曲げて。

「親よ。言ってみろ。私の中には何がある？」

「──愚問。三十二の拷ごう問もんと処刑の機き構こう。そして、忌いまわしき呪いだ」

「それだけか？」

「それだけだ」

　やはり、むっつりとした真顔で言うものだから。

　我慢できなくなって、フィアは笑った。

「はは……あっはっは！　お前は頭がいいつもりなのかもしれんが、馬ば鹿かだな！」

「貴様！　我が領主を愚ぐ弄ろうするか！」

　ダインスレイブがその切っ先を激はげしく揺らす。だが、まだ突進はしてこない。領主はこちらの言葉の真意を量ろうとしているように、じっと視し線せんを向けている──わからないのならば説明してやろう。

　フィアはそっと、自分の胸に手を当てた。

　鼓動。温度。その中に、あるもの。

「私の中には──そうだな、たとえば……ルービックキューブの解とき方が、あるぞ。お前はそう設計したのか？」

　何を言っているのかわからない、というように、領主の眉まゆが小さく寄る。それがまた面おも白しろい。

「他ほかにもまだまだ、だ。おせんべが好きだという気持ちがあるぞ。もふもふの奴やつらが好きだという気持ちがあるぞ。学校で勉強した内容だって入っている。いろんな知ち識しきだ。体育祭で覚えたダンスも踊れる。バイトのやり方も楽勝だ。ウェイトレスとか売り子とかな。それから──そうだ、チョコレートの作り方。うまーいのが、作れるのだ。勿もち論ろん、学校のみんなや、商店街のみんなや、街のみんなや……」

　息継ぎをして、

「春はる亮あきが……春亮達が、好きだという気持ちも、あるぞ」

　照れてしまった。誤ご魔ま化かした。でも本当だ。自分の中に、あるものだ。

「はは。もう一度聞こう。それらは、お前がしたり顔で私の中に設計したものなのか？」

「む……」

　言葉にしてしまえば、怖いものはなかった。

「──お前が最初に作った《間違って当然の私》は……もう、他ほかのたくさんのもので薄うすまっているのだ。私は箱の形をしているのだからな。中身にぎゅうぎゅうと詰めたのだ。本来の中身がどうでもよくなるほどに。それまでからっぽだった隙すき間まに、ぎっしりと。溢あふれ出るほど」

　胸に当てた手の下に、それを感じる。息づいているものを感じる。

　ここに来てからの、一年足らずの間に。少しずつ少しずつ、詰めてきたもの。

　自分でも気付かない間に、花びらのように、積つもっていたもの。

　だから、とフィアは顔を上げた。

　生みの親に対する笑いを止やめて──代わりに。

　貫くように、領主を睨にらんで。

「たとえ、私が生まれたことが間違いでも。私がここにいることは、ここに来たことは、みんなと出会ったことは──間違いではない。それだけは確たしかだ！　それを否定する権利は、お前にはない！」

　言葉を叩たたきつける。

　領主は小さく頭を横に振りながら、勢いをいなすように舞まわせていたダインスレイブの動きを変えた。突きのような形に構え、

「──愚考！」

　殺意の推進力で再び車くるま椅い子すを動かし、雷光のように突進してきた。

　脅威ではある。だが恐れはない。

　この男はそんなに大層な存在ではないのだと思えた。領主？　王のごとき支配者？　古き錬れん金きん術じゆつ師し？　正義の執行者？　そんな意味はどうでもよかった。自分にとっての意味は一つだけだった。

　フィアは剣を握にぎり締しめて身構えながら、

「はっ。娘のことを知ろうともせず、最初から愚かと切り捨てる──私には、そんな親こそがもっとも愚かだと思えるがなっ！」
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　かなりの勢いだった。受け身が取れるとは思えない。

　また死ぬかもしれない、早く復活できればいいが、と錐きり霞かは思っていたが──次に感じたのは痛みではなかった。布と骨組み、柔らかさと硬さが渾こん然ぜん一いつ体たいとなった感触が自分の身体からだを包む。べきべきという崩ほう壊かいの音。どうやら吹き飛ばされすぎて、隣となりに建っていたテントに身体を受け止めてもらったらしい。予想外の幸運だ。

「くっ……！」

　折れた骨組みの端が軽く腕に刺さっていたが、壁かべや地面にぶち当たって首の骨が折れたり頭ず蓋がい骨こつが割れたりするよりは何倍もマシだ。引き抜いて、テントの残ざん骸がいを押おし退のけつつ上半身を起こす。急きゆう激げきな体移動の影えい響きようで頭がくらくらした。

　車くるま椅い子すに弾はじかれた程度で、と歯は嚙がみする。死なないだけの自分の身体からだ。死んでしまえば役立たずだ。むしろ気を遣つかわせてしまうぶん迷惑だ。

（何か……もっと、私に、力が。手助けする方法が、あれば……）

　そんなときだった。

　崩れたテントの残骸の中。身を支えるために置いていた手に、何かが当たる。

　何の気なしに錐きり霞かは首を回し、それを眺めて──

　はは、と笑った。

「馬ば鹿かげている……些細すぎて、破壊する手間すらも惜しかったのか？」




　吹き飛びながら、春はる亮あきは身体を回転させて受け身の体勢を取る。このはがそうしてくれたというだけだが。

　それでも、硬いグラウンドに叩たたきつけられるのを覚悟し、全身を強こわ張ばらせた瞬しゆん間かん──

　どふっ、と肉の感触がして。

「あ、あれ？　虎こ徹てつ……？」

「……」

　虎徹に両腕で受け止められていた。というか、お姫様抱っこされていた。

　さすがに恥ずかしく、転がるようにしてその腕から脱出。

「虎徹？　助かりましたけど、どうして……」

「少しばかり甲かつ冑ちゆうの数が減りました故。拙せつ者しや一人ひとりぐらいならこちらに回っても大丈夫だろう、と……」

　ちらりと周囲を見やってみる。依然として、藍あい子この蠱こ毒どくにサヴェレンティの人形、ン・イゾイーを含めた研けん究きゆう室しつ長ちよう国こくの人間が戦い続けているが──確たしかに、地面に倒れて動かなくなっている銀の甲冑の姿が何体か見えた。

「そっか、助かる。正直、こっちもジリ貧みたいな感じだったんだ。お前が来てくれたら」

　そこで虎徹の目がじろりとこちらを向いた。何かを言いたげに睨にらんで。しかしややあって、ぷい、と逸そらされて。

「正直に言うが……誠、拙者は疲れている。いつものような動きは無理だ」

「そ、そうなのか？　いやまあ、仕方ないな……」

「だから……む。その、だから、だ……」

　そこて手中のこのはがぴょこんと持ち上がった。

「ああ。もしかして……虎こ徹てつ、わたしが言いましょうか？」

「い、いえ、村むら正まささま！　これはやはり、拙せつ者しやが言うのが、筋であります、故……」

　何の話だ、と春はる亮あきが首を傾かしげていると、虎徹が意を決したように向き直ってきた。頰ほおを軽く膨ふくらませながら、

「……暫ざん定てい的てきな、措置だ」

「？」

「貴様をまだ認めたわけではない。信用もしていない。誠、貴様は意味不明だ。弱い。弱いのだが、どうしてか、強く見えたりもする。本来ならそんな奴やつにはけっして許さぬのだが、その……そう！　寛容な村正さまが先にやってらっしゃるので、その寛容さを真ま似ねさせていただこうというか、勉強として同じ視点から見てみるのも悪くはあるまいと……だから、だな！」

「は、はいぃぃ!?」

　虎徹が胸むな倉ぐらを摑つかみ、すごい剣けん幕まくでぐいと顔を近付けてくる。

　殺されるかと思ったが──次の瞬しゆん間かん、急に虎徹は頰を赤らめて、視し線せんを逸そらして。

「今だけ。今だけ……許してやる。拙者の身体からだを、好きにするがいい」

「……っ！」

　意味深な台詞せりふに、ビクリとして。

　そして──左手に新たな重みが生まれたのにも、ビクリとする。

　足元に、和ロリの服が音もなく落ちるのと同時に。

　抜き身の日に本ほん刀とうが、左手に握られていた。

「こ、虎徹……？」

「……じろじろ見るな。やはり男だん色しよく家かか。うっ、ぬっ……ま、誠、指でそんなところを、さっそく弄いじるとはっ……」

「は、初めて握るんだから、握り具合ぐらい確たしかめさせてくれよ」

「むっ。なんだかその台詞、イケナイ感じに聞こえるんですけど」

「どこがだ!?」

　本当に、握り具合を確かめようと軽く指を動かしただけなのに。

　左手の指は足りないのだが、意外としっかり持てている。ひょっとしたら虎徹自身が何かフォローしてくれているのかもしれない。

「……まあいいでしょう。春亮くんの身体の優ゆう先せん権けんはわたしが持ちますよ、虎徹」

「無む論ろんです。拙者は邪じや魔まをしない程度の補助を」

　身体の優先権という言い方もアレな気がするが、特に気にしないことにする。

　何にせよ、虎徹にも使い手の身体をある程度補佐する能力があるのだろう。このはの力と合わせて、何やら身体が一段階軽くなった気がする。虎徹を握るのも、このはと一いつ緒しよに二刀流として持つのも、勿もち論ろん初めてのことだが──なんとかなりそうな気がした。

「……ありがとな、虎こ徹てつ」

「うるさい黙だまれ。貴様はただ拙せつ者しやを握って動かしていればいいのだ。それですぐ終わる」

　ぶっきらぼうな声。

　春はる亮あきは苦笑し、戦場に戻るべく身体からだを動かした。フィアが領主と対たい峙じしている。

　聞こえてくる。

　彼女の、想おもいの籠こもった、まっすぐな言葉が。

（フィア……）

　すぐに戻ってやろう。肩を並べて戦ってやろう。もう、彼女は大丈夫だ。

　そんなことを考えながら一歩を踏み出したとき、このはが言った。

　どうしてか、何かを諦あきらめたような、深い深い嘆息混じりに。

「……あー。すみません春亮くん。ちょっと寄り道していいですか？」
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　行ったかと思えばまだ戻り、戻ったかと思えばまた来る。そんな推進力を持つのがダインスレイブの刃やいばだ。直ちよく線せん的てきではあるが、複雑怪奇な転身を見せる軌道。フィアがそれを懸けん命めいに捌さばいていると、

「……!?」

　車くるま椅い子すの背後に、蛇のように鎌かま首くびをもたげるものを見た。

　二本。

　次の刹せつ那な、

「《怪チユパ物カブラ繃ン・バ帯ンデージ》！　そして……《黒河可憐》ッッ！」

　飛び込んできた錐きり霞かが、踊るように両腕を持ち上げながら叫んだ。左手首に移動した白の包帯と、右手首に──本来の居場所を取り戻した黒の革ベルトが、二条の螺ら旋せんと化して蠢うごめく。
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「むっ」

　呻うめいた領主は車椅子を回転させつつ、ダインスレイブで同時に薙なぎ払う。だが白と黒のモノクロで構成された二つの帯は、少しずつタイミングをずらして伸長しながら、左右の手でワンツーを繰くり出すがごとく、しつこく領主を追っていく。

「はっ……ぶっつけ本番だが、意外になんとかなるものだ……！」

「キリカ!?　それは……！」

　言葉では軽いが、実際にはかなりの精神力と集中力を使っているのだろう。彼女は額ひたいに脂汗を垂らしつつ、

「たまたま隣となりのテントで見つけた。こんなベルト一本、わざわざ破は壊かいするまでもないと思ったのか……単に忙しくて忘れていただけか。何にしても、これは私のものだからな。無断で返してもらったが、まさか文句は言うまい！」

「矮わい小しようにて脆ぜい弱じやくな禍具ワースの一つ、取り戻したとて！　調ちよう子しに乗るな！」

　そう叫ぶダインスレイブが自らの刃やいばで《怪チユパ物カブラ繃ン・バ帯ンデージ》と《黒くろ河かわ可か憐れん》を切り落とし、その隙すき間まに滑り込むように車くるま椅い子すが接近してくる。フィアが剣を握にぎり締しめるよりも早く、眼前に誰だれかが割り込んできた。

　わかりきっている。春はる亮あきだ。

　なぜか──両の手に、日に本ほん刀とうを握っていた。右手には流りゆう麗れいな黒くろ鞘さやの日本刀。左手には無骨な抜き身の日本刀。

「うおおおおおっ！」

　ダインスレイブの刃を受け止め、反はん撃げきする。力強さと速度、それぞれの利点を補い合う連続攻撃。自分が傷つけてしまったあの左手では刀が持ちにくいと思うのだが、見たところ虎こ徹てつのほうが村むら正まさより重そうだ。その重みを梃子てこの原理のように上う手まく利用することで、握力を補いながら破は壊かい力りよくを生み出しているのだろう。

　春亮と領主は何なん合ごうか互角に打ち合い、そして示し合わせたように大きく飛とび離はなれる。

「はぁっ……はっ……」

「ニルシャーキさまと比べて体力がなさすぎる。不満だ」

「……そりゃそうだろ。あんな根っからのバトル要員と一いつ緒しよにされてもな」

「虎こ徹てつ、もう少しだけ左の腕力を上げても大丈夫です。筋断裂は駄だ目めですが、ひどい筋肉痛ぐらいなら我慢してもらいましょう」

「は。了解です」

「うわーお、スパルタ……」

　息を吐きながら、春はる亮あきは肩を落とす。それから気を取り直すように、肩越しにフィアを振り返って唇を曲げた。

「まだまだ終わんないぜ。あのバカ親におしおき、するんだろ？　手伝てつだわせろよ」

「ああ。私も乗らせてもらうぞ。最近流行のモンスターペアレントというやつだな。馬ば鹿かげていることだが、そんな奴やつには実力行使せねばわかるまい」

　錐きり霞かも言ってくる。さっき領主に言ったことを聞かれていたのかな、とフィアは僅わずかに恥ずかしさを覚え──しかしすぐに、まあいいか、と開き直った。

　春亮達と同じ方向を向いていることが、とても心強い。領主を睨にらむ。

「愚行……ダインスレイブが言う通りである。些さ細さいな禍具ワースを一つ二つ増やしたところで、大たい勢せいは変わらぬ」

「そうか？　やってみないとわからないだろ……ていうか、戦力差が縮ちぢまったのは確たしかだと思うぜ」

「それすらも──愚答」

　領主の皺しわばんだ指が、ついと伸ばされた。その先にあるのは──

　玉座のような場所の横に突き立てられている、一本の、槍やりで。

　フィアはぞくりとした感覚を覚える。素早すばやく首を動かし、校舎の壁へき面めんに据えつけられている大おお時計どけいを確かく認にんした。時刻は。その時刻は──

「……！」

　リミットと考えていた二時を過ぎていて。

　ロスタイムも充分取ったとばかりに、その分針がさらに先に進んでいて。

　そして、息を吞のんで、領主のほうに顔を戻したとき。

　領主は、車くるま椅い子すの肘ひじかけに手を置いて。

　ゆっくりと──

　車椅子を下りて、グラウンドを両足で踏みしめて、立ち上がったのだった。

　自らの支配する領地から足を踏み出せば死んでしまう、という呪のろいに支配されている彼の、その行為。それが意味するのは。

「既に《騎士領化》は成った」

　穂先を大地に埋め込んだ槍を、埋め込んでしまった槍を一いち瞥べつして、吐息を一つ。

　事実を告げるだけの言葉を、静かに続けた。

「我が立つこの大地は、もはや第だい二に騎き士し領りようである」

　フィア達は愕がく然ぜんとそれを見やる。

「そ……んな……！」

「間に合わなかった、のか……!?」

　ぞっとするような、冷たく暗い感覚が背筋に覆おおい被かぶさっていた。跳はね除のけようとする。けれどしつこく纏まとわりついている。現実を見ろと囁ささやいてくる。

　時間は過ぎているのだ。

　穂先は完全に地面に埋め込まれているのだ。

　領地から出れば死んでしまう領主が立っているのだ。

　それらが、意味するものは。

　本当に？　間に合わなかった？　騎士領の力は自分達を排除するために十全の効果を発揮するようになって、あの家の持つ意味はなくなってしまって、自分達の居場所はなくなってしまって？

　そんな。そんな。そんな。

　どこか、現実味がない。麻ま痺ひしたような、ぼんやりしたような、意い識しき。周囲の状況を把握するための感覚器が混乱している。

　そうした中、さらに気付いた。

　直立した領主の顔。頰ほお。手の甲。そこにあった皺しわが、どこか少なくなっているような──

　心なしか、若返って見えるような。

　このはが呻うめくように、

「あなた、その顔……!?　どうして、そんなことが……！」

「愚問。《零番領地ジルチグラウンド》は、我が活動するに最低限の土地を備えているというだけのもの──この第二騎士領はそれより遥はるかに広く、遥かに正式な領。正しき領に立つ領主には相応の正しさが与えられてしかるべきだ。先の姿こそが仮のものであり、これこそが我の領主としての常の姿である」

　皺の少なくなった領主の手で、ダインスレイブがその重みを確たしかめるように振られる。青年とまで呼べるほどに若返っているわけではない。老いた人間であることには変わりない。それでも、そこには車くるま椅い子すから降りたばかりの老人のような気配けはいは微み塵じんもなかった。今も若々しく茂る古き大たい樹じゆのような、得体えたいの知れない力強さしかなかった。

　壮健。頑健。剛ごう健けん。筋肉の量ではなく、漠然とした気配として、そんな言葉が彼の肉体を修飾している。彼はその腕で振るったダインスレイブを見下ろし、

「我が第一の騎士よ。もはや加減は必要あるまい。さらに鞘を」

「お身体からだは？」

「愚問。この肉体なれば心配は無用である」

「御ぎよ意い」

　領主が紫の光に包まれた大剣の腹をなぞる。と──剣身に沿ってその腹に存在していた、文様の入った鋼こう鉄てつの薄うす板いた部分が、外れた。いや、それは薄板というレベルではない。ごろんと足元に転がる、細長い鋼鉄の塊。感覚的に理解する。領主の言う通り、それはダインスレイブという大剣の最後の鞘さや。重しとなっていたもの。枷となっていたものだ。

　今までより厚みを減じ、流りゆう麗れいな姿となったダインスレイブが、後には残される。

　清せい廉れんと畏い怖ふの直ちよく線せんを描く、曇くもりのない白刃──それを包む、紫の朧ろう光こう。神秘的で、幻想的ですらあった。無む駄だも無理もなく、過不足なく完成していると感じられる。これが本来あるべき姿なのだと確かく信しんしてしまう姿。

　領主はその手中の剣を軽く見下ろすようにしつつ、

「神しん代だいの魔ま剣けんは常にその力を最大に発揮できるわけではない……それを振るう人の身のほうが耐えられぬこともあるし、融ゆう通ずうが利かぬのが困ることもある。故に我はこの枷かせを作り出して組み込んだ」

「ふん。誠、虚こ仮け威おどしではなければよいがな。大おお仰ぎように鞘を捨てるだけ捨てて敗れた佐さ々さ木き小こ次じ郎ろうという男もいる」

　虎こ徹てつが言うと、領主は無表情ながらも、声に呆あきれたような調ちよう子しを滲にじませて答えた。

「《零番領地ジルチグラウンド》での半端な力では、我が老いた肉体がダインスレイブの性能に不適だった。しかし今は違う──」

　ゆっくりと剣先を動かしていた領主の動きが、ふと止まったと見えた瞬しゆん間かん。

　領主の身体は春亮の後方にあった。

「……ぐ、うううっ!?」

　春はる亮あきの呻うめき声ごえ。理解が追いつかない。何が起こった？

　その姿は、彼の状況は、一瞬前と激げき変へんしている。顔の前で交差させた二振りの日に本ほん刀とう。よろけて尻しり餅もちをつく。頰ほおに一筋の朱しゆ色いろ──それでようやく理解する。あの突進だ。領主はさっきまでと同じように、ダインスレイブの確かく殺さつ推進によって全身で春亮に斬きりかかったのだ──異常なほどの速度で。そしてそれを虎徹とこのはが咄とつ嗟さに防いだ。しかし防ぎきれず頰を切られた。

　頰を、だ。ほんの少しずれていれば。あと数センチ、刃やいばの位置が違っていたら──

　ぞっとする。無む意い識しきのうちに、自分の胸に手を当てていた。

　大丈夫だ。大丈夫──

　慌てて起き上がりながら、春亮が信じられないといった調子で呟つぶやく。

「な……なんだよ。速すぎる、だろ、今の……!?」

「は。汚らしい禍具ワースと共きよう棲せいする貴様に相応ふさわしい、檻おりに囚とらわれた豚のような怯おびえ顔がおだ。あの程度の動きが私という魔剣の忌いまわしさだとでも思っていたのか？　死が確定しているという呪のろいの意味を──堪たん能のうするがいい！」

　ダインスレイブの言葉と同時、地を蹴ける領主。宙を滑るように白刃が迫る。まさしく、矢のように。銃弾のように。それほどの速度。

　今度の狙ねらいは──こちらだ！

「ぬ……ぐぅおっ！」

「フィア！」

　ばきんと異音。咄とつ嗟さに翳かざした剣が折れ飛び、同時に自動車に撥はねられたような圧と衝しよう撃げきが真正面から全身に加わる。為なす術すべなく吹き飛んで転がった。あるいは自分で無む意い識しきに飛んだのか。わからない。グラウンドに叩たたきつけられた身体からだがみしみしと軋きしむ。が、致命的な被害だけは避けられたようだ。なんとか起き上がる──しかしそこで、こちらを吹き飛ばした領主が身を捻ひねって反転、逆方向に再度の突進。それを予期していたのだろう、その進行方向にいた錐きり霞かが反応早く横っ飛びに身を投げ出したが、

「ぐあっ……くそ、馬ば鹿かげている……！」

「無事か、キリカ！」

「腕を少し切られただけだ。すぐ治る！」

　その出血量からは、少しどころではない怪け我がだと思えた。だらりと腕を垂れ下がらせて、なんとか錐霞も立ち上がる。予期して、完かん璧ぺきなタイミングで避けたと思ったのに、回かい避ひしきれなかった──それは向こうの速度が予想以上のものだということを意味している。

　動どう悸きが激はげしい。震ふるえが止まらない。全身の痛みが邪じや魔ま臭くさい。

　まさしく枷かせを外されたダインスレイブの速度と、《騎き士し領りよう化か》の加か護ごで満たされた領主の力──圧倒的、だ。それは認めるしかない。

「固まるとやばいぞ！　少し離はなれろ！」

　息を荒らげながら、春はる亮あきが再び日に本ほん刀とうを構える。

　砲弾の如ごとき魔ま剣けんの再来。春亮はひとまず受けではなく回避を選択──しかし避けきれない。結局、またこのは達がその鋼こう鉄てつを打ち合わせてなんとか軌道を逸そらした。春亮が顔を顰しかめたのは、肩でも外れそうになったか、それとも左手が痛むのか。両方かもしれない。領主の行方ゆくえを目で追った瞬しゆん間かん、フィアは地面に身を伏せて転がる。すぐ頭上を通り過ぎる白刃、銀髪の何本かが千切れて舞まったのがわかった。

（おの、れっ……！）

　一方的に、嬲なぶられる。嵐あらしのような暴ぼう虐ぎやくに翻ほん弄ろうされる。

　目視すら困こん難なんな、高速の突進斬ざん撃げき。その速さは、しかし軽さを意味しない。接触の一瞬に発揮されるのは、大剣の重量感。それが速度という協力者の手によって破は壊かい力りよくへと変換される。

　縦じゆう横おう無む尽じんに、休みなく、殺意を持った列車が衝しよう突とつしてくるようなものだった。

　必死に耐えるが、無傷ではいられない。自分も、春亮も、錐霞も、少しずつ傷を負わせられていた。身体が思うように動かなくなってきた。反撃しようにも武器はない。落ちている剣を探す暇すらもない。目の前が──暗くなるような、感覚。

　何かないのか。打つ手は、ないのか。

　その暗い焦しよう燥そう感かんに満ちた胸中は春はる亮あきも同じだったのだろう。右手の刀に向けて、

「このはっ……何か、隙すきとか見つけられないかっ？」

「確たしかに、凄すさまじい速度ですが……ピンボールのような直ちよく線せん的てきな動きしかしてきません。見切れば、逆にカウンターが狙ねらえるかもしれませんが……」

　なるほど。彼女の言う通り、今まで領主は列車のように行っては戻り、を繰くり返しているだけだ。いかに常じよう識しき外はずれの速度と力とはいえ、その動きそのものを見切ってしまえばなんとかなるということだろう。

　とりあえずの指針が立ち、改めて領主を見やる──そのとき丁ちよう度ど、繰り返されていた突進が止まった。視し線せんの先で佇たたずむ領主は、先刻車くるま椅い子すの上でやっていたように、ダインスレイブの剣先を踊らせるように動かしている。あれで突進のベクトルを制御しているのか。

　領主はちらりとその目を手中の剣に向け、

「ダインスレイブよ──猛進だな。久しいから我慢できぬか」

「は。申し訳ありません。堪こらえが利かず」

「馬上槍やり試じ合あいのごとき単純さも悪くはない。だが、それしかせぬのは愚行だ。呪のろいたる死への因果力を絞り、研とぎ澄すまし、制御せよ──さすれば汝なんじの刃やいばは無む駄だな距きよ離りを進むことなく、騎き士しの連撃の如ごとく因果を追い続けるだろう。可能か」

「……しばし落ち着く時間をいただければ」

「許可する」

　じっとこちらを見つめたまま、領主は剣先を動かし続ける。

　身体のそこかしこに刻まれた真新しい傷を治ち癒ゆさせながら、錐きり霞かが怪け訝げんそうに呟つぶやいた。

「何の話だ。なぜ来ない……？」

　引ひき攣つった笑えみが思い浮かぶような掠かすれ声ごえで、このはが答える。

「わたしが思うに。さっきの作戦をいきなり台無しにしてくれたみたいですね。どうも、少し休んで集中すれば、今みたいな突進じゃない動きもできる──という話をしてたような」

「……それが、誠に可能かどうかはともかく。仮にあの速度で、普通に切り結んでくるようなことがあれば。それは、いささか……」

　虎こ徹てつが途中で言葉を止めた。おそらく彼の誇りが、その先を口にすることを許さなかったのだろう。一般的には弱音と呼ばれる類たぐいのものだったであろう、何かの言葉を。

　そこで、肩で息をする春亮が、領主を睨にらみながら言う。

「……でも、だからって逃げられないだろ。こっちも体力が厳きびしくなってきたところだ、この時間でちょっと回復させてもらおう。そしたら向こうの動きがどう変わっても、今より少しはマシに──」

「ほう。悠長に休んでいてもいいのか？」

　ダインスレイブの、明めい確かくな嘲あざけりが込められた声。このはがぴくりと揺れ、

「どういう……意味ですか」

「さすがは呪のろうことしか知らぬ劣悪の禍具ワース、愚かすぎるな。忘れているとは──貴様達は、間に合わなかったのだぞ」

「なに……？」

「《騎き士し領りよう化か》は既に成っている。その王たる我が主に、他ほかの何よりも先さきんじて加か護ごが与えられた。無む論ろん、次はその他の人間の番だ。それは意い識しきのない者も例外ではない……さすがに死んだ人間は別だが」

　余裕の現れか、ダインスレイブの言葉は滑なめらかに続いた。

「騎士を完全な騎士たらしめんとする、正しき加護が今まさに与えられつつあるのだ。そして完全な騎士が無様ぶざまに大地に伏していることなどあってはならない。故にその力は奴やつらを立ち上がらせるだろう。力の全すべてが行き渡るまで──気絶している程度の騎士達が目覚めるようになるまで、あとどれくらいの時間が必要だと思っているのだ？」

「っ!?」

　それは──今まで苦労して倒してきた、何人もの、何十人もの騎士達が。復活してしまうということか。再び、憎悪と怨えん嗟さと正義感を持って向かってくるということか。

　フィアは素早すばやく背後を見る。《銀ヴイツ冑テルン騎バツハ士団・ナイツ》を足止めしてくれている一同──その足元に、何体かの甲かつ冑ちゆうが既に倒れている。目を疑うことに、それすらもが、ぴくぴくと動いているように思えた。再び動き出そうとしているかのように思えた。

　背筋がぞっと冷たくなる。頭の奥に暗くら闇やみが湧わき上がる。

　考えてはいけない、と思っても。考えてしまう。

　異常なほどの速度と力を得ている、領主とダインスレイブ。砲弾のような勢いの推進攻こう撃げき。加えて、これからはその速度で普通に切り合いをしてくるかもしれない。そんなことをされて、自分達に太た刀ち打うちできるのか。わからない。わからない。

　そんな圧倒的な脅威である領主達を、突破できるかどうかもわからないのに──

　まだ。それに加えて。

　後方に残してきた脅威までもが、蘇よみがえるというのか。ここまできて、リセットされてしまうのか。いや、あれだけ苦労して削った戦力が、さらに強力になって帰ってくるのだとしたら。それは。それは、もう、何をしても──

「まだだ！」

　春はる亮あきが叫んだ。その語気の強さにはっとする。頭の奥の暗い靄もやが消し飛ばされる。

「まだ、終わってない──そいつらが来る前に、事態が動く前に、ここでカタをつけるんだ！　それしかない！」

「さすがに、ある程度は体力を回復させる必要はありますが。その次の動きが……最後のチャンス、ということになりますか……」

「誠、背水の陣ということですな」

「ああ……やるしかない。私が言うのも馬ば鹿かげているが、命に代えても、だ……！」

　その通りだ、とフィアも再び胸中に気合いを入れた。やるしかない。まだ終わったと思うのは早い。絶望するのは早い。やるべきことがあるなら、可能性があるなら、やるしかない──

　しかし、できるのか。

　王として、一足早く十全な《騎き士し領りよう化か》の加か護ごを得ている領主を。死という因果を呪のろいとする、古いにしえの魔ま剣けんであるダインスレイブを。

　本当に、倒せるのか。倒して、その背後の《十字軍のデイユ・建国旗槍ル・ヴ》を破は壊かいできるのか……

「このは。いいよな？」

「ふう……仕方ないです」

　そのとき春はる亮あきがこちらを手招きした。領主達の動きを警けい戒かいしつつ、フィアが近寄ると。

　春亮はこのはを一いつ旦たん脇わきに挟んで保持し、空いた手でポケットを探り──そして、見み慣なれたものを。懐なつかしいとすら思えるものを、投げてきた。二個。

　二つの、ルービックキューブを。

「あ……」

「さっき、このはが脱いだ服から取ってきたんだ」

　フィアは手中のそれをじっと見つめる。問うしかなかった。

「ウシチチ。よい……のか……？」

「よくはないですよ。でも、仕方ないでしょう」

　ぶっきらぼうで、不ふ機き嫌げんそうな即答。しかし春亮が小さく肩を震ふるわせて、

「はは。言葉足らずだな、このは……なあフィア。仕方ないってのは、あいつをぶっ倒すのに必要だから、じゃないぞ。さっきお前があいつに言ってたこと、聞いたからだってさ」

　ちょっと春亮くん、と抗こう議ぎするように日に本ほん刀とうが揺れるのが見えた。それから諦あきらめの嘆息。

「……あなたの中に詰まっているものがあるというなら、それを見せてみなさい。そうすれば、この一いつ瞬しゆんくらいは──と、判断しただけです。言い換えるなら、覚悟を決めた、というだけですよ」

　この一瞬だけなら、大丈夫だろうと。狂わないだろうと。

　そう、判断してくれて。信頼してくれて。

　その信頼に賭かけるという、覚悟を、決めた。

　そういう意味なのだろう。

　胸中に湧わき上がるものがあった。フィアがぐっとルービックキューブを握ると、春亮の右手の日本刀がさらに揺れ、思い出したように軽々しく、

「ま、アレです。いつかと同じ。狂っても、わたしがあなたを鼻歌混じりにぶっ壊こわしてあげるだけなんで。深く考えなくてもいいですよ？」

　はっきりと、冗じよう談だんだとわかる口く調ちようで、そう言った。

　冗談だとわかったからか、春はる亮あきは肩を竦すくめるだけだった。

　そして──フィアも──覚悟を、決める。

　両手にそれぞれ、ルービックキューブを握って、その硬さを確たしかめながら。

「……今しかない気がするから、言っておこう。あそこにいるダインスレイブが、最後の免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクを持っている。それを嵌はめると──私は、確実に、狂わなくなる。無害な存在になる。確かく実じつに……間違いなく、だ」

「な。それ、本当なのかフィア!?」

「ああ。本当だ。闇やみ曲まがり拍ぱく明あきに聞いた」

　条件反射のように錐きり霞かが顔を顰しかめたが、フィアは笑って、

「噓うそではないと思う。もし噓だったら、私のことを誰だれよりもよく知る人間が訂正してくれるはずだからな」

　目を向けると、領主はぴくりと眉まゆを揺らし、

「──愚問。確かにそうなるだろう。だが」

　それ以上の言葉は、今は必要なかった。強引に遮さえぎる。

「ああ、つまり、何が言いたいのかというと……これが、私の行う最後の拷ごう問もん、最後の嗜し虐ぎやくになるだろう、ということだ。だから、これの意味についても言っておきたい」

「意味……？」

「今更のことで、だからどうしたという話だがな。お前には……お前達には、隠したくない。私というモノが、どんなモノだったのか」

　首を傾けていた春亮が、どこか無む理り矢や理りに唇を曲げる。

「本当に今更だ。知ってるって軽々しく言えないけど……お前がどんなモノだったかなんて、もう知ってるよ。だから」

「知らないことがあるから、言いたいのだ」

　春亮が口を噤つぐむ。

　そうしてフィアは──昨日きのう、まだ自分が箱の姿で閉じていたころ。

　自分の部へ屋やで、通つう信しん機きを介して拍明と交わした、あのときの会話の一部を思い出す……




　文化祭のときのことを覚えているかい？

　そう、君の機構を、君が君自身に対して機構を使うところを、録ろく画がしたりして観かん察さつさせてもらったね。実に有用だった。で、僕達はその後、録画したものを何回も見て、分析して、調ちよう査さして、計算した。

　模も倣ほう品ひんを作りさえした。

　だがね、そこで僕達は壁かべにぶち当たったのさ。考えてみれば当然の話なんだが。

　ねえ、君は疑問には思わないのかな。未知とは感じないのかな。

　三十二の機構に変形できる鋼鉄の箱、なんてものが存在しうると思うかい？　いやいや、だって実際に君はそこにいるじゃないか、とかいう哲学的フイロソフイカルな話じゃなくてね。もっと現実的な──純然たる、科学と物理の話だよ。

　体たい積せき的てきに、質量的に、強度的に、構造的に、機き構こう的に見て。

　あんな変形機構が働くはずはないんだ。

　物理的に無理がある。君というものの仕組みは物理法則に反している。

　そんなことを言われても、という顔をしているのかな。まあ気持ちはわかるよ。だって実際できてしまっているのだからね。君は君の中にあるもっとも根本的な未知を、もっとも根本的であるがゆえに見逃してきたんだ。人が心しん臓ぞうの鼓動を意い識しきしているわけではないように。

　さて、ここで免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクの話に戻ろう。君の機構の一つを使用不能にすると共に、他ほかのものに対しては「呪のろいを軽減する」という効果を発揮するもの。

　なぜ、君の動作を制限するものが、呪いの軽減という力を持っているのか？

　君達は考えていなかったのかもしれないけれど、ここにヒントがある。この答えを考えれば、さっきの、君の物理的に不可能な動作についても説明がつく。

　それは──




　フィアはゆっくりと息を吸った。

　両手に持つルービックキューブに、それぞれ、意い識しきを向ける。

　想像するのは、最後に一つだけ残った、自分の似姿。自分というもののかたち。

「十九番機構・抉式螺旋態《人体穿孔機"Man‐Perforator"》──」

　そうだ。それは思えば、ずっと前から、わかっていたことではないのか。この自分の身体からだが、どうやって動いていたか。何がこの自分というからくり箱の原動力だったか。

　いろんなものが詰まった《今の自分》はともかく。

　領主が言う、最初の自分が間違っている、というのを否定はしない。

　できないのだ。

　だから受け入れて、認めるしかない。

　胸中には、恐れも怒りもなく。怯おびえも不安もなく。

　ただ、少し、悲しい。

　それだけだ。

「……」

　一息。それが最後の猶ゆう予よ。

　押入れで見つけて、春はる亮あきにもらった立方体と。

　初めてできた後こう輩はいに、もらった立方体を。

　祈るように、握にぎり締しめて。

　そしてフィアは、その言葉を。

　今まで意い識しきせず使っていた、自分というモノを表すその一言を──




「──呪いカーが呼ス・んでコーいるリング」




　左右の手に、弾はじけるように、重みが生まれる。

　二本の螺ら旋せん槍そうの感触。

　我が子を見るような目で、それを眺めてから。フィアは春亮達を軽く振り返って。

　寂しそうに微笑ほほえみながら、言った。

「私は……呪われる前から、呪いの力を利用して動くように作られた機械だ」
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「この身体からだは。私の鋼こう鉄てつは。そもそもが、呪のろわれた道具を鋳い溶とかして作られたものなのだ。呪われた剣、呪われた盾、呪われた鎚つち……言い換えれば、そんな《呪われた鋼鉄》が、私の原材料。その呪いの力が、ただの鋼鉄では不可能な私という機き構こうの矛む盾じゆんをカバーしている」

　領主の反はん論ろんはない。当然だ。

　気付かされて思い出した、自分自身のこと。自分自身の、成り立ち。それが間違っているはずはなかった。

「……拷ごう問もん処刑具としてあの城主に使われ、犠ぎ牲せい者しや達の負の思念で呪われる前から──私は、私という肉体そのものが、既に呪われていた。呪われているものとして生まれた。だから」

　気持ち悪いだろう？　と問いたくなる。

　不快が染み込んでいるだろう？　と問いたくなる。

　呪われている以上に呪われているだろう？　と問いたくなる。

　でも。

「なあんだ。そんなことか」

　春亮は、ほっとしたように胸を撫なで下ろしつつ、そう言うのだった。

　それから彼は、いつもの微笑で、こちらを見て。

　こちらの告白など、なんでもないことであるかのように。

　気にすることすら馬ば鹿からしいと言っているかのように。

　軽い言葉で、聞いてくる。

「で、それだけか？」

「……それだけだ」

　フィアは目元を緩ゆるめて、春はる亮あきに対抗するように笑いながら、一滴の涙を零こぼす。

　それは、春亮の反応が嬉うれしかったからでもあったし──

　その告白の持つ本当の意味に気付かれなかったという、安あん堵どからでもあった。
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　さあ、と両手に螺ら旋せん槍そうを携えたフィアが、領主に正対する。

　春亮もこのはと虎こ徹てつの重みを確たしかめた。フィアの成り立ちには確かに驚おどろいたが──やはり、だからどうした、と思うだけだ。フィアの始まりがいくら間違っていても、狂った錬れん金きん術じゆつ師しの手による狂った所業だったとしても。今ここにいるフィアの何かを貶おとしめるものではない。

　左右の帯状の得え物ものを生き物のように動かしながら、錐きり霞かが言う。

「作戦は？」

「難むずかしい作戦を立てる暇も、それを実行する暇も、あるとは思えませんね。シンプルにいくしかないでしょう」

　このはの声に、フィアが銀髪を震ふるわせた。

「ふふ、最後の最後で気が合うな、ウシチチ。同感だ。時間がない以上、一発で勝負を決めるしかない──一いち撃げき必ひつ殺さつだ。一撃入れられる隙すきをどうにか作ってくれ。あとは私がなんとかする」

　具体的なものは何もない、フィアの言葉。その顔を窺うかがうように、日に本ほん刀とうが持ち上がって──

　嘆息。

「失敗したら、承知しませんよ」

「任せておけ」

　フィアがニヤリと笑い、そして準備はできた。

　だが、それは向こうも同じだったのか。

　領主の揺らしていた剣先の動きが、僅わずかにリズムを変じて、

「愚行──最後の慈悲であった。既に我が目的は成せり。逃亡したならば、呪のろわしき禍具ワースはともかく、汝なんじら人間の命は助かったもしれぬ」

「は……逃げて、俺おれ達だけ生き残って、それで満足しろって？　余計なお世話だよ！」

「まったく、それは心の底から馬ば鹿かげた選択肢だな！」

　錐霞と共に間合いを詰める。

　ダインスレイブを握る領主もそれを迎むかえ撃うつように高速接近。殺意の刃やいばが、老いた彼の身体からだを、彼の足を進ませる。尋常ではない速度で。

　今までと違うのは、それがこちらの眼がん前ぜんで停止したことだった。

「貴様らの死は、今やより近しく確かく定ていした！　因果を受け入れるがいい！」

　ダインスレイブの声──そしてそのまま、肉にく薄はくした距きよ離りのまま、大剣が振られる。

　今までのような、単純な突進攻撃ではない。領主の身体からだをその場に置いた状態で、紫の光を宿す大剣だけが不自然に加速。まるで、その刃の裏にジェット噴ふん射しやが加えられたかのように。

「う、おおおおおっ!?」

　先刻奴やつらが話していた通り、ダインスレイブがその死に向かう推進力をより細やかに制御し始めたのだろう。一いつ瞬しゆん焦ったが、すべきことを忘れてはいなかった。

（動きを、止めなくちゃっ……！）

　避けずに打ち合うことを選択。このはと虎こ徹てつ、二人ふたりの妖よう刀とうに自分の身体を託す。空間そのものを抉えぐり取ろうかというような速度で奔はしるダインスレイブを、懸けん命めいに受け止めた。一撃では終わらない。二撃。三撃。数えきれない。爆ばく発はつ的てきな勢いで疾しつ駆くする刃が果てしなく自分の身体にまとわりつく。相手が、自分の身体が、どう動いているのか。理解することはとうの昔に放棄した。

「この、はっ……」

「く、あ、あああああっ──この、速さと、力、まるで、あのとき、みたいですねっ……！　虎徹！　回転数を最大まで上げなさい！　後先を考えていては保もちません！」

「は！」

　あのとき。

　そんなこのはの言葉でふっと春はる亮あきの脳裏に浮かんできたのは、かつて対たい峙じした家族会フアミリーズの一員──雛ひな井いエルシーが、《シャムロックのクロツクワーク試験時計・ライフ》を起動させている姿だった。持ち主の時間を圧あつ縮しゆくする、呪のろわれた時計とけい。《最強》、《極小殲滅圏フオーミニツツ》と渾あだ名なされていた彼女の全力モード。今の領主とダインスレイブは、それと同等レベルの動きと威力を発揮しているように思える──

　つまり、気を抜けば即座に死ぬ。

　雛井エルシーに感じたのと同じような、理不尽さすら覚える圧倒的暴ぼう力りよく。

　だが、逆に言えば、それは似た体たい験けんを既にしたことがあるというのを意味している。だから即座に、唯一の対処を行えたのだ。このはの言う通り──後先を考えずに、全力を出す。それしかなかった。たとえそれが数秒しか保たないものでも、そうしなければ、こちらは次の瞬しゆん間かんには確かく実じつに死んでいるのだから。

　大剣の質量が、呪いの推進力によって、何に阻はばまれることもなく躍やく動どうする。その破は壊かい力りよくは絶大だ。辛かろうじて弾はじいた腕が痺しびれる。このは達が苦く悶もんの声を漏らす。左手だけでなく、既に全身に刻まれている傷に衝しよう撃げきが響ひびく。感じる吐き気はその傷のためか、酸素が足りないためか。

「《黒くろ河かわ》……！」

　ジリ貧の状態をどうにかすべく、横手に回り込んでいた錐きり霞かが左右の得え物ものを伸ばそうとする。しかしそれを読んでいたか、ダインスレイブの推進力のベクトルが一気に変わった。助走も準備動作もなく、弾はじかれたピンボールのように、領主の身体からだが瞬時に最高速に達して錐きり霞かの眼がん前ぜんに到達。ダインスレイブが連続斬ざん撃げきを繰くり出せるようになったからといって、これまでと同じ突進移動ができなくなったわけではなかったのだ。

「しまっ……！」

《怪チユパ物カブラ繃ン・バ帯ンデージ》と《黒くろ河かわ可か憐れん》の渦の中に潜もぐり込むようにして間合いを詰め、領主はダインスレイブを振り上げる。今までの戦いでぼろぼろになった錐霞の服、その隙すき間まに覗のぞくものに対して目を細め、

「《ギメストランテの愛あい》──それも、見逃すは愚行。人の世に在るべきではない禍具ワースよ！」

　大上段から振り下ろされる、ダインスレイブの巨大な刃やいば。春はる亮あきは背筋を凍こおらせる。領主は当然、あのボンデージ服のことを知っている。つまり、あれは──錐霞の肉体以上に、《ギメストランテの愛》そのものを破壊することを目的とした一撃だ。まずい！

「っ……!?」

　だがその瞬間、錐霞がはっと顔色を変え──奇跡的なタイミングで、バランスを崩して転倒する。疲労で足が縺もつれたのか、何かに躓つまずいたのか。それはわからなかったが、怪け我がの功こう名みようであることには変わりない。転んだ錐霞の髪を掠かすめてダインスレイブの刃が通過。む、と領主が呻うめいたときには、

「このは！　虎こ徹てつ！」

「はい。行きます！」

「貴様が気安く命令するな！」

　追つい撃げきを防ぐべく、春亮は全力で飛び込んでいた。このはと虎徹、二人ふたりの意志を全身で感じつつ、それに逆らわないように、自分の力を乗せるように、全力で攻撃を繰くり出す。難むずかしいことは考えない。全すべての力を込めて、ひたすらな乱撃。

「ぐ、う、おおおおっ！」

「──愚行！」

　息切れした隙すきを突かれ、自分には目視もできない速度での一いつ閃せん。辛かろうじてこのはと虎徹が防御のために十文字に胸の前に滑り込んでくれた。そうでなければ身体が上下に分割されていただろう──しかし斬ざん撃げきの威力そのものは防ぎきれなかった。弾き飛ばされ、さすがに受け身を取る余裕もなく大地を転がる。

　グラウンドの土の味を唇に感じながら顔を上げると、見えたのは、同じように地面に倒れていた錐霞が《怪物繃帯》と《黒河可憐》を地に這はうようにして伸ばし、それぞれを領主の足に絡みつかせている姿。自分達が攻撃していた隙すきに慎重に伸ばしていたのだろう。さっきの乱撃は無む駄だではなかった。

「フィア！」

「フィアくんっ！」

　一瞬だけかもしれないが、確たしかに領主の動きは止まった。今しかない。

　両手に《人体穿孔機"Man‐Perforator"》を携えたフィアが疾走、そして跳ちよう躍やく。

　領主とダインスレイブがそれを見上げつつ、彼女を迎撃しようとする。

「無駄だ。我は剣、貴様はくだらぬ拷ごう問もん具ぐ！　格が違う、そんなものでこの私の刃やいばが打ち砕けるかッ！」

「そうだ。お前は武器として作ったわけではない。弁わきまえろ、我が過あやまちの娘よ！　貴様には何もできぬ。人を拷問し処刑することしかできぬ！」

　フィアは逃げない。真正面からその言葉と視し線せんを受け止め、

「だから！　変わりたかったのだ、変わろうとしてきたのだっ！」

　そうして──

　フィアの両手の螺ら旋せん槍そうが、音を立て始める。がしゃりぎしりと、その形を変え始める。

　そうだ、と春はる亮あきはどこか誇らしい気持ちで、それを見ていた。

　フィアにはまだまだ、無限の可能性があるのだ。

　誰だれにとっても等しく存在する、無限の変化の可能性。

　彼女はそれを信じていて。自分もそれを信じていて。

　だから、何でもできる。

　何でも。

　新しいじぶんを、作り出すことすらも──

　フィアは空中で自分の両手を重ね合わせた。少しずつ、半ば分解されるように形を変えつつあった二本の《人体穿孔機"Man‐Perforator"》も、勿もち論ろん、重ね合わされる。お互いがお互いを補うように。歪ゆがんだ螺旋の中にもう一本の螺旋が入り、膨ふくらんだ部分との結合をもう一本が補ほ塡てんし、隙すき間まの空いた刃をもう一本の刃が繫つなぐ──

　二つの螺旋槍が強引に組み合わせられて、一つの巨大な螺旋槍を形作っていく。

　それは、彼女の。

《変わりたい》という願ねがいの体現。

《変われる》という事実の証明。

「……愚行だ。愚行だ！　できる、わけが……！」

「できる！　私には！」

　できるとも、と春亮も同意した。

　フィアはそれに耐えられる強さを持っているから。今までずっと、育はぐくんできたから。

　知っていた。知らないわけがなかった。

　必要な部品は、既に、彼女という箱の中に詰まっているのだ。彼女が言っていた通りに──

　故に、足りないものはない。不可能はない。組み上げられる。

　フィアがこの街で得てきた強さが、隙間を埋める。潤じゆん滑かつ油ゆになる。接着剤として繫ぐ。

　そして生まれる。

　巨大で巨大な、ただ一本の、未完成で未発達で。

　けれど、何にも増して力強く、何にも増して輝かがやかしい。

　どこまでもまっすぐに、何もかもを貫いていけそうな──螺ら旋せんの槍やり。

「拷問具でもない！　処刑具でもない！　武器でもない！　これが、今ここにいる私だっ！　この私で──砕けろ、ダインスレイブ！」

　その超巨大な螺旋槍ドリルの刃を回転させながら、フィアが領主に向けて落下する。

　領主がダインスレイブを振り上げ、その刃を迎むかえ撃うつ。

　そして──




《一度鞘から抜かれれば、必ず誰かを殺す》という魔ま剣けんの呪のろいは。

　最後の最後に、正しく、不運に、果たされる。

　甲かん高だかい音は、フィアの巨大螺旋槍が、ダインスレイブの刃やいばを中途から砕いた証あかし。

　その折れた切っ先が、回転し、重力に引かれて落下して。

　領主の胸を、深々と、貫いていた。







　エピローグ







　祭りの後のような雰囲気だな、と思わざるをえなかった。不ふ謹きん慎しんな気もしたが。

「はーい、ちゃっちゃと片付ける片付ける。手分けしてやんないと終わらないよー」

　その吞気のんきな声も一因ではあるのだろう。号令用の笛を持っていたら間違いなくピッピッと吹いていると思えるような軽い態度で、拍ぱく明あきが研けん究きゆう室しつ長ちよう国こくの部下達に指示を出している。白衣の彼らが主にやっているのは、ロープやら紐ひもやらよくわからない特殊な拘こう束そく具ぐやらを使って、そこらに倒れている騎き士し達を捕ほ縛ばくすることだ。一いつ旦たんは発動してしまった《騎き士し領りよう化か》だが、どうやら気絶した彼らが目覚めるような効果が出る寸前にキャンセルできたらしい。所有者である領主には既に完全な効果が働いていたことを考えると、それは本当に、奇跡的に間に合ったと言ってもいいようなぎりぎりのタイミングだったのだろう。

　あの大柄な体たい軀くの（高たか杉すぎとか言ったか）研究員が、陰気な笑い声の女上司に鞭むちで打たれながら（なぜか嬉うれしそうに）拘束した騎士達をどこかに運んでいるのも見える。護ご送そうトラックでも持ってきたのか、あるいは──万まん華げ鏡きようの中に研究室を作っていたこともあったのだ、似たようなものを持っていたとしても驚おどろかない。

《銀ヴイツ冑テルン騎バツハ士団・ナイツ》も、所有者がいなくなったためか、動作を停止して倒れている。無む論ろんそれもどこかに運ばれていた。回収して研究対象にするつもりなのだろう。漁夫の利というか火か事じ場ば泥どろ棒ぼう的な感じがするが、今は文句を言う気力もなかった。

（やれやれ……）

　座り込んだ春はる亮あきの眼がん前ぜんには、槍やりの残ざん骸がいがある。何十もの細片に分割された柄つかの残骸、地面から引き抜かれてさらに分割された穂先の残骸。領主の車くるま椅い子すに刺さっていた二本目の槍も見逃すわけにはいかず、同時に破は壊かいされていた。

　勿もち論ろん、そうするにはこのは達の力を借りた。さすがに元げん凶きようであるこの《十字軍のデイユ・建国旗槍ル・ヴ》を破壊したときには感慨深く、しばらく春亮もじっとそれを見つめるだけの時間を過ごしていた。気付けば虎こ徹てつ達も人間体に戻っていて、

「やっと終わったな……」「うむ。だが勘違いするなよ。今回は特別であって、まだ拙せつ者しやは貴様を主と認めたわけでは──」「ちょっと虎徹！　そんなこと仁に王おう立だちで言う前に服を着なさいー！　ふ、ふしだらブロッカー（オトコノコ編へん）！」「こ、このはこそだっ！　二人ふたりとも早く着てこい！」などというやりとりがあったりもした。なぜか、とても懐なつかしい気分がした。

　思い出し笑いをしながら、春亮は首を回す。

　ようやく服を着たこのはと虎徹は、ふ[image: ぇだくてん]、と首を縮ちぢめた藍あい子こと何かを話している。互いに自己紹介でもしているのだろう。

　錐きり霞かはぼんやりとした表情で、春はる亮あきと同じように座り込んでいる。どうしてか、視し線せんは自らの足元に向けられていた。

　そして──事態が終わったことを察知してか、それともたまたまか。学校の中に散っていた他ほかの人間達も、このグラウンドに姿を現すようになっていた。

　腕をだらんと下げ、さらには足を引きずりながら、理事長。珍しいことにガスマスクを外している。その隣となりには、銃音がのんをおぶった漸音ぜのん。「ちぇー、もう終わりかー。つまんねーなー」と《銀ヴイツ冑テルン騎バツハ士団・ナイツ》をゲシゲシ踏んでいたココロが、その理事長達の姿を見て「ウッ、ヤベェ」と小さく呻うめいていた。何か命令違反でもしていたのだろうか。

　それとはまた別の校舎の間から、ペンドラゴンがリコとグランオーリを伴って歩み出てくるのも見えた。整せい理り体たい操そうのようにぐるぐると肩を回していたが、こちらの視線に気付いてにっかりと笑顔えがおを向けてくる──当然のようにそれは黒くろ絵えに対してのものだ。黒絵は肩を竦すくめるだけだったが、顔には呆あきれたような微笑が浮かんでいた。その胸中はよくわからない。

　最後にどたばたと現れた一団は、屋上にいたサヴェレンティ達──サヴェレンティと渦か奈な、そして泰たい造ぞうはぶんぶんと手を振っている。白しら穂ほと千ち早はやは早く帰りたそうにしている。伍い鈴すずはにこにことしている。いつもの彼女達だ。

　そんな、グラウンドに集まってくる、みんなの姿を。

　フィアは目を細めて眺めていた。

　何かを、その瞳ひとみに焼きつけようとしているかのような──そんな不ふ思し議ぎな真剣さのある、ひどく静かな表情で。
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　校舎に切り取られた、四角い空が見える。それしか見えない。

「やられちゃいましたねぇ……」

「……ああ」

「さすが、師団長……です、ねぇ……」

「……ああ」

　弱い弱い弱い弱い弱い。胸中に刻まれる事実。

　正直に言えば、やっぱりな、と切せつ子こは思うのだった。安あん堵どのような感覚すら、あった。

　たった一本、武器を手に入れた程度で。弱々しい自分が強くなんてなれるはずがない。

　自分にとって、強さとは──幸せだ。強くなければ幸せにはなれないのだ。

　たった一本の武器で幸せになれるようなら……今までの人生は何だったのか、ということになってしまう。

　だから、これでいいのかもしれない。

　仰あお向むけに倒れたまま、自分の腹をなんとなくなぞる。傷だらけの、腹。戦ってついた傷もあれば、戦うことを決意するより前に──子供のころに、ついたものもある。

　共に、弱さの証あかしだ。弱すぎた自分の罪。当然の、傷きず痕あと。

　幸せは、遠い。手の届かないくらいに、遠い。

　だから、当然だ。幸せでない自分は、幸せを知らない自分は──弱いに、決まっている。

「ほんとうに、切せつ子こは、ヨワヨワですねぇ……」

「……」

　隣となりに倒れているはずの、フォーティーンの言葉は聞こえなかった。

　寝ちゃったのかな、と思って。

　そう言えば自分も猛烈に眠たいな、と思って。

　目を閉じれば、もう、何も見えない。

　自分の弱さも。

　幸せな強さも。
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「おう。元気か？」

「元気に見えるかい？」

　足を引きずり、持ち上がらない左腕を右腕で押さえつつ、理事長はそう答えた。全身が砕けそうなほどに痛い。しかし二本の足で立てており、会話もできる──つまりは命があることを考えれば儲もうけものだろう。最強にもっとも近い生物と相あい対たいした結果がそうであるなら。

　漸音ぜのんも似たように足を引きずっており、その背中にいる銃音がのんは、骨を折ったか内ない臓ぞうにダメージがあるか、たまに苦しそうに呻うめくだけでまだ目を覚まさない。できるだけ早く病院に連れていきたいところだ。

「で、何の用かな」

「何の用かな、じゃねえだろ。しらばっくれんな」

　耳を小指でほじりつつ、ペンドラゴンが僅わずかに不ふ機き嫌げんそうに言う。恐怖は感じなかった。その不機嫌さの理由がわかっているからでもあるし、もし向こうに害意があるなら、自分達は為なす術すべなく死ぬしかないというのがわかりきっていたからでもあった。

　ちらりと視し線せんを動かして見るのは、ペンドラゴンの横にいる女性。細い目。豊満な体たい軀く。さすがにもう服は着ていた。

　しばらく、無言で、見つめ合う。

　ちっ、と舌打ちしてから、ペンドラゴンが頭をがりがりと搔かいた。

「あのな……俺おれはこれからさらに最強になる。竜になる。そのメドが立った。俺はイケメンだし、俺の愛は無限だから、まあ諦あきらめずに努力すればなんとかなるだろう。というか確かく実じつだろう。うむ、なにせ諦めないんだしな」

　なんとなく、彼が何を言っているのか、わかる気がした。これまでに何があったのか、わかる気がした。彼の性格と、彼が求める彼女の性格。その両方をよく知っていたから。

「……自分でイケメンとか言うのはどうかと思うよ」

「そうだ！　どうかと思うし！　あと愛が無限とかそういうのも！　ダサすぎるぞ、馬ば鹿かかお前、バーカバーカ！」

　耳に嚙かみつかんばかりのリコを手で制しつつ、

「うるせえ。とにかく、今はそれが最さい優ゆう先せんだ。で、話は変わるがさっきぷに子こをぶっ倒してきた。なかなか強かったが、さすが俺、危なげなく完勝だ。んでその完勝っぷりに逆に考えちまってな。これから最強になろうかって俺が、それまでの猶ゆう予よの間も最強だと他ほかの奴やつらのやる気がなくなっちまうんじゃねえか、と」

　よくわからない。首を傾かしげる。

「……つまり？」

「あー、つまり……余裕を見せるべく、というか、今更牙きばの一本が抜けたところでどうということはない、というか……」

　そこで急に話をするのが面めん倒どう臭くさくなったかのように、ペンドラゴンはクワッと目を見開き、

「結局のところはこうだ──俺達の決着はまだついてねえ。男と男のタイマンだ、ガブリエル！　さあ来い！」

「は!?　待ってくれ、全然話が見えないんだけどもっ？」

「黙だまれ。リコ、手を出すなよ。ここは男らしい素手バトルだ」

「アホらしくて出す気にもなんねーし」

　リコがぶーと口を尖とがらせて言うように、本気ではないのは誰だれの目にも明らかだった。だから誰も止めてくれなかったし、誰も助けてはくれなかった。

　のしのしと近付いてきたペンドラゴンが、飛んでいたハエを打ち払うかのように、

「でい」

「ぐふっ」

　こちらの頰ほおを殴った。無む論ろん、手加減はされている。彼本来のパンチからすれば万分の一程度の力。瓦かわらどころか煎せん餅べいを割るぐらいがせいぜいだろう。しかしそもそもこちらがズタボロの状態だったのでそれなりに効いた。足元がふらつく。

　それを見てペンドラゴンが何かを言いたげに顔を顰しかめたが、結局それについては何も言わないまま、ボクサーのように両手を動かして挑発してきた。こちらに頰ほおを近付けて、

「さあお前の番だ。反はん撃げきしてこい。甘んじて受けてやる。俺は最強、竜島／竜頭師団ドラコニアンズの師団長だからな。今にも死にそうなお前のヘナチョコパンチでどうにかなるわけがねえ。遠えん慮りよはいらないぜ」

　まあそれはそうだろうな、と思った。

　そしてしつこく頰ほおを突き出してくる彼の間抜け面づらを見、どういうわけかは知らないがノらないと終わらないんだろうなと悟って嘆息し、理事長は適当にペンドラゴンの頰を殴った。強く殴ると自分の肩のほうが外れそうだったので、ほとんど小突くようなレベルで。だが、

「ぬぐああああああっ!?」

　ペンドラゴンは大おお袈げ裟さに呻うめいて背後に吹っ飛び、さらにはごろんごろんとのた打ち回るように地面を転がり、そして大袈裟に呼吸を乱しながらガクガクと立ち上がる。真顔でジト目のリコがその腕にくっついたままなのがシュールだった。

「はあっ、ぐふぅっ……や、やるな。俺おれの……負け、だッ……！」

「……あの。どういう小芝居だい、これは……？」

　リコに倣ならって、理事長もジト目になって言う。だがペンドラゴンはそれを軽く無視し、万策ここに尽きたという感じで首を横に振りつつ、

「仕方ない。師団長の俺が負けたんだ、誰だれにも文句は言わせねえ。持っていけ……！」

「はい。子宮が疼うずくほど残念／幸福です。本当に仕方がありません。持っていかれます」

「なっ」

　しずしずと歩いてきて、自分の隣となりに、自分と同じ方向を向いて立つグランオーリ。理事長はそれで全すべてを悟った。

　役目は終わったとばかりに、ペンドラゴンはやれやれと首を回したり服をはたいたりしている。その姿を恨うらめしく見ていると、

「率直に申しますと、先刻のは演技であり、あの男の受けたダメージは皆無。襲おそいかかっても勝ち目は薄うすいと思われます、マスター……好色で女性の敵で最低のセクハラ男であるあれを殺すことは、確たしかに世界的に／個人的に価値のある行為だとは思いますが。そしてご命令とあれば勝ち目が薄くても頑張りますが」

　理事長は肩を落とし、

「演技だったのは知ってるし、襲いかかる気もないよ」

「失礼。じっと見ておられましたので」

「そんなに体面が大事なのかな、と呆あきれていただけさ」

「はっはー、それなりに大事なんだよ。まがりなりにも組そ織しきのボスやってる身としてはな」

　にやりと唇を曲げるペンドラゴン。

　理事長はもう一度嘆息し、肩を並べる彼女に横目を向けた。

「あのねえ。わかっているだろう？」

「はい。そちらこそわかっていますね、と問い返させていただきます。私はあなたを愛して／憎んでいます。そして」

　こちらに身体からだを向けて、

「同じく、リズのことも愛して／憎んでいます」

「……」

　当然のように、彼女もこちらの目的を知っている。残る人生全すべてを賭かけて叶かなえようとしている願ねがいを、欲望を、夢を、知っている。

　それでも、彼女は。

「私は──矛む盾じゆんの槍やり。リズと同じで、リズとは違う。そんな存在だからこそ、共にいられるということもありましょう」

　細めていた目を、微かすかに開いて。その眼まな差ざしで、こちらの反はん論ろんを消し去った。

　漸音ぜのんの嘆息が聞こえる。

「理事長の敗北です。無む駄だな抵抗はお止やめになったほうがよろしいかと」

「……君はそれでいいのかい？」

「第二秘書という役やく職しよくができれば、今までより格段に楽ができるのではないかと大変に期待しております」

「いや、ええと、その言葉はとても君らしいとは思うけど。もっと君の気分的にというか、なんというか……」

「──何か見返りを求めているわけではありませんし。それに」

　彼女が小さく顔を動かし、こちらを見つめてきた。

「今までもずっと、貴方あなたは誰だれかを見ていて、そして貴方を見ている誰かが傍そばにいたのです。私は同じ場所で、一いつ緒しよになって貴方を見つめることに、慣なれてしまっているのです」

　そこにあったのは、本当に珍しい──

　卑ひ怯きようなほどに清すが々すがしい、彼女の笑顔えがお。

「だから……今更それが一人ひとり増えたところで、どうということはありません」

　その言葉で、本当に、逃げ道はなくなった。全てを受け入れるしかなかった。

　どこかに歩き出そうとしている旧友の背中を、苦々しく見送る──と、今までの流れとは全く関係なく、聞こうと思っていたことをふと思い出した。

「ところで、マックス。君はどうして騎き士し領りようの《槍》を狙ねらわなかったんだい？　君の求める《不老》は、あれでも手に入れられたと思うんだけど。まさか知らなかったわけじゃないだろう」

「あん？　不老ったって、領地から出られなくなるのと引き換えだろ。んな不便さは御免だぜ……竜は自由でなくっちゃな。車くるま椅い子すとかチマチマ利用するのもカッコ悪いしよ。だから最初から興きよう味みはなかったさ」

　自由。確たしかにそれは、彼にふさわしい言葉だ。誰よりも強く、誰よりも自由。

　とすると──そんな存在と釣り合うのは、やっぱり誰よりも自由な女性なのかもしれないな、とそんなことを思ってしまった。

「さあって……愛いとしの君きみのご機き嫌げんでも伺うかがいに行ってくるかね、と」

「待った。質問がもう一つだ。君の体てい裁さいのせいで、他ほかの奴やつらは僕が君を倒してグランオーリを奪ったと思うわけだろう。とすると……これから僕は、今まで以上に竜島／竜頭師団ドラコニアンズの団員達に狙ねらわれるようになってしまったのでは……」

「かもな。頑張れ」

　自由すぎる物言いに、さっきはもう少し強く殴っておくんだった、と本気で後悔した。
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　錐きり霞かは地面に座り、ぼんやりと自分の足を見ていた。怪け我がはない。あったとしてもすぐ治るが。怪我とは言えない筋肉痛や疲労はあるかもしれない。いや、見ただけでは身体からだの中の筋や腱けんがどんな状態かなどわからないのだし、痛みを感じていないだけで足に何か深刻なダメージを受けているのかもしれない。今も気付かないまま治ち癒ゆが行われているというだけかも。だから、何が起こっても不ふ思し議ぎはなかったのだ。

　あのとき。

　最後の最後、領主に《ギメストランテの愛あい》を狙われ、本当に死にかけたとき。領主の振るうダインスレイブの刃やいばがボンデージ服を切り裂く寸前、地面に転んでそれを避けたとき。

　思い出す。思い出せば思い出すほど、わからなくなる。

　あれは本当に偶然だったか？

　なんとなく──心の底から、なんとなく──誰だれかに突き飛ばされたような気が、しなくもなかった。見えない誰かに突き飛ばされたような気が。

（いや……偶然だ。馬ば鹿かげている……）

　考えすぎで、錯さつ覚かくだ。足が縺もつれる要因などいくらでもあった。足が動かない要因などいくらでもあった。倒れて当然。戦せん闘とうの高揚でアドレナリンが出まくって興こう奮ふんしていた。だから記き憶おくも不ふ鮮せん明めいで当然。おかしな勘違いをしても当然。

（……でも）

　ただの錯覚でも、勘違いでも、偶然でも。

　そんな気がしてしまったということは、事実だったから。

　ふ、と息を吐く。

　そう思ってしまうくらいには、結びつけてしまうくらいには──

　彼も、自分の中に、いたのだ。

　それぐらいは認めてやるか、と思った。

　今はもういない、どこにも見えない、彼。かつては先せん輩ぱいとして慕っていたこともある、彼。

（馬ば鹿かげて、いる……）

　彼の顔を思い出しながら、もう一度溜ため息いきをついたとき。

「アンニュイな顔だね。何を考えているのかな」

「……この疲れているときに嫌いやな奴やつに話しかけられたな、と」

「そんな嫌な奴にもとりあえず返事してくれるくらいの元気はあるようだ。安心安心」

　部下達の働きっぷりを見回しながら、拍ぱく明あきが近くに歩いてきた。

　錐きり霞かは顔を顰しかめる。疲れているのは確たしかで、あらゆる物事が億おつ劫くうだ。こんな男と話したい気分ではない。けれども、聞いておかなければならないことがあった。

「なぜ助けに来た？」

「お前が頼んだからじゃないか。その方法としてだよ」

　頼んだ？　何を？　夢うつつの中、拍明と何かを話したような気は確かにする。けれど何を話したのかまでは覚えていない。思い出そうとすると、なぜか羞しゆう恥ち心しんのようなものが浮かぶ。

　拍明はくすりと笑って、続けた。

「僕はお前の兄だからね。妹の願ねがいは、できるだけ聞いてやりたいと思っているのさ」

　ふざけたことを、と思った。だから自分で勝手に判断して勝手に納得した。

「うるさい。黙だまれ。つまり……お前達もこの街の《騎き士し領りよう化か》は見逃せなかった。それと、騎士領の持つ禍具ワースをあわよくば回収したかった……と、いうことだな」

「それは副次的セカンダリなものだよ。この兄の純粋な気持ちを認めないとは意い固こ地じだなあ──しかしまあ、結局のところ、いつもの理由だと答えればお前は納得するさ。未知の解明のためだよ」

　その単純で真理的な答えには、確かに納得するしかなかった。鼻を鳴らして、

「馬鹿げているな。今度はどんな愉快な呪のろいに目をつけたのか。何にしても、お前が知りたいことは私は知りたくない。もう二度と話しかけて……」

「ああ、違う違う。今回は呪いじゃないよ。逆だ」

「逆……？」

　悪戯いたずら小こ僧ぞうのような、屈託のない笑えみを浮かべて、拍明は言った。

「この世には──もっともっと、数えきれないくらい、果てしないくらい、数多あまたの興きよう味み深ぶかい未知が満ちているのさ。残りの人生全すべてを費やしても、どれだけが既知にできるものか……いやはや、本当に、楽しみだねえ？」
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　そして──フィアが、首を回して、言ってきたのだ。

「なあ春はる亮あき。話があるのだが」

「何だ？」

「免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクを入れたい。ダインスレイブの中から見つけたやつだ」

「え、今？」

「……うん。今だ」

　フィアは真ま面じ目めな顔で頷うなずいた。

「家に帰ってからじゃ駄だ目めなのか？　今はバタバタしてるし、まだお前も疲れてるだろうし」

「いや。後回しにすると、決心が鈍にぶりそうだから。できるだけ早いほうがよい」

「まあ、そこまで言うなら別にいいけど……」

　最後の免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクの挿そう入にゆう。それは、フィアにとっては、最後に残った戦う力を失うということを意味する。後回しにしたら決心が鈍ると言われれば、そうかもしれない、と思った。またそれは同時に、人を傷つける可能性を封じる、というフィアの目的の最終段階でもある。一刻も早く入れたいとフィアが思っていても不ふ思し議ぎはない。

　ない、のだが──でも、何か、違和感があった。

（……？）

　その理由に思い至る暇もなく、フィアがすっと立ち上がって、周囲を見回しながら言った。

「さすがに外では恥ずかしい。あそこのテントを借りることにしよう」

「お、おう」

　歩き始めたので、春はる亮あきも立ち上がって後を追う。

　途中、ほんの一いつ瞬しゆん、フィアは足を止めて横を見た。

　さっきまでと同じ、グラウンドの光景。

　このはが、錐きり霞かが、黒くろ絵えが、虎こ徹てつが、サヴェレンティ達が、理事長達がいる──祭りの後のような、光景。

　それを眺めるフィアの横顔が。

　違和感の正体なのだと気付いた。




　小さなテントの中。下級騎き士し達の休息用だったのだろう、とりたてて広くもなければ豪華でもない。ただ天幕で外界と隔絶されているだけの空間。

　フィアが懐ふところをごそごそと探って、先刻ダインスレイブの残ざん骸がいの中から拾い上げていた免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクを取り出す。彼女は手元のそれをしばらく見つめてから、

「これで……もう、私は誰だれも傷つけなくてよくなるのだ。さあ、入れてくれ」

　春亮に手渡してきた。受け取る。受け取って、フィアが服を脱ぐためにボタンを外そうとするのを見て、その表情を見て。

　気付けば彼女の手首を握って、その動作を止めていた。

「お前……何か、俺おれに黙だまってること、ないか？」

「っ……」

　フィアが瞳ひとみを揺らし、春はる亮あきは確かく信しんに至る。

「言えよ。大事なこと……なんだろ」

　彼女は顔を伏せ、テントの中に沈ちん黙もくを作り出す。

　春亮は根気強く、辛しん抱ぼう強づよく、彼女の言葉を待った。

　やがて、音もなく。

　銀ぎん色いろの髪が、小さく揺れて。

「……どうしても？」

　答えは決まっている。

「どうしてもだ」

　彼女はふっと頰ほおの力を抜き、諦てい観かんに満ちた微笑で、顔を上げた。

　静かな声で、話し始める。

「さっき言った通り──私は呪のろわれた鉄で構成されていて、その呪いの力を動力にして動いている。領主はその動作を封じるための安全装置として免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクを作った。三十二の機き構こうそれぞれを制御できるよう、三十二枚の免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクを。安全装置であるから、一いつ旦たん嵌はめたそれを解除して抜き出す方法は作り手である領主しか知らない」

　既にいない、領主しか知らない。

　それはひどく不吉な事実である気がした。春亮の鼓動が、何かの予感に従い、そのリズムを放棄する。冷感と、それに相あい反はんする熱あつい汗。

　フィアは言葉を続ける。

　続けて、しまう──

「私にとって、この鉄から生じる呪いは、私を動かす鼓動だ。免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクは、その呪いを打ち消すために作られた──つまりは、私というモノの動作を、根本から停止させるために存在する装置なのだ」

「……は？」

　間抜けに口が開いて、勝手に、そんな声を漏らす。

　フィアは微笑ほほえみを浮かべたまま、

「鼓動に等しい呪いが止まればどうなるか、という話だ。それは勿もち論ろん、私の鼓動が止まるということを意味する。私が《物理的に動くはずのないただの鉄の塊》に戻るという──」

「いや、待て、待て待て待て！　お前、何を言って、全然わからんから、何を、全然！」

「はは。パニクりすぎだな、春亮。じゃあ簡かん単たんに言おう……この最後の免罪符機構を入れると、私というモノの機能は完全に停止する。動くこともなく、勿論、人間の姿になったりすることもできなくなるだろう」

　頭の中に、大きな空白が生まれて。

　時間をかけて、フィアの言葉が、その中に滑り込んできて。

「ば、馬ば鹿かか！　じゃあ駄だ目めじゃないか、絶対入れられないぞ、こんなもん！　マジで意味がなさすぎる、危ねえ！」

　投げ捨てたい気分で、手中のディスクをちらりと見やる。だが、フィアの反応は違った。

「いや。意味はあるのだ、春はる亮あき。そうしなければ、ならない」

　逆に、フィアの小さな手が、こちらの腕を摑つかんでくる。

「そうしなければ、私の呪いは、解けないのだ」

「え……？」

「闇やみ曲まがり拍ぱく明あきも言っていた。私自身も、それが真実だと感じている。自分のことだし、領主と相あい対たいして、思い出した……」

　声は静かに。無感情に、事実だけを告げるように。

「私の呪のろいは特別だ。私自身が呪いそのものであるような、呪われた鋼こう鉄てつを材料に使うという呪わしさ。その根源の呪いは、他ほかの奴やつらの、表面に後天的にこびりついた呪いとは違う。それは呪いという力の結晶と言ってもいい。動力となるほどに濃のう縮しゆくされた呪い、奥に押し込められた呪い。深遠なところに潜ひそんでいる呪い……」

　こちらを落ち着かせるように、フィアの指にきゅっと力が籠こめられる。

「だから、その結晶的な呪いには、安あん穏のんで平へい穏おんな夜や知ち家けの地形的な清浄さは効果がないだろう。人のタメになることをして徐々に正の思念を集めるというような、回りくどい方法も効果はないだろう。強度が違いすぎるし、それは私という鋼鉄の中に、箱の奥底に押し込められている」

「な、何言ってるんだ、フィア。解とけるって。みんなも……ほら、実際に、黒くろ絵えとかはもう解けてるし……」

　銀髪が小さく横に揺れる。

「言っただろう？　そもそもが呪われた鉄で作られた私の呪いと、他の奴らの後天的な呪いは、違うのだ……ああ、拍明が言っていたな。みんなは、自分に乗った金きん箔ぱくをうちわの風で払っているようなもの。布で拭ふいているようなもの。だが私は中身から、金の成分が既に組み込まれている組成の物体なのだと。いくら拭いても合金の中の金は取り除けない……」

　違う。違う。違う。きっと違う。否定できる名前が出てきたのでそれに縋すがる。拍明。全すべてはあいつのせいなのだ。きっと全てが噓うそなのだ。フィアを騙だまそうとしているのだ。そうに決まっている。そうでなければ──

「ただし免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクは、最初からその呪いを抑えるために調ちよう整せいされたシステムだ。だから唯一、即効的に効く。私の動力源である特殊な呪いを抑えるために開発されたそれが、副次的に、他の一般的な呪いを抑える効果を発揮していたというわけだ」

「ま、待てよ。頼むから、ちょっと、待ってくれ……」

「待てない。私は元々がそんな結晶のような呪いで呪われており、さらにそれが拷ごう問もん具ぐとして使われたことで通常の呪いを受けた。表面的なその通常の呪いだけを解いても、根本の呪いが解けないのならば、私の狂気が消えることはないだろう。私の暗黒は私の中身の呪のろいから来ている。だから、私は呪いを解とかねばならない──私の根本の呪いと、拷ごう問もん具ぐとして呪われた呪い。その両方を」

「待てって……」

　全身の震ふるえが止まらなくなった。頭が何も働かなくなった。

　こちらの腕が、フィアの手で引き寄せられる。すぐ近くで、フィアの瞳ひとみが、祈るような眼まな差ざしでこちらを見上げていた。

　わかってくれ、と。

　聞いてくれ、と。

「春はる亮あき。結局のところ、道は二つしかないのだ」

「二つ……？」

「一つは、免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクを入れずに、今までと同じように、夜や知ち家けで正の思念を受け続ける。土地の清浄な力と、人のタメになることをして、呪いを解こうとする。ウシチチやクロエと同じように。何年か何十年か経たてば、それは私の後天的な呪いを解いてくれるかもしれない。拷問具として呪われた呪いを解いてくれるかもしれない。だが──それでも、私を形作る根本の呪いは、そのままだ。狂気を、暗黒を、孕はらみ続けている」

　一つ息を吸って、

「二つ目は、免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクを入れることだ。そうすれば私の根本の呪いは中和される。狂気も暗黒も消える。人を傷つけることは確かく実じつになくなる。そしてその状態であの家にいれば、やはり何年か何十年か後、後天的な呪いも消えて──」

「でも！」

　言葉を遮さえぎった。遮るしか、なかった。

　拳こぶしを握にぎり締しめて、

「でも、そうすると……お前は、動かなく、なっちゃうんだろっ!?　機き能のうが停止して、ただのモノみたいになって！　今の姿のお前に、もう会えなくなるってことだろ!?」

　フィアはふっと目元の力を抜いて、

「そうだな」

「っ……！　違うだろ。そうだな、じゃねえだろ。駄だ目めだろ。無理だ……そんなの、絶対に、駄目だ！」

　引ひき攣つれた声で、叫んだ。

　動かなくなったフィアを想像して。喋しやべらなくなったフィアを想像して。

　そんな未来は、認めたくなかった。

「でもな、春亮。やっぱり……罪は、償つぐなわなければならないと、思うのだ」

　フィアの細い指が、握る対象を変えた。こちらの右手から左手へ。

　指の数が少なくなった、こちらの、左手へ。

「フィア！　何度も言わせるな、俺おれは、こんなの……！」

「お前が、ではない。私が……許せないのだ。私が、私を、許せないのだ」

　呟つぶやくように言ってから、しかしフィアはふふっと笑った。

「いや……この理由は、後ろ向きすぎるかな。噓うそではないが」

　こちらの目を見つめて。

　ほんとうの理由を、言い直す。

「私は、お前とずっと共に在りたいのだ。共に在れれば、それだけでいいのだ。呪のろいを解といて。絶対にお前を傷つけたりはしないと、胸を張って。すっきりした気持ちで──ずっと、傍そばに。それが、何よりも優ゆう先せんしたい、他ほかの何を切り捨ててでも果たしたい、私の心からの望みなのだ」

　そのフィアの言葉の中に、噓は微み塵じんもない。

　それがわかってしまう。

　彼女という存在を今までずっと見てきて、信じてきたからこそ。

　自分が、彼女の意志の向かう先を、見誤るはずはなかった。

　見誤っては、いけなかった。

「でも、そんなの……！　喋しやべらなくなって、動かなくなって、煎せん餅べいだって食べられなくなって！　いいのかよ、よくないだろ、絶対！」

「言葉が発せないくらい。抱き合えないくらい。おせんべが食べられないくらい。その程度のことで──私がそれを止やめる理由になんか、なるはずがないだろう？」

　喪うしなわれた指をなぞっていたフィアの手が、ゆっくりと、滑って。持ち上げられる。

　胸。肩。首。そして、頰ほお。

　眼前にあるのは、フィアの、満面の笑顔えがお。

「呪いを解いて、お前とずっと一いつ緒しよにいられるという喜びこそが──本当に、最高に、幸せなものだからだ。もふもふの奴やつらを触ることにも、おせんべを食べることにも勝まさる。たとえ一生おせんべが食べられなくなっても、私は、お前と一緒にいられるほうがいい」

「あ……」

　視界にはフィアしかいなくて。頭の中にはフィアしかいなくて。

　とても幸せな言葉を聞いたはずなのに。

　どうして──

　胸が、張り裂けそうなほどに、苦しいのか。

「免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクを入れるのは、確かく実じつにお前とずっと一緒にいられるという約束のようなものだ。とても強固で、絶対に破られない。そう考えれば、それは……その、ケッコン指ゆび輪わを嵌はめるような、ものなのかもしれんな。ふふ」

　照れたように、小さく肩を揺らして。

「そのためなら、なんでもできる。なんでも我慢できる。なんでも、捨てられる……これからの暮らしに待っていた、いろんな喜び。私は覚悟している。それでも、お前が、お前のほうが、足りないというのなら」

　さらに一歩、彼女が近付いてくる。吐息の温度。瞳ひとみの色合い。髪の匂におい。

「……今、してくれ。一生分」

　何もかもが、もう。

　彼女の中では、答えが出ているのだと、わかってしまって。

　自分にできるのは、それを後押しすることだけなのだと、わかってしまって。

　だから、

「ああ、う、あっ……」

　喉のどを引ひき攣つらせながら、情けない声を漏らしながら、フィアの身体からだを抱きしめる。力いっぱい。一生分。

「ふふ、子供みたいだ、ハレンチ小僧め。仕方ないから、こっちも、一生分、だ……」

　フィアの小さな腕が背中に回されて。抱きしめ返されて。

　唇に、柔らかな感触。

　一生だけでは足りない、生まれ変わった二度目の人生のぶんも、三度目の人生のぶんも。先取りして、その全部を、フィアで埋め尽くす。自分の中をフィアで埋め尽くす。彼女の温度と、柔らかさと、匂いと、声と、吐息と、髪の感触と。

　離はなしたくない。失いたくない。忘れたくない。

　自分の涙と情けない嗚お咽えつが邪じや魔まだった。もっと、もっと、もっともっと、フィアで埋め尽くしたいのに。けれどもフィアが舌をぺろりと伸ばして、涙を舐なめて、しょっぱい、と笑って、自分の中に新しいフィアが増えた。それでも足りない、全然足りない──

「いつまでも、こうしているわけにも、いかんよな」

　そんなことはない。いつまでもこうしていたい。腕に力を込めるが、するりと、幻のように、フィアの身体からだが離れた。名残なごり惜おしそうに、銀髪の残ざん滓しだけが指先に絡む。

　涙で滲にじむ視界。フィアは、じっと、こちらを見つめている。

「……入れてくれ。それは、呪のろわれた私が、そうでなくなる合図だ」

　彼女の瞳も、濡ぬれている。

　けれど、微笑ほほえんでいるのだ。

　その言葉を口に出せることが、本当に、何よりも、幸福なことであるかのように──




「……私の呪いを、お前の手で、解といてくれ。春はる亮あき……」




　それから、長い、長い時間。

　その空間から、音が、消えていた。
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　このは達が天幕をめくり上げて、息を吞のんで、動きを止める。

　誰だれも、何も、言わなかった。

　静かなテントの中。

　ただ、春はる亮あきの小さな嗚お咽えつだけが響ひびいている。

　彼が膝ひざをついて縋すがりついているのは。濡ぬれた頰ほおを擦こすりつけているのは。

　見み慣なれた、鋼こう鉄てつの立方体。

　それは、永遠にそうだったかのように、元からそうだったかのように。

　喋しやべることもなく。動くこともない。

　だから、今は不ふ思し議ぎと、拷ごう問もんと処刑の箱には見えなかった。




　どこか誇らしげに、無言で彼の涙を受け止めている──

　ただの、鋼鉄の立方体にしか、見えなかった。
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《ある紙の端に記された草稿》




　──呪のろいという未知を探求することは大事だが、その研究が大おお凡よそ軌道に乗ってきた今だからこそ、新たな未知に対する考察を深めねばならない。場合によっては、それは呪いという概念の研究においても無視のできない要因になりうる。

　それに関与する組そ織しきは、現状、《夜や知ち家け》のみだ。彼らは呪いを解とくことを目標に掲げている。注視すべきは、そこにおいて用いられている概念──




　彼らが《正の思念》と呼んでいるものについてだ。




　呪いが現実に存在し、そして彼らが呪いを解くための論ろん拠きよとして使っている以上、それも現実に存在する可能性は高いと思われる。だからこそさらなる考察を、未知を既知化する考究を行わねばならない。

　さて、彼らは《負の思念》を呪いと呼ぶ。であるなら、その《正の思念》は何と呼ばれるべきなのだろうか。アンチ呪い──プラスの力──正力──呪いの逆語を詩的に考えると、祝福──あるいは、臭くさすぎるが、■──？　いや、一語とはいえ、これは文字に残すにはいささか研究者として羞しゆう恥ちを覚える単語だ。消しておく。

　何にしても、それは《蓄ちく積せきされた呪いを打ち消す》という特性から、呪いと同質で、しかし真逆のベクトルを持っている概念だと推測できる。今までの実じつ験けん的てき見地からして、その具体的影えい響きようの発はつ露ろに呪いよりも遥はるかに時間がかかるものとは考えられるが（検証は今後も続けねばならない）。

　負の思念である呪いと同質のものであるのならば。

　その正の思念にも、ゆっくりとゆっくりと、それが向けられた道具をその性質に染める働きがあって不ふ思し議ぎではない。それが突然変異的オーバーフローを起こせば、呪いで起こるのと同じように、その思念の基体情報へのフィードバック現象──つまりは、《人化》と呼ばれる現象が起こる可能性がある。

　しかしそれには呪いよりも繊せん細さいな条件が必要であろう。逆に言えば、その条件が満たせたのならば、それは現実味を持つ。

　たとえば、正の思念を増幅する性質を持った、清浄な土地で。尋常ならざる正の思念の量で。疑いようもない純粋さで。気の遠くなるほどの長い長い時間を費やし、それを与え続けて。さらには見えざる神の手が、今だ未知の領域にある、奇跡や偶然と呼ばれる最後の仕上げを行ったのならば。

　かつては呪われた道具で、その呪いを解いてただの道具に戻ったものが。

　再び人の性質を与えられるということも、可能性は、ゼロでは──







《 － outro － 》




　瞼まぶたを開ける。久方ぶりに瞳ひとみに与えられる、「視界」という情報。それが眩暈めまいのような感覚を与えてきた。

　次第に、慣なれてくる──ゆっくりと身を起こして、首を回して、瞬まばたきをする。

　眼がん前ぜんの緑の床は何と言うのだったか。確たしか……た……たたみ……そう、畳、だ。

　不快ではなく、どこか懐なつかしいような感覚が、胸の奥を包んでいた。それは「匂におい」というものだと思い出す。嗅きゆう覚かくで感じる刺し激げき。その畳の匂いは、青あお臭くさく、どこか落ち着く。

　深呼吸。

　忘れたものと思い出したものを繫つなぐ、畳の匂いを全身に染み渡らせる。ゆっくりと。

　そうしたら、自然と、他ほかの物事についても意い識しきが繫がってきた。忘れていた言葉や概念がじんわりと蘇よみがえってきた。

　ここは──畳たたみ敷じきの和室だ。自分はその隅、一段高くなっている場所に……ああ、そこの呼び方も思い出せる。床とこの間まだ。床の間に座っている。

　見慣れた部へ屋やであるような気がする。天てん井じようの染み、柱の傷、床の間の木目。けれど、そこかしこに微細な違和感があった。

　その原因は──変化、だ。時間の経過を、示すもの。

　見覚えのない傷が増えていたり、色合いが落ちていたり、逆に襖ふすまが張り替えられて新しくなっていたり。自分が気付かない間に、どれだけ時間が経たったのだろう──

　ふと、手に何かが触れた。見ると、小さな手ぬぐいのような布が指先に引っかかっている。頭の中の懐かしい部位が刺し激げきされた。こんな布で、かつて自分達は眠りこけていた藍あい色いろの壺つぼを拭ふいていたような気がする。

　あれと同じように──誰だれかが毎日、この自分を拭いてくれていたのだろうか、と思った。

　持ち上げた手を見やる。白い肌。自分の手。

　ひどく温かい何かが、その手に、全身に、胸中に、満ちていた。

　それは、かつて自分の内を満たしていた、寒々しく重苦しい汚お泥でいのような呪のろいとは、全く違って。対極に位置するようなもので。

　だからなのか、と理屈ではなく感覚で理解した。呪いがあるなら、それに相あい反はんする温かな力があってもいいはずだ。その温かな力が、呪いじみた不ふ可か思し議ぎな出来事を引き起こしてもいいはずだ──

　部屋の端、襖の隙すき間まから、明るい光が斜めに射さし込んでいる。今は昼間なのだろう。

　だから、遠くから、賑にぎやかな音が聞こえる。途と切ぎれ途と切ぎれに。

「おい。拙せつ者しやのトマトジュースが切れ……」

「……いかん、仕事に遅れ……馬ば鹿かげている……」

「……ふ[image: ぇだくてん]……くろえ、から、でんわ……」

「はいはい。世界一周……せめて折り返し報告はしろと……今どこ……ペルー？　ま、無事ならそれで……頼りになるボディーガードが一いつ緒しよなんでしょうし、心配するだけ損──」

　聞き覚えのある声。何の変哲もないような、意味のわからないような、わからなくてもいいような、会話の切れ端。

「ペルー土産みやげのリクエストですか？　はあ……一応聞いてはみますけど」

「へ？　いや、そんなん俺おれに振られてもな。何が特産なのかもわからんし、適当に任せるって答えといてくれ……ん、別に代わらなくていいよ。旅先だと電話代だって馬ば鹿かになんないだろうし、元気でやってるってわかればそれで充分だ。んじゃ、俺はいつもの日につ課かやってくっから」

　最後に聞こえた、その声に。

　心しん臓ぞうが高鳴った。一気に、胸中に溢あふれたものがある。爆ばく発はつ的てきに、弾はじけたものがある。

　とたとたと、足音。この部へ屋やに近付いてくる。

　聞きき慣なれたそのリズムは、間違えようもない。誰だれがここに来ようとしているのか、考えるまでもなく、肉体が理解する。感覚が理解する。彼だ。

　そこで自分が素っ裸なことに気付いて、わたわたと周囲を見回した。さっきの手ぬぐいを拾い上げる。駄だ目めだ。小さい。一枚しかない。だがその下に、何かがあった。

　お供え物のように──お茶受け皿に載せられて置かれていた、煎せん餅べいの山。

　慌ててそれを摑つかんだ瞬しゆん間かん、がらり、と襖ふすまが開いて。




　そこにいた人間は、ぎょっとしたように動きを止めていた。呆ぼう然ぜんと口を開けて、こちらを見つめていた。

　その視し線せんを遮さえぎるべく、両腕をクロスさせるようにして。

　二枚の煎餅で、胸をガードしながら。

「この……この、ハレンチ小僧めっ！　み、見るな、寄るな！　それ以上近付くと──」

　その台詞せりふに続けるべき言葉が、一瞬だけ喉のどに引っかかる。

　それは、出来もしない、噓うそだ。

　初めて知った。

　噓が言えるということに──こんなにも幸福を感じることが、あるなんて。

　久しぶりの声。

　とても幸せな、初めての、噓。

　それを喉から出すための潤じゆん滑かつ油ゆのように、自然と、泣き笑いが零こぼれていた。




「呪うぞっ！」


おわり　
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　あとがき




　水みな瀬せ葉は月づきです。episode CLOSE / the last partというサブタイトルが示すように、この本は前巻から続くラストエピソードの下巻であり、[image: C3] -シーキューブ- という物語の完結巻となります。

　いやあ……なんだか感慨深いですね。手元にある一巻の奥付を見てみますと、初版発行は二〇〇七年九月。つまり六年ほどこのシリーズは続いていたことになります。中学一年生だった子が高校を卒業してしまう年月ですよ！　青春のメインステージがスッポリ入ってしまうではないか……！

　勿もち論ろん一巻からリアルタイムで読んできてくれた読者さんばかりではないと思うのですが、何にしても十七冊というけっして短くない分量をお付き合いいただいたのはきっとみんな同じ。拷ごう問もん具ぐやらエログロやら、あまり一般受けしない要素を多分に含んでいたこの[image: C3] -シーキューブ- というシリーズがここまで続けられたのは、言うまでもなく読者の皆様の応援があってのことです。本当にありがとうございました！　みんな大好きとしか言えねえ！

　今回は最終巻のあとがきということでわりとページを貰もらっております。なので少しばかり思い出話的なものを。

　改めてこの[image: C3] -シーキューブ- を始めたときを振り返ってみますと、当時私は自分の好きなものだけをひたすらぶっこんだ前作『ぼくと魔ま女じよ式しきアポカリプス』が「とりあえずこれは三巻を一区切りに……」（←婉えん曲きよく的表現）という宣告を受けたところでした。魔女カリはセールス的にはアレで、悔しさと力不足を感じるところもありましたが、自分の中の創作の基準点を再さい確かく認にんできたという意味では実に助けられた作品です。自分はこういうのが好きなんだとようやく意い識しきできたというか。

　で、この体たい験けんを今後に活用しなくてはならない。無意味にはできない。次はもっとうまくやるぞ、と思って考えたのが、この[image: C3] -シーキューブ- でした。自分の好きなものを入れつつ、しかもできるだけ多くの人に受け入れられるようにする。しかし最初は「コメディ成分もたっぷり入れれば……いやしかし、俺おれに書けるのか……？」と不安に思っていたものです。正直に言って、それまでコメディとかには凄すごい苦手意識があったんだよ！　しかしおかげさまで一巻が好評で、それから無我夢中で書き続けているうちに、いつしかその苦手意識もなくなっていって。コメディシーン書くのも楽しいじゃんと思うようになっていって。[image: C3] -シーキューブ- を書いたおかげで私自身も成長できたんだなあ、と今更ながら実感している次第です。誤解なきように言っておくとグロいのも相変わらず好きですけど。ていうかやっぱりそういうシーンのほうが筆の進み具合は速いですけど。

　そう言えば前巻で裏話みたいなのをすると言ってましたね！　昔の記き憶おくを思い出したついでに、せっかくなのでキャラごとに少しばかり裏情報を語ってみたりしようと思います。

★フィア

　いきなり言うがこの子最初はフィアじゃなかったのだ！　プロット段階ではマリスって名前だった。《悪マリ意ス・イのン・ボ箱ツクス》みたいなね……なんで変えたかと言うと、当時伏ふし見みつかささんの『十三番目のアリス』が出たばかりで、担当さんに「かぶってるんで変えたほうが……」と言われたから。「か、かぶってないっスよ!?　一字違うじゃないスか！」みたいな反はん論ろんをした覚えもありますが、結果的には変更してよかったです。フィア・イン・ボックス……なんか語呂が悪い……じゃあフィア・イン・キューブにしよう！　という流れがあったからこそ、ルービックキューブをキーアイテムにすることに決めたという話もあったり。ちなみにアニメ版でルービックキューブの色が違うのは権利を持ってたのが外国の会社でなぜかまんまの色を使う許可がゲフンゲフン。

　ていうかルービックキューブを使うことに決める前のやはりプロット段階では「手足の一部を拷ごう問もん具ぐに変えて戦う」という設定だったのですが、これも当時の担当さんとの激論の末ボツに。冷静に考えると、インパクトはあるにしても、今以上にニッチな属性になるところであった……




★村むら正まさこのは

　どっかのインタビューで話した気もしますが、プロットよりさらに前のアイデア段階では彼女がメインヒロインだったんだぜ！　いわゆるアパートもので、血を見ると「ふえー」とか卒倒しちゃう妖よう刀とう村正を中心に、散髪屋をやってる日本人形とかも同じアパートにいて……みたいな。しかしそこで私はその話の致命的な弱点に気付きます。

　ヒロイン……地味じゃね？　と。

　あんまりバリエーションがつけられないというか、刀は基本的に斬きるだけだしな……みたいなところが一番引っかかるところだったので、逆に「鋼鉄の処女とかギロチンとか全部入れたヒロインにすりゃ派は手ででいいのでは」と考えて生まれたのが現ヒロインです。そしてこの子はあっさりとサブヒロインに……という悲哀。私は大好きですけど。妾わらわバージョンを書いてるときはとても楽しかった。




★上うえ野の錐きり霞か

　第一稿では渦か奈なとかと同じ扱いの一般人だった＋眼鏡めがねキャラだった人。初版を持ってる人は一巻２６８Ｐにその名残なごりが見られるよ！　ええチェックミスです申し訳ない（遅）。眼鏡は勿もち論ろんこのはとカブっていたから変更したのですが、ギメ愛とか可憐とか研究室長国とかのバックグラウンドがついたのはかなり後期、完成間際のバージョンだった気がします。それまでがストーリー的にいささかシンプルすぎたので変化を加えたかった、という理由。

　しかし最終的にはこのお話の流血成分やら痛い描写やらの大部分を彼女に引き受けてもらうことになり！　いやー、ホントに錐きり霞かがいてくれて助かった……彼女は私にとっての精神安定剤のようなものでした。このシリーズを読み返して錐霞の腕が飛んだり腹が裂かれてたりしたときは、ああ水みな瀬せはこのとき溜まってたんだなとご解釈ください。




★人にん形ぎよう原はら黒くろ絵え、サヴェレンティ、桜さくら参まいり白しら穂ほ

　だいたい最後まで予定通りのキャラでいてくれた優ゆう等とう生せいズ。




★実み耶や麻ま渦か奈な、伯はく途と泰たい造ぞう

　最初は「いつ殺そうかなー」と考えていたことをここに告白しておきます。




★長なが曽そ祢ね虎こ徹てつ

　単なる「敵側の武器」として配置していた（[image: ⅩⅣ]巻を書き終わるまでどうなるかを決めていなかった）はずが、いつの間にかメイン格になっていた。どんどん書いてて楽しいキャラになっていきましたな……嬉うれしい誤算であります。性別？　細かいことは気にするな。




★ピーヴィー・バロヲイ

　私のサイトの昔のエイプリル企画を見れば一目瞭然ですが、元ネタは真サムのあの人だ。




★マリオン・エントウィッスル

　隙すきあらば出そうとは思っていたが機き会かいがなかった。ちなみに眼鏡めがねで巨乳キャラ……だと思う。おや誰だれかとカブっているぞ？




★トリナーク・アガナー

　最初の原稿で、ピーヴィーと組んで襲おそってきたイケメン男騎き士し……でしたが、ピーヴィーのほうをメインにすることに＋マミーメーカー追加で消滅。まったくの別人となって、最後に名前だけ再利用させてもらうことになりました。ひっそりと私だけが、すごい懐かしいなこの名前！　と思っていたという。




　まだまだ語りたいキャラはいっぱいいるのですが、キリがないのでこのへんで。

　何にしても──いろんなキャラが出せて、好きに動かすことができて（ストーリー上の制約等は勿もち論ろんありましたが）、私は、そしてこの[image: C3] -シーキューブ- という作品はとても幸運だったと思います。ここでその幸運を支えてくださった方々に感かん謝しやを。

　絵師のさそりがため様。もう本当にさそりさんには頭が上がりません。最初にフィアのキャラデザを見たときに「これはいける！」と思ったものです。そして毎回こだわりが伝わってくる素敵すてきにハレンチなイラストの数々！　こうして無事に[image: C3]が完結できたのは、さそりさんのイラストがあってのことだと思います。本当に、ありがとうございました！

　前担当の川かわ本もと様。シリーズ立ち上げのときは、気が遠くなるような長時間の打ち合わせを行いました。しかしそのおかげでこんなにも長く続けられるシリーズになったと考えております。その後もエロとかグロとかでのお互い譲ゆずれないバトルを散々繰くり広げた記き憶おくが多々ありますが、今にして思えば昔の戦場を思い出すような懐なつかしさです。ありがとうございました！

　現担当湯ゆ浅あさ様。シリーズ後半からこの完結巻に至るまで、そしてメディアミックス関連のアレコレなど、大変お世話になりました。特に初海外だった香ホン港コンでのサイン会では多分、湯浅さんがいなければ僕は確かく実じつに異国に骨を埋めることになっていたでしょう！（←大おお袈げ裟さ）いろいろご迷惑をおかけするかもしれませんが、今後ともよろしくお願ねがいいたします！

　アニメスタッフの方々。大おお沼ぬま監督、SILVER LINK.の方々、フィア役の田た村むらゆかりさんをはじめとして、[image: C3]の登場人物を演じてくださった声せい優ゆうの皆様。フィア達が動いて喋しやべっているのがテレビで見られる……それは本当に幸せな、夢のようなひとときでした。この[image: C3]という作品の中にある、陽の部分も陰の部分も存分に堪たん能のうできるアニメだったと思います。本当に感かん謝しやしています！

　コミック版を描いていただきました秋あき奈なつかこ様。短い間でしたが、原作ともアニメともまた違う可愛かわいさ、カッコよさを持ったフィア達を描いていただき、ありがとうございました。お気に入りの短たん編ぺんであるネコミミ錐きり霞かの話が読めてとても幸せでした！

　私が意い識しきすらできないところでこの物語に尽力してくださいました、ＡＭＷの営業さんなど、全すべての関係者の方々。直接お会いできる機き会かいがあれば平身低頭しまくります。

　そして繰くり返しになりますが、最後までお付き合いくださいました読者の皆様。「今度は三巻で終わらないように……」という情けない目標から始まったこの物語が、ここまで長く続けられ、そして無事にエンディングを迎えられたのは、皆様のご声援があったからです。もう一度、お礼を言わせてください──本当に、ありがとうございました。




　さて、名残なごり惜しくはありますが、そろそろ紙面も尽きてきました。過去のことだけを振り返って終わるのもアレなので、最後に未来のお話を。

　次のお話、新シリーズの用意は既にできております。

　タイトルは『鮎原夜波はよく濡れる（仮）』。順調にいけば初秋あたりに出る予定です。タイトル通りの、普通に正統派なボーイミーツガール（よく濡れる）……に、なっていると思います！　少なくともそれを目指しました！　興きよう味みを持たれた方は手に取っていただけると幸いです。一いつ緒しよにヌレヌレになろうよ。

　それでは、また次のお話で皆様にお会いできることを願って。


水みな瀬せ葉は月づき









[image: ]







水みな瀬せ葉は月づき

写真は今までの集大成として積み重なる作者の図。一巻を書いたとき、資料として（そして著者近影用として）最初の一個を買いました。それが気付けばこんなことに。皆様、最後までお付き合いいただきありがとうございました！　次のシリーズもよろしくね！
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さそりがため

こんなに長い間関わらせていただいた作品は、最初で最後かもしれません……[image: C3]という作品と出会い、フィア達を描くことができて、本当に幸せでした、今までありがとうございました!!
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